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富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき







　序章







　分厚く黒い雲が、空を埋うめ尽つくしていた。

　昼だというのに夜の様に暗い。いつ何なん時どき雨が降り出してもおかしくない、そんな空模様だ。

「まさに今の我々だな」

　神みわ真しん一いち郎ろうは空を見上げながら呟つぶやいた。誰だれに語ったわけでもない独り言のためか、言葉の意味が分からないのか、誰一人声を上げない。

　真一郎は、よく鍛きたえられた日本刀のように細く締しまった体ごとゆっくりと振ふり返った。所々壁かべが崩くずれ落ちた廃はい工場の一角の椅い子すも机もない、風雨にさらされた汚よごれたコンクリートの床ゆかに、四人の男女が立っている。

　七人から数こそ減ったが、竜りゆう槍そう師団の幹部である七本槍やりの戦士達だ。

　一人は序列下位の、平ひら野の永なが康やす。長らく建たけ速はや学がく園えんに潜せん入にゆうしていたが戦いに敗れ、己おのれの師であり情婦であった脇わき坂さかセーブルを死なせた負け犬だった。そのせいか、一歩下がった位置に立っている。

　その前に並んで立つのは、加か藤とう明あきらと加藤虎とらの姉し妹まいだ。姉の明が三槍であり、妹の虎が二槍の地位にいる。共に百五十センチ程度の身長で、黒くろ髪かみを短く切り揃そろえ、黒いゴスロリファッションをしていた。

　そして真一郎に最も近く立つ長身瘦そう軀くの女性が、一槍福ふく島しまライオットだ。三つボタンの黒いスーツに身を包み、中にはベストと赤いＹシャツを着ている。

　加藤姉妹とライオットは、共にまだ十六歳であり、真一郎が手ずから育て上げた精せい鋭えいだった。

「遂ついに建速学園を落とし、結界を破る時が来たのですね」

　ライオットが、真一郎の顔をまっすぐに見ながら抑よく揚ようなく言う。声こそ淡たん々たんとしているが、その顔には逸はやる気持ちがありありと浮うかんでいる。

「ああ、そうだ。そのために、竜槍師団を集結させる」

　真一郎の言葉を受けて、ライオットが集結状じよう況きようを報告し始めた。世界各地で行動しているため集結には一定の時間、十日ほどかかりそうだ。

「うふふ。やぁっと竜りゆうを呼び寄せられるんだ。人間の相手は、もう飽あき飽きだもんねー」

　明がウキウキとした声を出すと、隣となりで虎が低く「ねー」と同調した。その会話を聞いた平野が、眉み間けんに皺しわを寄せて窘たしなめる。

「二人とも、竜りゆう神じん様に対して不ふ謹きん慎しんだ──ぐぇっ⁉」

　最後まで喋しやべることが出来ず、平野が悶もん絶ぜつした。その爪つま先さきを、明が容よう赦しやなくヒールで踏ふみ抜ぬき、更さらにねじ込んだのだ。

　更に抵てい抗こうしようとした平野の両りよう腕うでを、即そく座ざに背後に回り込んだ虎がねじ上げた。

　拘こう束そくされて動けなくなった平野の爪先を、明がニヤニヤと笑いながら踏みにじり続ける。

「そっかそっか。永康くんは、まだなーんにも知らされてなかったよねぇ。ウチら三人とご主人様だけの、秘密だっしー」

「そう、秘密」

　明の言葉に、虎が小さく頷うなずく。

「ひ、秘密だって？」

　脂あぶら汗あせを流しながら、平野が真一郎を見た。

「二人共、そこまでにしておけ」

　真一郎の言葉に、素す直なおに明と虎が平野を解放する。それを確かく認にんしてから、真一郎は平然と言い放った。

「俺の目的は、竜を殲せん滅めつすることだ」

「なっ……何をバカなことをっ。血迷ったんですか！」

　平野の顔が、蒼そう白はくになった。

　よろよろと蹌踉よろめき、その場にへたり込んでしまう。

　その様子を真一郎は、驚おどろくことなくただ見た。何しろ、竜槍師団の団員なら、いや信しん奉ぽう者なら当たり前の反応なのだ。

　全すべては《屠と竜りゆう戦せん争そう》に遡さかのぼる。

　十一年前、人類は突とつ如じよ現れた竜の侵しん略りやくと戦った。多くの犠ぎ牲せいを出した後、《クシナダ機関》によって開発された竜鱗機プラウダーと竜りゆう倒とう五将と呼ばれる英えい雄ゆうによって、戦争は辛かろうじて人類側の勝利で終わった。

　竜は世界から追放され、世界には平和が戻もどり全てが終わったとされた。

　だが竜の偉い大だいな力に魅み了りようされ、再び竜を世界に呼び戻そうとする人々──《信奉者》もまた、産み落とされたのだ。彼らは竜槍師団と呼ばれるテロ組織を作り、世界各地で蠢うごめき続けている。

　竜槍師団には、《屠竜戦争》において竜鱗機プラウダーを駆かり戦った兵士が多く参加していた。それは、彼らが誰よりも竜と間近でまみえたからだと言われている。

　何より竜槍師団の師団長、つまり信奉者達の指導者こそが、竜を倒たおした英雄竜倒五将の一人、神真一郎なのだ。

　この十一年間、真一郎と竜槍師団は世界各地で戦いを引き起こしてきた。

　全ては竜を信奉しない者達への罰ばつだ。そして、世界を混乱に陥おとしいれることこそ、竜の望みとされた。多くの街を破は壊かいし、多くの子供を団員とするべく拉ら致ちしてきた。

　ライオット、明、虎の三人も、そういった子供達だ。他ほかの子供達と違ちがうのは、《竜力》の大きさを見み抜ぬいた真一郎が手ずから育ててきた子飼いということだった。

　そして平野は、民間に紛まぎれ込んでいる信奉者の子供だ。早くに竜槍師団に入団し、真一郎に見み込こまれて七本槍の一人となった。言わば一いつ般ぱん的な、竜を崇あがめ奉たてまつる信奉者なのだ。ただ真一郎は平野が竜と接したことがないことを知っていた。

　それは、竜の信奉が、本当の畏い怖ふから来るものではないということだ。だから試ためすことにしたのだ。

「お前は建速学園の潜入工作で、よく働いてもらった。その褒ほう美びをやろうと思ってな」

　真一郎の言葉が理解出来ないのか、平野が呆ぼう然ぜんと見上げている。

「選せん択たくをさせてやろう。セーブルの仇かたきを取る機会を得るか、竜を崇めたままでいるかな」

　ライオットが音もなく剣けんを抜き、平野の首筋に当てた。

「よく考えて決めなさい。光栄にも生きて真一郎様の力となるか、竜に殉じゆんじて死ぬかの決断ですからね」

「な、何を考えて……」

　震ふるえる平野に、真一郎はゆっくりと語り出したのだった。

「説明してやろう──」







　一章







　ポツポツと降り出した雨を切り裂さいて、赤い竜鱗機プラウダーが飛ひ翔しようする。叶かのう零れい士じは、迫せまってくるそのレティシア・ベラスケスの機体を真正面から見み据すえた。まるで一本の朱しゆ槍やりの様に零士を貫つらぬくべく突つき進んでくる。

　ヒヒイロカネ製の刀を、零士はゆっくりと下ろし刃はを上に向けた。

　レティシアが、双刀シヤムシールを左右に広げる。零士から見て左へと進行方向の角度を微かすかに傾かたむけた。

『どうしたっ。すくんで動けないのか！』

　レティシアの挑ちよう発はつが無線から流れる。零士は何も答えずに柄つかを握にぎり直し、意識を集中させる。

『ちっ！』

　舌打ちと共にレティシアが飛び込み、右の刀で零士の刀を打ち、左の刀で胴どうを薙ないでくる。零士は下がる。自分の力だけではなく、レティシアに打たれた力も慣性として利用して一気に後方へと下がった。それはレティシアの想定を超こえる速度だ。

『なっ⁉』

　レティシアの双刀が空くうを切る。その刀を構え直す前に零士は後退から前進へと切り替かえ、刀を下から振り上げる。

　レティシアが急いで刀を戻す。が、その前に零士の切っ先はレティシアの顎あご下したにあった。

『今度は俺の勝ちだな』

　零士の言葉に、レティシアが呆然と見つめ返してきた。

　放課後の練習時間を使った模も擬ぎ戦だった。リーダーであり教官でもある杵き築づき弓ゆ美み香かが学園長室に用事があるため欠席で、零士達はチーム練習ではなく個人戦の模擬戦を行っていた。零士とレティシアは既すでに四回ほど手合わせし、ようやく零士は一勝を上げることが出来たのだ。

『馬ば鹿かな……。アタシが負けた？』

　呆然としたまま呟く。

『封ふう印いん解除もしていない零士に、負けた？』

　また呟つぶやいた。そしてギリッと歯を食い縛しばった。

『レティ？』

　零士の呼びかけに反応しない。しばらくして、大きく大きく息を吐はいた。

『確かに負けだ。まさかアタシの力を利用するとはな』

　レティシアが、一転さっぱりとした顔をする。

『普ふ段だんの《竜りゆう因いん子し》から出せる《竜力》だけじゃ、絶対にレティに勝てないからな』

　軽く肩かたをすくめて零士は、刀を納めた。そのままゆっくりと竜鱗機プラウダーを降下させていく。ワンテンポ遅おくれて、レティシアも降りてきた。

『ついこの間まで、着地もまともに出来なかったくせにな』

『入学して半月で、何度実戦やってると思うんだよ。流石さすがに色々と憶おぼえるさ』

　そしてもう二人殺あやめてしまっている。零士は心の中で呟いた。一人目は零士が暴走して殺し、二人目は覚かく悟ごをして殺した。共に弓美香を護まもるために仕方がないことだった。

　だが、零士がもっと強ければ殺さないでも護れたかも知れない。

　何より、殺し続けていくことで自分がどんどん人間ではなくなっていく。そんな恐きよう怖ふがあった。

　その思いが、零士の練習効果を大きく引き上げていた。

　おかげで最近は、竜鱗機プラウダーの操作が目に見えて上達してきている。その成果の一つが今の模擬戦での勝利だ。

『ま、零士が使えるようになれば弓美香先せん輩ぱいの負担も減るし、いいことだな』

　レティシアが少しの砂すな埃ぼこりを上げながら、練習場に着地した。続いた零士は、かなり砂埃を上げてしまう。

　その砂埃の量を見てレティシアが笑う。

「やはり、機体コントロールがまだまだだな」

　もう無線ではなく、声が届く。

「負けたくせにそーいうかよ」

「一回勝ったくらいで、アタシの上に行ったと思うなよ。明日あしたは勝つ」

　きっぱりとレティシアが断言する。その確信ぶりに零士が何か言おうとした瞬しゆん間かん、黄色い竜鱗機プラウダーが割り込んできた。

「そうそう、今日はたまたま。偶ぐう然ぜんってヤツだよね」

　リタ・ベラスケス、レティシアの妹だが飛び級によって共に建たけ速はや学がく園えんに入学した少女だ。その後ろには黒い竜鱗機プラウダーの竜りゆう崎ざき忍しのぶがいる。

「そっちの模擬戦ももう終わったのか？」

　零士が聞くと、忍が苦く笑しようした。

「終わったも何も、僕がリタにぼろ負けさ。速そつ攻こう終わったよ」

「その通り！」

　リタがＶサインを姉のレティシアに向ける。すると嬉うれしそうに、レティシアの顔がほころぶ。

「さすがアタシの妹だな」

「いやぁ、勝てる気が全くしなかったね」

　そう言いながらうんうんと頷うなずく忍に、零士は冷たい視線を送った。

「あっさり言うなよな……」

「仕方ないだろ。僕は黒の防衛型、つまりチームの盾たてなんだよ？　遠えん距きよ離りからの弾だん幕まくを得意とするリタの黄色とは相あい性しようが悪いのさ。何しろ耐たえることしか出来ないからね」

　忍が言う通り、竜鱗機プラウダーは乗り手の特性に合わせてカスタマイズされている。レティシアの赤は近接戦せん闘とう系であり、零士の銀は万ばん能のう型であることを示していた。

「あのな。防ぼう御ぎよ型ったって細剣レイピア持ってるだろ」

「近づく前に撃げき墜ついシグナルが出てしまったのさ。そういうわけで、キミ達の模擬戦を楽しく観戦させてもらったよ」

　悪びれることなく忍が答える。そんな忍をレティシアが睨にらみ付けた。

「忍、零士が使い物になっても、貴様が役立たずでは困るんだぞ」

「なあに、僕は実戦で力を発揮するタイプなんでね」

「そう願いたいが、アタシの記き憶おくだと実戦でも活かつ躍やくは見られなかったぞ」

「ん、そうだっけ？」

　すっとぼけた忍に、レティシアが怒ど声せいを浴びせる。

「あのなっ。いいかっ、アタシはなんとしても強くなりたいんだっ。そのためには、来年も対竜科に残る成績を上げなければいけないんだぞ！」

　建速学園の一学年はおよそ百六十人だ。この百六十人が四十人の二年生をチームリーダーとする四人ずつの四十チームに分かれている。このチームが学園生活の主たる活動単位だ。

　そして二年進級時に、ほぼチームの成績によって進級する学科が決められる。つまり上位十チームのメンバーが、竜鱗機プラウダーを駆かって戦う対竜科へと進めるのだ。残りの百二十人は整備科、管制科、開発科などに適性によって割り振ふられていく。

　戦い続け、強くなるためには、チーム力が必要なのだ。

　そして零士、レティシア、リタ、忍。この四人は、二年生首席にして、学園最強の五人《五ご鱗りん》唯ゆい一いつの二年生である弓美香に率いられたチームだった。

「足を引っ張るようなことがあれば、分かってるな？」

　レティシアが怒ど気きを隠かくそうともせずに告げる。が、忍は飄ひよう々ひようとした顔のままだ。

「まあ、そう焦あせらない焦らない。まだ入学一ヶ月も経たっていないんだよ？」

「周りの連中にアタシ達には敵かなわない。最初から、そう敗北感を植え付ける。それがベストだ」

「なるほどねぇ。しかしレティは、随ずい分ぶんとカリカリしてるね」

「そんなことはないっ」

「あ、もしかして女の子の日かい？」

「なっ」

　忍の指し摘てきにレティシアが固まる。

「あれ、もしかして図星？」

「ふ、ふざけるな！」

「いやぁ、こればっかりは男子には分からないからね。なあ、零士」

「俺に振るなよ！」

「もういいっ。時間だっ。ハンガーに戻もどるぞ！」

　レティシアが、周りの反応も確かめずに飛び上がりハンガーへと向かってしまう。その後をリタが慌あわてて追いかける。

「ちょ、ちょっとお姉ちゃんっ。待ってよ！」

　二機の飛行を見つつ、忍がボソリと呟いた。

「逃にげるように飛んでいったけど、もしかして本当に大当たりだったのかな。どう思う、零士？」

「だから俺に振るなっての！」

　叫さけび返しながら、とりあえずここ数日はレティシアの機き嫌げんは損そこねないように気をつけよう。そう思う零士だった。




　　　　※　　※　　※




「説明してもらえるんですよね」

　弓美香は、ともすれば漏もれ出しそうになる怒いかりをなんとか御ぎよしながら口を開いた。黒く艶つややかな長い髪かみと、豊かな胸を持った美しい少女で、怒りを抑おさえる姿すら絵になっている。そんな彼女の自制心に対する答えは、にやついた笑えみと誤ご魔ま化かしだ。

「説明だぁ？　なんのことだか、俺にはさっぱり分からねぇな」

　霧きり雨さめ獣じゆう吾ごは、悪びれることなく平然とうそぶいた。瞬間、弓美香の自制心はあっさりと決けつ壊かいして、怒りを机に叩たたきつけた。両手と机がバンッと大きな音を立てる。
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「ふざけないで下さい！」

　弓美香の怒りの声が、建速学園学園長室に響ひびき渡わたった。

　机の向こうに座るこの部屋の主あるじ、学園長の霧雨クラヒメが僅わずかに眉まゆをひそめる。褐かつ色しよくの肌はだと銀色の髪を持った、十歳程度にしか見えない瘦そう身しんの女性だ。だが、《屠と竜りゆう戦せん争そう》を戦い抜ぬき勝利に導いた竜りゆう倒とう五将の一人でもあるのだ。その年ねん齢れいを知るものは、少なくとも生徒にはいない。

「ふざけてると思うのか？」

　クラヒメの隣となりに立つ獣吾が、変わらずにやついた顔で答える。

　建速学園の理事長であり、その上位組織クシナダ財団のトップに立つ男だ。そして何より竜倒五将の筆頭として、英えい雄ゆう中の英雄と謳うたわれている男でもあった。スーツが弾はじけ飛びそうなほど筋骨隆りゆう々りゆうの体からは、四十も半ばを過ぎた今なお衰おとろえを感じさせず、風格と威い圧あつ感かんを放っている。

　が、弓美香はその圧力に全く怯ひるむことなく、正面から獣吾を見み据すえた。

「ふざけてるのでなければ、より悪質にこの私を騙だまそうとしているか、ですね」

「騙す、だと？」

　穏おん便びんではない言葉に、さすがに獣吾もぴくりと眉を動かして反応する。弓美香は、睨み付けたまま更に言い募つのる。

「私ではなくクシナダ財団をと言い換かえましょうか、獣吾小父おじ様」

「あのな」

「聞きたいのは、そんな言葉ではありませんから。私が聞きたいのは、どうして獣吾小父様が竜りゆう槍そう師団を手引きしているかです」

　机から手を離はなし、弓美香は背筋を伸のばした。

　目を閉じるまでもなく、ありありと最近の事件が頭の中に浮うかんでくる。建速学園にとって現状最大の敵ともいえる竜槍師団が、学園内に潜せん入にゆうしたのだ。それも一度ならず二度までもだ。

　一度目は、弓美香のチームと平ひら野ののチームによる模も擬ぎ戦せん時だ。竜槍師団七本槍やりの一人片かた桐ぎり烈れつ火か率いる部隊が、竜鱗機プラウダーごと潜入し戦闘となった。

　二度目は、対竜同盟ベイオウルフの参さん謀ぼう長ちようザハール・アルバトフ中将の来訪時だ。彼の側近二人が七本槍であったことはまだしも、どこからともなく彼らの竜鱗機プラウダーもまた運び込まれていた。

　そして共に、叶零士が狙ねらわれた節がある。

　更さらに言えば、獣吾が零士に戦わせたがっているとしか、弓美香には思えなかった。

　一度目の襲しゆう撃げき時に零士を暴走させたのも、獣吾だ。二度目にも、零士の姉であり竜倒五将の一人である叶紗さ英えが共に戦うことを、押さえ込んだ。

　弓美香は、ほぼ確信していた。獣吾は、零士に戦闘で人を殺させるために竜槍師団を、わざと招き入れていると。

　であれば、その目的が何処どこになるのか知らなければならない。間ま違ちがいなく、獣吾は零士を利用しようとしている。その目的を知り、零士を護まもりたいのだ。

　弓美香は、目を閉じて心の中で零士の名を呼んだ。

　そしてゆっくりと開けると、獣吾を見下ろした。

「答えてもらえないようなので、これからは建速学園二年杵築弓美香ではなく、二代目クシナダヒメとして、クシナダに所属する霧雨獣吾に問いましょう」

　静かに冷たく、上に立つ者として弓美香は獣吾を見下ろす。

　その視線に獣吾が苦り切った顔を浮かべた。笑うことも誤魔化すこともしない、いや出来ない。

「獣吾、お主の負けじゃ」

　クラヒメが初めて口を開いた。獣吾が低く呻うめく。それを了りよう承しようと受け取ったのか、クラヒメが話を先に進めていく。

「クシナダヒメの名を出されて従わぬとあれば、クシナダを裏切ったと思われ兼かねぬからな。今のお主にとって、それは致ち命めい傷しようであろうよ。さて、弓美香よ。いや、クシナダヒメとお呼びすればよろしいか？」

「クラヒメ様、よして下さい」

　クラヒメの言葉に、弓美香は思わず苦く笑しようしてしまった。その顔にクラヒメもまた苦笑すると、コンソールに指を滑すべらせる。

「紗英も呼ぶが、異論はないな？」

「はい、私にはありません」

　弓美香が素す直なおに頷うなずくのと対照的に、

「ったく、好きにしやがれ」

　獣吾は顔を背そむけながら苦々しく言い放ったのだった。

　それから五分も経たずに、紗英が学園長室に飛び込んできた。

　化け粧しようっ気けが全くないが、健康的によく焼けた張りのある肌と気の強そうな顔立ちのせいで、スッピンでも十分に美人と言える女性だ。

　背せ丈たけは百七十センチほどで鍛きたえ抜かれて引き締しまった体をしている。髪の毛は乱暴にポニーテールにしており、女性らしいか弱さや柔やわらかさは欠片かけらもなく、強きよう靭じんさを身に纏まとっていた。

　それもそのはずで、紗英は僅か十四歳で《屠竜戦争》に参加し、獣吾達と共に竜倒五将と呼ばれる英雄となった女性なのだ。しかも戦後は一いつ般ぱん人となることを望み、身分を隠すためもあって覆ふく面めんの女子プロレスラーとして生きてきた。

　そんな彼女だが、弟である零士を陰かげながら守るためにクラヒメによって先日学園に呼び出され、現在は実技指導つまり戦せん闘とうを教える教師として勤めていた。

「クソオヤジが、やっとゲロるんだって？」

　弓美香の隣に来た途と端たん、紗英が獣吾を睨にらみ付けて吐はき捨てるように言う。とても教師とは思えない口調だが、弓美香には紗英が言うと妙みように様になると思えてしまう。もっともさすがにクラヒメが渋じゆう面めんを作って窘たしなめた。

「紗英、仮にも教師がなんじゃその口調は」

「クソオヤジをクソオヤジって呼んで何が悪いんすか。いいすか、このクソオヤジはね、私が仕事で海外に出向いてる間に、こともあろうに零士を唆そそのかしてこの学園に入れやがったんすよっ。この私が、竜の存在から徹てつ底てい的に零士を遠ざけていたってのにっ。誘ゆう拐かいっすよ、誘拐！」

　バンバンと机を叩きながら紗英が、獣吾を批難した。が、当の獣吾は悪びれる様子は全くない。いやむしろ、紗英を批難した。

「紗英、ありゃお前が悪い」

「ああん？」

　紗英が思いっきり眉み間けんに皺しわを寄せて、獣吾を睨み付ける。

「この世界はな、否いや応おうなく竜と関かかわらざるを得ねぇんだ。竜から目を背けてりゃいいってもんじゃねぇんだよ。零士一人だけ竜から逃げ続けるってのは、自分勝手すぎるってもんだ。しかもそれを決めたのは零士のヤツじゃなくて、紗英、お前だ。過保護にも程ほどがあるってもんだ」

「零士はいいんだよっ」

　紗英が全く理り屈くつになってない理由で言い返す。獣吾が、その顔に嘲ちよう笑しようを向けた。

「アイツの両親が《屠竜戦争》で戦死したからか？　だがな、そんなヤツは世界中にゴロゴロいるぞ。あの戦争じゃ都市だけじゃなくて、国が丸ごと壊かい滅めつしてるんだからな。むしろ零士のヤツは幸運なほうさ。姉のお前が生きてるんだからな」

「それはっ、そうだけど。でもねっ、零士は──」

　何かを言いかけて紗英が言葉を吞のみ込んだ。だが獣吾は、それを待ってましたとばかりに言葉を継ついだ。

「暴走させるわけにはいかない、なぜなら人間ではなくなってしまうから、だろ」

　ニヤニヤと、先刻承知だと勝ち誇ほこる。紗英が拳こぶしを振ふり上げるのを、弓美香は咄とつ嗟さに摑つかみ押さえた。

「紗英様、ここは堪こらえて」

「放しやがれ！」

　嚙かみ付きそうな勢いで、紗英が弓美香を睨む。弓美香はただ頭を振って返す。その仕草に小さく舌打ちして、紗英は拳を下ろしてくれた。

　弓美香は紗英から手を放すと、獣吾を見据えた。

「やはり獣吾小父様は、零士くんを人間ではなくそうとしているのですね」

「いや、ちょっと違ちがうな」

「違うとは？」

「元々、零士は人間じゃないだろ」

　紗英が再度拳を振り上げかけ、今度は自分自身の自制心から下ろす。忌いま々いましげに獣吾を睨み付けながらだが。

「だからと言って、ヤツはまだ向こう側でもねぇ。だから俺はヤツを試ためしたんだよ」

「人間側として留とどまれるかどうかを、ですか？」

　弓美香は、ともすれば怒いかりの奔ほん流りゆうに巻き込まれそうなところを、必死に踏ふみとどまりながら努めて冷静に会話を続けた。

「違うな。ヤツが人間を捨てた時に出る力が、半はん端ぱ者ものレベルなのかそのものかどうかだ」

「どういう意味です？」

「思い出せ。《屠竜戦争》の折、死んだアイツとこのクラヒメが俺達に協力してくれた、その効果の程を。そして零士のヤツは弓美香、お前に惚ほれてやがる。いや、惚れている以上か。アイツの両親が、ありがたいことにもお前を護れと刻み込んでくれたからな」

「そういう言い方はやめてください。雄ゆう一いち様とあの方が何かを企たくらんだわけではありません。あのお二人は、ただ私を心配してくれただけです」

「分かってるさ。二人とも、ひどいお人ひと好よしだったからな」

　弓美香の隣となりで、紗英がギリッと歯を嚙む。叶雄一は、紗英にとっても父親なのだ。いや二人とも敬愛している。そんな二人に対する獣吾の言い方は、まるで紗英をキレさせようとしているとしか、弓美香には思えない。

「なるほど。紗英様を怒おこらせて、この場を有う耶や無む耶やにしようと言うのですね」

　弓美香が指し摘てきすると獣吾が不ふ愉ゆ快かいそうに苦笑し、紗英が驚おどろいた顔をする。

「クソオヤジ……」

「紗英様、零士くんのことは私の問題でもあります。任せてください」

　弓美香の言葉に、紗英が頷く。

「つまり、零士くんが万が一人間を完全に捨て去ってしまっても、私がいる限り零士くんは人間に協力して戦ってくれる。そう小父おじ様は考えたのですね」

「ちっ。年々扱あつかいづらくなりやがる。その通りだよ」

　舌打ちしたものの、獣吾が観念したように答える。

「いつ竜りゆうがこの世界に再侵しん攻こうしてきたって不思議じゃねぇんだ。そのために戦力は用意しておかなきゃならねぇ。それが建速学園の生徒や卒業生だ。そして零士には、それらを上回る可能性があった。そのために、真しん一いち郎ろう、竜槍師団と手を組んで連中を招まねき入れたのは、確かに俺だ。真一郎もまた零士の力を知りたがっていたからな。だが俺達の企みは結局失敗だ。これ以上、零士を利用する気はねぇよ」

　その答えに、弓美香は少し誇らしげに返した。

「当然でしょう。零士くんが人間を捨てるわけがありませんから」

「違うな」

「え？」

「俺が零士を利用することを諦あきらめたのは、力だ」

「ふむ。儂わしらほどの力はないと判断したか」

　クラヒメが、獣吾を見上げる。

「そうだな、所しよ詮せんは半端者だ。だがな、お前達程度でも期待外れだったんだよ」

「ふむ。すると、お主はよほど零士に期待していたわけか」

「そうだ。叶の家はクシナダの者の中では、元来《竜因子》は弱い血統だと言われてきた。だが見ろ」

　獣吾が紗英を指差した。

「あん？」

「親父おやじの雄一は大したことはなかったが、先祖返りのように強力な《竜因子》を持つ紗英が産まれた。竜から《異い則そく》を簒さん奪だつ出来るほどの力を持った紗英がな」

「それがどうしたって言うんだよ」

　父親を馬ば鹿かにされたと感じ、紗英が睨む。その視線に獣吾がポリポリと顎あご鬚ひげを搔かいた。馬鹿にする意図はなかったものの、特に弁解をする気も起きずにそのまま続ける。

「紗英、お前と同じ血が片方とはいえ零士にも流れているんだ。同じく先祖返りしているかも知れないだろ。だとすれば、アイツの中に流れているもう一つの人にあらざる血との相乗効果を、期待したっていいだろうが」

「だが結果は違ったというわけか」

　冷静にクラヒメが指摘すると、獣吾がやれやれと首を振った。

「その通りだ。俺や真一郎が期待したような、一人で戦局をひっくり返すような化け物じゃないな。あげくに半端者で、弓美香の封ふう印いんがないと暴走しやがる。戦力にならない使えないヤツってわけだ」

　獣吾の言葉を弓美香は即そく座ざに否定した。

「そんなことはありません。現に零士くんは、片桐烈火も脇わき坂さかセーブルも、平野永なが康やすも撃げき退たいしています」

「片桐の時は完全に暴走状態だったな。あのまま暴走して人間を完全に捨てたとして、おそらくまともな理性は残っちゃいないだろう。それでも強大な力があれば、使いようはあった。が、零士の底の浅い力じゃただ迷めい惑わくなだけだ」

「獣吾小父様、零士くんは人間を捨てたりしないと言ったはずですよ」

　獣吾の言葉から受けた不快感を隠かくそうともせず、弓美香は冷たい視線を向けた。その視線を平然と受け、獣吾が見返す。その視線は冷たい。いや、もしかしたらずっと以前から冷たかったのではなかろうか。

「どっちでもいいさ。そして脇坂か。あの時は弓美香が封印で零士の暴走をコントロールしていたな。その代だい償しようとして弓美香、お前は無防備になる」

　零士の中に眠ねむる強力な《竜因子》は、暴走を防ぐために弓美香が封印している。その封印を弓美香が解除することで、零士は力を振るうことが出来ていた。ただし、その間はずっと弓美香は《竜力》を放出し続けなくてはならない。その放出量は大きく、弓美香は他の行動が取れなくなってしまうのだ。そして幾いくら強力な《竜因子》を持つ弓美香でも限界はある。五分も解除し続ければ、弓美香は限界を迎むかえて気絶してしまう。

　それでも弓美香は言い返した。

「零士くんが護まもってくれますし、他のみんなだっていますから」

「だが、お前が無力化することには変わらないだろうが。いいか、お前の力は俺が認めてやる。将来的には、竜倒五将の中にだって割って入れるだけの力がある。今はいいとしても、そのお前と引き替かえにあの零士じゃ割に合わねぇんだよ」

　そこまで言うと獣吾が、ゆっくりと弓美香を指差した。節くれ立った太く逞たくましい指だ。その指先を向けられて、弓美香は不覚にも威い圧あつ感かんを受けてしまう。

　弓美香が怯ひるんだことをあっさりと見み抜ぬき、獣吾が有う無むを言わせぬ口調で命じた。

「零士をお前のチームから外せ。アイツは来年、整備科にでも回ってもらう」

「なっ」

　思わず弓美香は息を吞のんだ。だが獣吾はもう弓美香ではなく、紗英を見ている。

「紗英、これでお前も満足だろう」

「嫌いやだね」

　きっぱりと紗英が拒きよ否ひをした。さすがの獣吾も言葉に詰つまる。

「クソオヤジ、アンタが零士を唆そそのかして、この建速学園に入学させたことは、今も許しちゃいないさ。でもね、今は零士が自分自身でここで強くなろうとしてるんだ。それを、大人の勝手な押しつけでああだこうだと自由にするのは、私は嫌だね。絶対に反対さ」

「俺がそう決めたってんだよ」

「知るか、クソ。腕うでずくでも止めてやるよ」

　その言葉通り、紗英がジャージの腕をまくる。その様子に獣吾が苦笑した。

「いい度胸だな。だがな、俺はお前をこの学園から追放だってできるんだぞ」

「できっこないさ。クラヒメ様の力が衰おとろえている今、私の力は学園を守るために必要だからね」

　そう言った紗英を、獣吾がせせら笑った。

「お前の力が必要だ？　笑わせる。真一郎に手も足も出なかったお前なんぞいなくても、この俺がいるじゃねぇか」

　だが、今度は紗英が獣吾にせせら笑う。

「可哀かわい想そうなオヤジだね。アンタには、もうその力はないんだよ。この十一年間、神みわ真一郎は間ま違ちがっちゃいるが力を求め続けてきた。その間アンタは何をしてた。学園を造り、あちこちに根回しをして小細工をして……それはそれで必要なことだけどね、アンタはもう戦士じゃないんだよ。いいかい、もう真一郎の足あし下もとにも及およばないんだよ」

「言ってくれるな」

　獣吾の声質が明らかに変わった。低く重く、はっきりと怒りが伝わってくる。それは静かだからこそ、より危険に弓美香には感じられる。思わず、一歩後ろに下がってしまった程ほどだ。

　だが、隣の紗英は恐きよう怖ふを感じるどころか、むしろ嘲ちよう笑しようを強くしていた。

「衰えたもんだね。十一年前のアンタなら、その怒ど気きだけで弓美香ちゃんは腰こしを抜かしてただろうさ」

「小こ娘むすめがつけあがるんじゃねぇぞっ」

「うるせぇ、じじい！」

　獣吾と紗英が、全く同時に予備動作すらなく躍おどりかかった。少なくとも弓美香には、そう思えた。

「そこまでじゃ、二人とも」

　だが、クラヒメの声が先だった。弓美香は、二人の迫はく力りよくだけでもう躍りかかったかのように錯さつ覚かくさせられたのだ。

「いい大人が二人して、何をしておる。バカらしい」

　喋しやべりながらクラヒメが立ち上がった。二人に比べてあまりに小さいが、その威圧感は同等だ。

「零士の件は儂が預かるとしよう」

　その言葉に、紗英が舌打ちしながら体から力を抜く。獣吾もまた力を抜くが、目にはまだ力が宿っている。

「だがな」

「獣吾。お主はクシナダ財団のトップであり学園の理事じゃが、学園長はこの儂じゃ。生徒の扱いは、この儂の管かん轄かつじゃろう。それで文句があるなら、儂を解任せい。出来るのなら、な」

　ニヤリとクラヒメが言うと、獣吾が小さく舌打ちを返した。

「チッ……なら、一つ俺の要望も聞き入れてもらおうか」

「要望じゃと？」

「ああ、そうだ。零士が弓美香のチームに居ることは、今は認めてやろう。だがな、代わりにレティシア・ベラスケスを寄よ越こせ」

「なっ、どういう」

　弓美香は驚おどろいて声を上げようとしたが、クラヒメに目で制されてしまった。

「そういえば獣吾。入学試験での喧けん嘩か沙ざ汰たのおり、落第にしようとした儂を止めたのはお主じゃったな。彼女に何がある？」

「それは言う必要はねぇな。そうだな、レティシアが抜けた穴はエミリーを入れてやれ。少なくとも今は、それで釣つり合いが取れるってもんだ」

「なるほどな」

「クラヒメ様！」

　弓美香の抗こう議ぎに、クラヒメは首を左右に振ふって返す。

「今度は獣吾も竜槍師団を招き入れるような、馬鹿な真似はせんじゃろ。だとすれば、色々と戦力を試ためしておくことは重要じゃ」

「そういうことだ」

　獣吾が勝ち誇ほこる。その様子に、紗英がフンッと鼻を鳴らした。

「ただしじゃ。紗英が先ほど言ったように、生徒達を大人が勝手に取引することは儂も好かん。レティシアを呼び、本人にチームを離はなれてお主の教えを請こうかどうか決めてもらう。それで良いな」

　クラヒメの提案に、獣吾は自信たっぷりに頷うなずいた。

「では、善は急げじゃな。弓美香のチームを今から呼び出すとしよう」

　クラヒメがコンソールから、指示を出す。ものの一分もかからずに校内に呼び出しの放送が流れていく……。




　　　　※　　※　　※




「零士、何かやらかしたのか？」

　学園長室へ向かいつつ、忍が話しかけてきた。大量のエロ本データを所蔵している忍には言われたくなく、ジロリと睨にらみ返す。

「あのな。どう考えたって不ふ祥しよう事じ起こしそうなのは、お前自身だろ」

「心外だね。僕は何かするにしたって、バレるようなへまはしないさ」

　全く根こん拠きよがない上に、色々としていることを自白する。スラリと引き締しまった体格に涼すずやかな顔立ちを持つイケメンだが、行動も思考も変──いや、変態な忍なのだ。

「何やったんだよ」

「学園のデータサーバーに潜せん入にゆうして、女子のスリーサイズをちょっとね」

　とんでもないことをしれっと忍が白状して、零士はつい立ち止まってしまった。

「ま、まじかよ」

「ははは、冗じよう談だんだよ、冗談。女子風ぶ呂ろの監かん視しカメラにアクセスするならともかく、スリーサイズのデータだけじゃ意味ないだろ」

「そういう問題じゃないと思うぞ……」

　やれやれと頭かぶりを振り、零士は前を歩くレティシアとリタに小走りで追いつく。

　入学試験で暴行騒そう動どうを起こしたレティシアも、色々と問題を起こしそうではある。あるが、下手に聞くと機き嫌げんを一気に損そこねそうだ。なので黙だまっておこう。零士がそう考えると、その心理を読んだのか忍が頷いた。

　その様子をチラチラ見ていたリタが、やれやれと頭を振る。飛び級、つまり零士達より年下の十三歳相応の幼い、くりくりとした瞳ひとみが特とく徴ちよう的な容姿だ。頭の両サイドでまとめた巻き髪がみもまた彼女のトレードマークだった。その巻き髪をゆらゆらと揺ゆらしながら、ハァとため息を漏もらした。

「男同士で、なにアイコンタクトしてるの？　なんか気持ち悪い」

　出てきたのは酷ひどい感想だ。しかも、隣となりを歩くレティシアが更に酷い想像を重ねた。

「モテない同士、仲良くやってるんだろ」

　女子ではあるが、まるでその勝ち気な性格を体現しているかのように男子の制服を着ている。短く切り揃そろえた髪やぶっきらぼうな仕草、切れ長の目はあまり女の子らしくはない。ただ、大きいとは言わないがしっかりと自己主張している胸や腰つきが、彼女が女の子であることをしっかりと主張していた。

「なるほど。一部の女子が聞いたら喜びそうだよねー、お姉ちゃん」

　リタがうんうんと頷く。

「そうかもな」

　微かすかに苦く笑しようしたレティシアが、学園長室の前で立ち止まる。ノックをするべく手を上げたが、ほぼ同時に「入ってよいぞ」とクラヒメの声がスピーカーから響ひびいた。

「分かりました」

　答え、レティシアがドアノブを握にぎり扉とびらを開ける。

　ぞろぞろと四人が室内に入り、学園長の執しつ務む机の前に横に並び直立した。

「そう緊きん張ちようするでない。何もお主らを叱しかろうと言うのではないのじゃ」

　椅い子すに座ったままのクラヒメが苦笑する。

「では、何か指令でも？」

　零士は答え、チラリと横に立つ弓美香を見た。クラヒメと獣吾、そして紗英がいるのはそうおかしな話ではない。だが、五鱗とはいえ同じ生徒である弓美香がいるのだ。普ふ通つうに考えれば、弓美香を指揮官とする自分達のチームに関係する話と判断するのが自然だった。

「いいや、そうではないのじゃ。用事があるのは獣吾での」

　クラヒメが零士の考えを否定する。同時に、弓美香が獣吾の顔を不機嫌そうに睨む。その視線に苦笑しながら獣吾が組んだ腕を解ほどき、口を開いた。

「レティシア。話があるのは、お前だ」

「アタシですか？」

　レティシアが驚きのあまり、自分の顔を指差してしまった。

「そうだ。レティシア・ベラスケス、弓美香のチームを離れる気はないか？」

　その発言に、レティシアだけではなく零士達まで驚いて固まってしまう。いや、驚くというよりも思考が一いつ瞬しゆん追いつかなかった。獣吾が何を言っているのか分からず、思考回路がショートして固まってしまったのだ。

「アタシにこのチームから離れろと？」

　レティシアが一言一言、確かく認にんするように口にする。

「ああ、そうだ」

　これ以上ないくらいはっきりと獣吾が認めた。憎にくたらしいくらいに、堂々と首を縦に振ったのだ。真っ先にその仕草で暴発したのはリタだ。学園の理事長である獣吾に、生徒であるにも拘かかわらず食ってかかる。

「お、お姉ちゃんが何をしたって言うの！　どうしてチームから外されなきゃいけないのよ！」

「リタ、落ち着きなよ」

　忍が、リタの肩かたに手を置いて押し留とどめた。放ほうっておけば、そのまま机を乗り越えて摑つかみかかりそうな勢いだったのだ。

　肩を摑まれたリタが、獣吾から忍へ怒いかりの視線を向ける。その視線に微び笑しようを返してから、獣吾へ真ま面じ目めな顔で聞いた。

「明確な理由がない限り命令であっても承服しかねますね。確か孫そん子しとか言いましたよね。彼が『将、軍に在りては君命も受けざるところあり』と述べていたはずです。現場にそぐわない命令には、従わない。そのくらいの気き概がいは、零士にはありますよ」

「俺かよ！」







[image: ]







「ああ、キミさ」

　ポンッと忍が零士の胸を叩たたき、いつも通りに軽くしなやかに笑う。その笑え顔がおに、零士は思わず言葉に詰つまり、髪の毛を搔かき、ため息を吐つき、顔を上げて獣吾を見た。

「そういうことです。納なつ得とくのいく理由を聞かせてくれない限り、レティシアをチームとして守ります」

「零士、無理をするな」

　レティシアが振り返ることなく、言う。

「無理くらいする。チームメイトを守るために戦わないで、いつ戦うだんよ」

「……そうか」

　ぶっきらぼうなレティシアの返事だ。ただ、零士はその肩が驚きで一度だけ僅わずかに揺れたのを見み逃のがさなかった。

　その様子を見ていた獣吾が、顎あご鬚ひげを数度搔く。

「ま、悪くない覚かく悟ごだな。覚悟だけはな」

　小こ馬ば鹿かにしたような響きに、零士は違い和わ感かんを憶おぼえた。

　幼い頃ころから、獣吾は姉と二人きりの叶家を何くれと世話をしてくれていた。姉の紗英は必ずしも歓かん迎げいしてはいなかったようだが、零士は素す直なおに感謝している。特に弓美香と出会うために建速学園へ入学しようとした零士の、資金面等のバックアップをしてくれたことには頭が上がらない。だから零士は獣吾を『おじさん』と思っていた。

　そして獣吾も、親しん戚せきの子のように零士に接して来てくれていた。少なくとも、今の態度は零士にとって初めてのものだ。

　獣吾が、一転して鋭するどい眼光でレティシアを見つめた。

「レティシア、お前に一つ聞こう」

「何をですか」

「強くなりたくはねぇか」

「────！」

　獣吾の一言に、レティシアが息を吞のむ。その反応を脈ありと踏ふんだのか、獣吾がニヤリと笑う。

「お前さん達の最近の訓練を確認させてもらった。レティシア、随ずい分ぶんと零士に猛もう追ついされてるみたいじゃねぇか。しかも封ふう印いん状態の零士にな」

　レティシアが、唇くちびるを嚙かみ俯うつむく。そんなレティシアに、獣吾が更さらに畳たたみかける。

「そろそろ零士に負ける時だって出てくるんじゃねぇか？」

　獣吾の話しぶりからするとまだ知らないようだが、まさに先ほどの訓練で起きた事実だ。

「いいかレティシア。今のお前は弱い。封印状態の零士とどっこい。封印を解除した零士なら、明らかに零士が上だ。まして俺から見れば虫けらみたいなもんだ」

　ギリッとレティシアが歯を嚙み締める。

「お前が何のために強くなろうとしているのか。ま、おおよその推測は付く。だからこそ、俺はそこに光明を見た」

「何処どこまで知っている」

　顔を上げてまるで仇かたきでも見るような鋭さで睨み付けてくるレティシアへ、獣吾は優やさしげな顔を向けた。まるで全すべてを知っている。全てを受け入れる。そんな大きな懐ふところの深さを見せつけるような顔だ。

　そしてそれは、過去何度か零士に向けられたものでもあった。

「人には色々と事情も、誤解もある。だが、結果の責任は受け入れるつもりだ。いいか。だからこそお前は零士も弓美香も、そして俺すらも超こえる素質があると俺には分かる」

「アタシに？」

「そうだ。如何いかなる人間よりも強くなるだけじゃねぇ。竜りゆうよりも強くなる素質がある。それがお前の望みだろう？」

「そうだ。アタシは強くなりたい」

　ハッキリとレティシアが言った。零士は隣に立つ彼女が、答えるたびに一歩一歩離はなれていくのを否いや応おうなく感じてしまう。だが、止められなかった。彼女の全身から、周囲を拒きよ絶ぜつする気配が色いろ濃こく漂ただようのだ。

　それは零士に対してだけではなく、この場にいる獣吾以外の全員、妹のリタすら拒絶している。

「アタシは、何をしてでも強くなりたい」

「人類のためにか？」

「アタシの目的のためにだ」

　レティシアが断言する。その答えに、クラヒメが無念そうに目を閉じた。逆に獣吾は、今にも舌なめずりをしそうな嬉き々きとした顔だ。

「いい答えだ。なら、レティシア。お前は弓美香のチームを抜ぬけなきゃならねぇ」

「なぜ。この学園で最強の先せん輩ぱいに教わる以上の環かん境きようが、どこにある」

「俺だ」

　ドンッと獣吾が自分の胸を叩いた。

「どういうことだ？」

「分からねぇか？　俺が直接、マンツーマンでお前を鍛きたえてやるってんだよ。お前を覚かく醒せいさせてやろうってんだ」

「なっ……」

「そうとも。竜倒五将が筆頭、この霧雨獣吾が鍛えてやる。先の《屠竜戦争》で実際に竜を殺したこの俺が、レティシア・ベラスケスを戦士にしてやる」

「アタシを直接？　いいのか、そんなことをして」

「幾いくつか目もく論ろ見みが外れたんでな。あまり悠ゆう長ちようなことを言ってられなくなったんだよ。ま、大人の事情ってヤツだ。だが、お前にとっちゃ悪い話じゃないだろうが」

「…………」

　レティシアが押し黙だまる。そんな彼女に、獣吾が迫せまった。

「返答を聞こうか。チームを抜けて俺と共に強くなるか、今のままでいるかだ。俺の誘さそいに乗る、乗らない。どっちだ」

「アタシは……」

　レティシアが零士に振ふり返る。零士はその顔を見返した。だが言葉が出てこない。チームに留まって欲しい。共に強くなればいい。そんな言葉より先に、零士の頭には獣吾への形にならない疑念が浮うかんだのだ。獣吾の言葉に乗らない方がいい。そう思うが、それはなんの根こん拠きよもなく、説得力を持たない、ただの疑念だ。それを口にすることが躊躇ためらわれる。

　するとレティシアが、暫しばらく零士を見つめた後に口を真一文字に結んだ。

　その瞬間、零士はもう手て遅おくれなことを悟さとった。

「分かった。いや、分かりました。弓美香先輩のチームを抜けて、アタシは霧雨理事長の指導を受けます」

　それがレティシアの決断だった。

「お姉ちゃんっ。リタは嫌いやだよ！」

　悲痛な声をリタが上げた。信じられないと、姉の腕うでを取った。その手を、レティシアがそっと外して握にぎる。

「すまないなリタ。アタシがやらなければいけないことに、リタは関係ないんだ」

「なんでよっ、姉し妹まいなのに！」

　その言葉に、レティシアが辛つらそうに顔を歪ゆがめた。リタから顔を逸そらし、目を閉じる。

「お姉ちゃん？」

「すまない。アタシには、お前に話せないこともあるんだ」

　逸らしたまま、頭を下げる。リタは呆ぼう然ぜんとその様子を眺ながめた。レティシアは、ただ頭を下げ続けるだけだ。

　重い沈ちん黙もくが十秒ほど流れただろうか。

　リタがいきなり獣吾を睨にらみ付けた。

「どうしてお姉ちゃんをたぶらかすの！　この水虫オヤジ！」

「おいおい」

　困ったように獣吾が頰ほおを搔く。

「リタ、やめるんだ」

　レティシアが顔を上げて、リタを窘たしなめる。

「お姉ちゃんっ。お姉ちゃんもどうして、こんなオヤジの言うことなんて聞くの！」

「言っただろう。アタシは強くなるんだ。そのために必要なことは、なんだってする」

「何だってって……じゃぁ、お姉ちゃんはリタを捨てることだってするって言うの！」

「っ………………ああ」

　苦しそうに黙った後に、静かにレティシアは頷うなずいた。その姉の返答に、リタは信じられないと何度か大きく頭かぶりを振り、ボロボロと涙なみだを流す。そして走り出して部屋から出て行った。

「リタっ！」

　零士が追おうとすると、忍が肩かたを摑つかんだ。

「キミはここに残っていた方がいい。僕が行くよ」

「忍……分かった」

　零士の返答に、忍は「任せろ」とウインクをし、クラヒメに軽く頭を下げた後、走り出す。

「やれやれ、学校では走っていかんと習わなかったのかの。まぁよいわ、弓美香」

　軽くぼやいてから、クラヒメが弓美香の名前を呼ぶ。

「分かっています、クラヒメ様」

　渋しぶい顔で弓美香が答える。

「うむ。ならば儂わしから言うことはもうない。レティシアよ、お主は決断した。今より、獣吾に従って活動するがよい。特とく殊しゆ生徒として、他ほかの授業に出る必要もない」

「それって、もう学園の生徒ではないような……」

　驚おどろいた零士に、クラヒメが頷いた。

「そもそも獣吾は理事長であって、教員ではないしの。獣吾、これで良いな？」

「ああ、満点だ。付き合いが古いだけあって、よく分かっていやがる」

　満足そうに獣吾が笑う。その笑みに、クラヒメはため息を吐ついた。

「はぁ。好き好んで把は握あくなどしておらぬわ。お主を警けい戒かいし続けた結果じゃ」

「そいつはどうも」

　獣吾が肩をすくめておどける。その仕草に一いち瞥べつを食くらわせた後、クラヒメが零士と弓美香に告げる。

「レティシアが抜けた後じゃが、エミリー・グラントを入れることとする。エミリーのチームには、二年から対竜科への再挑ちよう戦せんを希望するものを一年に留年生として補ほ充じゆうするから安心せい」

　その言葉を受けて、ずっと不ふ機き嫌げんそうに黙っていた紗英が口を開く。

「裏切りものだった平野の代わりの二年は、四十一位を繰くり上げて対竜科に上げ、あのチームの指揮官をしてるよ。まぁ、これでほぼ問題はなくなるってわけだ」

「紗英姉、レティは今後どうなるんだ？」

　そう零士はレティシアのことを話題にするが、当のレティシアは特に何も反応をしない。

「どうって言うと？」

「チームから外れたら、チーム戦が出来ないじゃないか」

「あー、言われてみればそうだな」

「紗英姉……」

「知るかよ。そこのクソオヤジが勝手に決めたことだ。私がそこまで考えてるわけねぇだろ」

　紗英が吐き捨てるように言う。すると獣吾が歩き出し、レティシアの後ろに立った。そして訝いぶかしむレティシアの両肩を、ドンッと勢いよく摑む。

「コイツ一人で一チームだ」

「なっ⁉」

　さすがのレティシアも驚いて、振り返る。

「安心しろ。お前なら、一人で蹴け散ちらせる。一週間でそこまでにしてやる」

「たった一週間で……」

「というわけだ。分かったか、紗英」

　もうレティシアから手を放し、獣吾が挑ちよう発はつ的に紗英に声をかけた。その挑発に紗英は一いつ瞬しゆん乗りかけ、女性らしくなく思いっきり髪かみの毛を搔かき毟むしった。ボサボサになった髪型のまま、紗英がレティシアを見る。

「レティ。一つだけ忠告してやるよ。そこの男はね、《屠竜戦争》の英えい雄ゆうじゃないよ。戦うことを諦あきらめて、他人を利用することだけ考えてる老害さ」

「言ってくれるな。せめて後進を育てることに尽じん力りよくしてる、そう格好良く言って欲しいもんだがな」

「よくもまぁ抜ぬかしやがる。クラヒメ様、これ以上このクソオヤジと同じ空気を吸いたくないんでね。私はもう退室するから。あとはよろしく」

　ヒラヒラと右手を振り、ジャージのポケットに左手を突つっ込んで紗英が学園長室を出て行ってしまう。

「まったく、己おのれが教員だという自覚が著いちじるしく欠けておる」

　苦く笑しようするとクラヒメが、レティシアを再度見る。

「寮りようには儂から言うておく。お主には今後門限は適用されぬ。好きな時に寮から出て、好きな時に寮に戻もどるがよい。食事のケアも、獣吾の給料の一部からさっ引いておこう」

　レティシアの後ろに立つ獣吾が仕方ないと笑う。

「そうだな。ならレティシア、訓練開始は夜八時だ。チームメイトにもう一度、しっかり脱だつ退たい報告をして、夕飯も取っておけ」

「分かりました」

　獣吾の指示に、レティシアがしっかりと答える。

「良い返事だ。なら、お前らはもう食堂にでも行ってるんだな」

「うむ。そうするが良い。弓美香もじゃ」

　大人二人に言われ、零士達は学園長室を出て食堂へと向かった。そして廊ろう下かに出て扉とびらを閉めると同時に、零士は口を開いた。

「レティ。本気なんだな」

「当然だ」

　答えながら、レティシアが歩き出す。その後を追いながら、零士は続けた。

「前、俺に言ったよな。復ふく讐しゆうのために強くなるって」

「言った」

「復讐ってなんなんだよ。誰だれの復讐なんだよ」

「それを零士、アタシがお前に言う必要があるのか？」

「そりゃ、ないかもだけど心配だからさ」

　獣吾の優やさしげな笑えみが、零士にはどうしても引っかかる。だがレティシアに、その意図が通じるわけもない。

「いい気なものだな。なるほど、理事長が言うように、アタシは零士に追い越こされて心配されるくらいに落ちこぼれたというわけか」

「なんでそうなるんだよ。俺はただ」

「ただ、なんだ。目の前に強くなる道があるなら、その道を進むのは当然のことだろう。それとも、せっかく追い越したアタシにまた抜かれたくないのか？」

「そんなこと思ってやいないさ。でも、よく考えてみてくれ。俺達とだって強くなれないわけじゃないだろ」

「いいか、零士」

　レティシアが立ち止まった。共に歩く弓美香をまるで居ないかのように無視し、零士に詰つめ寄る。

「アタシは強くなるんだ。他の誰よりも、人間にも竜りゆうにも負けない強さを手に入れなければならないんだ。分かるか。弓美香先せん輩ぱいさえ護れていれば満足なお前とアタシは、決定的に違ちがう。アタシは今すぐにでも強さを手に入れて、復讐をしたいんだ。分かるか。ずっとだ。ずっと耐たえてきたんだ」

「レティ、誰の復讐なんだよ。過去に何があったんだよ」

「お前が竜倒五将でも紗英さんの弟で良かったと、思っている」

「どういうことだ？」

「なんでもない」

　ぷいとレティシアが顔を背そむけ、また歩き出す。すると弓美香が声を掛かけ、足を止めさせた。

「私は何も貴方あなたのことを知らないわ。過去、何があったのか、貴方が何を抱かかえているのか。何も知らない」

「そうでしょうね。だからどうしたんですか」

「それは、リタさんには関係がないことなのね？　リタさんは抱えないでいいことなのね？」

　レティシアが弓美香を見み据すえる。

「アタシは、リタがこの学園に入ることも内心は反対でした。リタは戦う必要はない。ベラスケス家の跡あと継つぎとして、平和に過ごせばいい。そう思っています」

　一瞬、零士の思考にレティシアの言葉が引っかかる。姉のレティシアではなく、妹のリタがなぜ跡継ぎなのだろうか。レティシアの家での立場は、もしかして微び妙みようなのだろうか。そのことが、復讐に何か関係しているのだろうか。

　答えのない疑問が頭の中で溢あふれる。

　だが、そんな零士を置いて弓美香とレティシアの会話は続いていく。

「そう、分かったわ。レティさん、貴方がチームから離はなれることは残念だけど、貴方の決断に私は口を挟はさむ気はないの。ただこれだけは信じて」

「何をですか」

「私も、そして零士くんも。チームメイトとして、友人として、貴方のことを心配しているだけよ。そこに裏も表もないわ」

「ふんっ。心配心配言いますけど、何がそんなに心配なんですか」

　鼻で笑いながらレティシアが聞いた。その問いに、弓美香はただ一言で答える。

「霧雨獣吾」

　予想していた零士ですら、はっきりとした答えに驚いた。まして不意打ちなレティシアは、驚きよう愕がくしてしまっている。

「な、何を馬ば鹿かなことを。学園の理事長のどこがいったい」

「詳くわしくは教えられないわ。でも、竜槍師団による学園潜せん入にゆうには獣吾小父おじ様が関かかわっていた。もちろん、学園を潰つぶそうというのではなく、そこには目的があったのだけど。でもね、あの小父様は目的のためには、手段を選ばないの。その目的のために、レティさんを利用しようとしている。だから、心配なのよ」

「かなり無茶なことをさせられると？」

「無茶なことですめばいいわね。それにね、私はもう一つ……ううん、やめておきましょう」

　弓美香が言葉を吞のみ込み、首を左右に振ふった。

「ま、いいでしょう。それでもアタシは、強くなるためになら受け入れるので」

「そう、分かったわ。なら一つ憶おぼえておいて欲しいの」

「なんでしょうか」

　やや苛いら立だたしげにレティシアが問い返す。

「心を強く持って。今の貴方を、人間としての貴方を忘れてはだめよ」

「人間……気をつけておきます」

　一瞬、レティシアの顔に皮肉げな笑みが広がったのを、零士は見み逃のがさなかった。そして同時に、弓美香が零士へするのと似たアドバイスを贈おくったことにも、気が付いた。もっとも、それがいったい何を意味するのかまでは分からない。

　迷いなく颯さつ爽そうと歩いて行くレティシアの背中を見ながら、ただ言いしれぬ不安が零士の中で広がっていったのだった。







　二章







　翌朝だ。

　男子寮のルームメイトでもある忍しのぶと共に食堂に下り、いつものテーブルに向かうとリタが一人で座っている。賑にぎわっている食堂の中で、そこだけが空白のスポットだ。他ほかの生徒達は席が空いているにも拘かかわらず、腫はれ物ものに触さわるように避さけていく。

　誰も来ない空間でたった一人、俯うつむいたままリタはボソボソとスクランブルエッグをフォークでつついている。レティシアが自らの意志でチームから離れたことが、やはりショックなのだ。

　零れい士じと忍は顔を見合わせるとカウンターで朝食を頼たのみ、リタを挟むようにして座った。

　顔を上げたリタがほっとした顔をし、慌あわてて顔を天てん井じようへ上げる。

「あーあー、せっかく平へい穏おんな朝だったのに。うるさいのと変態が来るなんてなー」

「うるさくて悪かったな」

　思わず零士が苦笑すると、忍が机の上に身を乗り出して零士を睨にらんだ。

「ちょっと待ってくれよ。じゃあなにか。変態ってのが僕なのかい？」

「当たり前だろ」

　断言する。忍が変態でなければ、零士が変態になってしまう。

「心外だね。この僕のどこが変態なのか、さっぱり分からないよ」

「自覚がない変態が一番たちが悪いんだよ」

「訂てい正せいする。二人とも、変態でうるさい」

　そう言いながらリタが笑った。零士と忍は互たがいに頷うなずく。些いささか態わざとらしいが、軽い会話でリタの心を少しは軽くすることが出来たらしい。

　少しほっとして零士は、自分の朝食に箸はしを付けた。あじの干ひ物ものにご飯と味み噌そ汁しる。いたって一いつ般ぱん的な日本の朝食だ。家では忙いそがしい紗さ英えの負担軽減もあり、朝はパンとジャム、あとは精々目玉焼きが多かったので、こういう朝食は逆に新しん鮮せんだった。

「あのね零士」

　ハムとスクランブルエッグを口に入れ飲み込んだリタが、魚の骨をほぐしていた零士に声を掛けた。

「なんだよ？」

「お姉ちゃん、ゆうべは結局帰ってこなかったんだ……」

「そうか。夜八時に理事長と落ち合って、そのまま訓練に行っちまったんだな」

「そうみたい」

「そう落ち込むなって。別にこの学園からいなくなったわけじゃないんだ。時々帰ってくるだろうしさ」

「うん、そうだよね。リタのお姉ちゃんなのは変わらないんだし、ちょっと我が慢まんすればいいんだよね」

「……あ、ああ」

　一いつ瞬しゆん戸と惑まどってから、零士は慌てて頷いた。レティシアが言った『リタがベラスケス家の跡継ぎ』という言葉が、脳のう裏りを過よぎったのだ。レティシアとリタの間は、もしかしたら普通の姉し妹まいではないのかも知れないのだ。

　リタが不思議そうに見てくる。

「零士、どうしたの？」

「いや、なんでもない」

　今のリタに、レティシアのことで動どう揺ようしているリタに、こんな疑問をぶつけるわけにいかないし、悟さとられるわけにもいかない。なおさら動揺させてしまうだけだ。

「しかしあれだね。大食いが一人いないと、食欲って案外湧わかないものだね。レティの大食いに釣つられて、僕はばくばくと食べていたらしいよ」

　忍が助け船を出すように苦く笑しようしながら、口を挟んでくる。

「まぁ、釣られて食べるってのはあるよなぁ」

「うんうん。お姉ちゃん、いっつも食べ過ぎだもんね」

　零士の言葉に続いて、リタがうんうんと頷く。

　確かにレティシアはよく食べた。朝からハンバーグにステーキにカレーに、しかもおかわりで食べていた。

「でも忍、お前そんなにもたれる料理頼んでたっけ？」

「いや、人気のオムレツだよ」

　忍がしらすの和風オムレツを箸でつついて、やれやれと頭かぶりを振った。ふわとろの卵の中に、ネギとしらすが混ざっているオムレツで、大根おろしとちょっとの醬しよう油ゆで食べる人気メニューだ。が、よく見れば大盛りだ。

「大盛りだったのかよ」

「しかも、セットでご飯も一いつ緒しよだよ。食べきる自信がないね」

「ダメです。一度箸を付けたのなら、最後まで食べきりなさい」

　いきなり声が落ちてきた。三人とも驚おどろいて振り返ると、朝日によってキラキラと輝かがやく金きん髪ぱつが飛び込んできた。高校生とは思えない抜ばつ群ぐんのスタイルを持った少女、エミリー・グラントだ。

「世の中には食べるものに不自由している人もいるんですよ。食べ残すなんて行こう為いは、この世界を守る私達にとって論外です」

　シーザーサラダとクロワッサン、グレープフルーツジュースを載のせたプレートを、零士の隣となりに置き、エミリーがさも当然といった顔で椅い子すに座った。

「どうしてエミリーがそこに座るの？」

　ジロリと見ながらリタが尋たずねる。その問いに、エミリーが微笑ほほえみながら答えた。

「あら、空いている席に座って何か不都合でもありましたか？」

「[image: う゛]……ないけど」

「もっとも、それだけが理由ではありません」

「と、言うと？」

　忍が興味津しん々しんといった顔で、エミリーを見る。

「もちろん、新しく貴方達のチームに加わらせてもらうのです。親しん睦ぼくを深めようと思いまして」

「なるほどね。で、この僕の隣ではなく零士の隣なわけは何かな？」
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　忍がニヤリと笑い、自分の隣の空いている席を指先で軽くトンと叩たたいた。

「え……た、たまたまです」

　なぜか、ちょっと焦あせった様子でエミリーが答える。

「へぇ。カウンターには僕の方が近いのにねぇ」

「なっ。それは……それもたまたまです」

　答えると、エミリーが質問はもう終わりだと言わんばかりに、シーザーサラダを食べ始める。ただその顔は、どこか嬉うれしそうだ。

（まぁ、弓ゆ美み香か先せん輩ぱいのチームに入りたがっていたもんな）

　隣で行ぎよう儀ぎ良く食べるエミリーを見て、零士は思った。何しろ入学試験実質最下位の零士が弓美香のチームにいるのがおかしいと、勝負をふっかけてきたことすらあるのだ。彼女の弓美香チームへ入りたいという思いは、本物だ。

　零士がそう思いながら干物でご飯を食べていると、スクランブルエッグを平らげたリタが呟つぶやいた。それも、不ふ機き嫌げんそうにだ。

「エミリー、なーんかニヤニヤしてない？」

「え……そうですか？」

　フォークを置いて、エミリーが顔をリタに向ける。

「そう。なんだかすっごく嬉しそう。お姉ちゃんが外れて、弓美香先輩のチームに入れたことがそんなに嬉しいの？」

「いやリタ、僕が思うに……いや、なんでもない」

　話し出した忍が、エミリーに睨まれて急に口を閉じる。その代わり、エミリーが口を開いた。

「杵き築づき弓美香先輩は二年生トップですよ。そのチームに入れて嬉しくないはずがないでしょう？」

「でもそれは、お姉ちゃんがいなくなったからだもん」

「もちろんそうです。ですが、レティシアは自分から出たと私はクラヒメ学園長に伺うかがいましたよ。私が弾はじきだしたように言われるのは、心外です」

「確かにそうだけど、そうだけどっ。嬉しそうにすることないでしょ！」

　リタが身を乗り出すのが、零士の視界に入った。このままでは、親睦を深めるどころか新チーム結成前から、喧けん嘩かが起きかねない。

　零士はそう思い、二人の衝しよう突とつを抑おさえるべく慌てて両手を広げて二人を制した。

「そこまでだ」

　掌てのひらに二人の体が触ふれる。リタだけではなく、エミリーもまた身を乗り出そうとしていた証しよう拠こだ。危なかった。零士の咄とつ嗟さの実力行使によって、衝突は未然に防がれたようだ。

「そこまでなのは、零士だと思うんだけど」

　リタが不思議なことを言う。

「え？」

　聞き返すと、今度はエミリーが不思議なことを言った。

「そうですね。そこまでなのは零士です」

「いやぁ、やっぱり変態は零士だったようだね」

　忍までもだ。

「どういうことだよ」

「そうだね、掌で揉もんでみるといいよ」

　忍の言葉にリタとエミリーが、

「忍！」

「何を馬ば鹿かな！」

　激しく反発した。

　が、なんだか零士は揉むべきだと思ってしまったのだ。

　忍に言われた通りに、掌で触っている箇か所しよを揉んでみる。ふにゅりと柔やわらかい感かん触しよく、そして汚よごれた大人であろうと子供へと返す温かさが、じわりと伝わってきた。

　もっと揉んでいたい。そう思わせる幸せと母性が、掌に確かに入っている。

「これが優やさしさ──ぐえぇっ⁉」

　同時に両サイドから、両頰ほおを叩かれた。幸せに包まれて弛し緩かんしきっていた体に、大ダメージだ。

「い、痛い……。何すんだよ！」

「それはリタの台詞せりふっ、いきなりおっぱい揉むとか信じられないっ。水虫になっちゃえ！」

「い、いきなり胸を揉むとか手順を踏ふまないにも程ほどがあります！」

　リタとエミリーが、目を三角にして怒ど鳴なってきた。彼女達の台詞でも分かるように、どうやら零士は胸を揉んでしまっていたらしい。

　両手を広げて二人の動きを制しようとして、運悪く触っていたのだ。

「不幸な事故だったんだよ、うん」

「そーかなぁ。普ふ通つう触ったら、すぐ分かると思うけどね。僕は」

　忍がニヤニヤと指し摘てきしてくる。

「あ、こらっ。わざわざ刺し激げきするなよ！」

「へぇ、分かってたんだぁ」

「事故ではなさそうですね」

　リタとエミリーが詰つめ寄ってくる。

「事故、事故だってばっ。まじでっ。本当にっ。信じてくれぇぇぇぇっ！」
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「まったく朝から騒さわがしいわよね～。ホント、弓美香のチームは騒がしいわね」

　コニー・ハーディは、思わず苦笑した。

　致ち命めい的てきに朝に弱い弓美香を起こし、半ば引きずるようにして食堂に下りてきた途と端たん、零士達がギャアギャアと騒いでいるのが目に入ったのだ。

　が、隣でコニーに引きずられている弓美香は、すやすやと再び寝ねている。

「はぁぁぁぁ、これが五ご鱗りんの姿とはねぇ」

　思わずため息が出てしまう。コニーは弓美香のルームメイトだった。二年になり管制科に籍せきを置いているが、一年生の時には同じチームメイトでもあった。もっともコニーは、珍めずらしく優ゆう秀しゆうなチームであったのに対たい竜りゆう科には進めなかった。戦いが苦手だったこともあり、今ではよかったと思ってもいる。

　ただそれでも、弓美香とルームメイトであり親友であることは変わらず、こうやっていつも朝は苦労をさせられている。

「ったく、寝こけてても綺き麗れいなんだから」

　寝ぼけて歩く弓美香を先導しながら、コニーは思わず呟いた。

　コニーは自分でも美人に入ると思っている。ややくすんでいるものの金髪で、波打つボブカットは、なかなか似合っていると評判だ。百五十センチ半ばの身長なのでモデル体型とは言えないが、胸もしっかり出ている。そばかすこそあるが、可愛かわいい顔立ちと言えるだろう。

　が、弓美香と並んで歩くと霞かすむことこの上ないのだ。

　黒く艶つややかな髪かみの毛、清せい楚そな顔立ち、大きく形のいい胸、引き締しまったお腹なか、魅み惑わくの腰こしつき。正直狡ずるいとしか思えない美しさだ。

　あげくに成績優秀で戦せん闘とう能力もトップクラス。

「しかも性格がいいから、文句の一つも言う気にならないのよね。ま、朝に弱いくらいの弱点ないと神様を呪のろうレベルだわな」

　ブツブツ言いながら、コニーは空いている席を探した。とりあえず弓美香を座らせないと、カウンターで朝食を頼たのむことすら出来やしない。

　と、零士達の会話が飛び込んできた。

「へぇ、弓美香の王子様もやるのねぇ。二人同時に胸を揉むなんて～」

　そう呟いた瞬しゆん間かん、コニーは殺気を感じ取った。二年で管制科になったとはいえ、一年の時は戦闘訓練を繰くり返した身だ。本気の殺気ははっきりと分かる。

「なに⁉」

　手に汗あせを握にぎって振ふり返り、コニーは思わずビクッと体を跳はねさせた。

「ゆ、弓美香⁉」

　寝ぼけていたはずの弓美香が、すわった目をしている。殺気が、ビンビンに感じられる瞳ひとみだ。その視線の先には、零士の姿がある。

「あ、あの弓美香？　どうやら事故みたいだし……」

「ふ、ふふふ、さすがは零士くんよね。モテるんだから、ふふ、うふふふ」

「あ、あー、えー、あの、朝食頼んでくるわね」

「ええ、いつものよろしくね」

「納なつ豆とうと生卵に白いご飯、それからお味み噌そ汁しるよね。ば、ばっちり分かってるから、あは、あははは……ほどほどにね？」

　コニーは、そそくさと逃にげるようにその場を立ち去り、カウンターへと向かった。

　零士の無事を祈いのりつつ……。
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「う～ん、どう弁べん償しようしてもらおうかなぁ。リタのおっぱいは高いよ？」

　隣となりのリタが、零士へフォークの先せん端たんを向ける。が、すぐにエミリーに行儀が悪いと指摘されて、唇くちびるを尖とがらせながらフォークを下ろした。

「それに、弁償と言うよりは……慰い謝しや料りようの請せい求きゆうと言った方が良いでしょう」

「慰謝料かぁ。なるほどね、確かにリタもエミリーもいきなりおっぱい揉まれて、多大なる精神的苦痛を受けたもんね」

「その通りです。それ相応の慰謝料を払はらってもらわないと、私達の傷ついた心は癒いやされません」

　リタとエミリーの会話のせいで、周囲のテーブルに座る生徒達がヒソヒソと話し、零士へ冷たい視線を送ってくるようになってしまった。

「あ、あのお二人とも。あまり誤解を招くような表現は避さけて欲しいんだけど」

「誤解？　どこが誤解なんですか」

　零士を見ることなくエミリーが言う。するとリタが腕うでを組んで深く頷うなずいた。

「うん。どこも誤解じゃないよね。零士のセクハラで、リタは深い心の傷を受けたよ」

「いや、だからセクハラって」

「あら。何も言わず、いきなり女性の胸を、それも二人同時に揉むのがセクハラでなくてなんだと──ああ、なるほど。確かに表現が適切ではありませんでしたね」

「おおっ、だろ、だよな。あれは不幸な事故──」

「性犯罪」

　零士の言葉に、重い重い単語が覆おおい被かぶさった。

　周囲にすわる女生徒達が、一いつ斉せいに椅い子すをガタタッと鳴らして離はなれていく。

「お、おい」

「不意に胸を揉まれる行こう為いですから。性犯罪と言っても過言ではありません。やはり、しっかりと慰謝料を請求しましょう」

　エミリーの言葉に、リタがまた深く頷く。

「そーだねぇ。お金もいいけど、どーしよっかなぁ」

「そうですね」

　リタとエミリーの会話に、零士は暗あん澹たんとした気分になってしまう。恨うらみがましく、元げん凶きようでもある忍を睨にらむ。

　可笑おかしそうにではなく、微笑ほほえんでいる。

　なんとなく、忍の気持ちは分からないでもない。零士の事故のおかげで、リタはレティシアがチームから離れた悲しみを、少なくとも表面上は見せなくなっている。それだけではなく、やや反発していたエミリーとタッグを組んで零士を虐いじめているのだ。

　親しん睦ぼくを深めるために、零士が犠ぎ牲せいになったとも言える。

（忍のヤツ、もしかしてそこまで考えて俺を唆そそのかしたんじゃ。いやまぁ、さすがにそんなことないか）

　そう思いつつ、同時に思う。だからといって、ただでさえ少ない零士の小こ遣づかいが、慰謝料の名の下もとに、親睦のために飛んでいくのは勘かん弁べんして欲しい。雑誌の一つも買えなくなってしまう。

　そう心配している矢先、リタが言う。

「そうだなぁ。リタは掃そう除じ当番を三回くらい代わってもらおうかな」

　思わず零士は、実際に胸をなで下ろしてしまった。だが、まだもう一人残っている。

「リタはそうするんですか。そうですね、では私は……」

　エミリーがチラリと零士を見る。果たして、どんな無理難題を突つきつけられるのか……。

「わ、私は」

　何故なぜか緊きん張ちようしている。

「なんだよ？」

「いやその、私はですね」

「はい」

　エミリーがゴクリと息を吞のむ。そして何度も瞬まばたきをした後、ようやく口を開いた。

「あの零士、慰謝料として私と一日買い物的な、その、あー……っ⁉」

　いきなりエミリーが言葉を切った。両手で口を覆い視線を零士から逸そらす。

「おい、なんだよ。買い物的な、なんだ？」

　零士の言葉に、ただ首を左右に振るだけだ。何を言いたいのか、さっぱり分からない。

「慰謝料っていうか、何か俺にしろってんだろ。言わないなら、何もしないぞ？」

　コクコクとエミリーが頷く。

「なんだ、何もしなくていいのか？」

　またエミリーがコクコクと頷く。

「一日買い物に付き合うくらいなら、まぁいいと思ったんだけ……ど……？」

　背後に殺気が這はい寄ってきた。まるで首筋に絡からみつくような、そんな殺気だ。

「え、ええと、もしかして」

　恐おそる恐る振り返る。

「ニコッ」

　弓美香が全く笑ってない顔にも拘かかわらず、口で言う。それが何とも怖こわい。

「あ、あの、弓美香先せん輩ぱい？」

「零士くん。この前、零士くんは美形なんだから、注意して女の子と接するようにって言ったわよね」

　そういえば、前にも弓美香にそんなことを言われたことがある。生まれてこの方、初めて美形と言われた瞬間だ。もっとも、その後も弓美香以外にそんなことを言ってくれる相手は現れていないのだが。

「まったくもう。新しく入ったエミリーさんとみんなで親睦を深めるのはいいけど、個人的に深めようとするなんて。まったくもう、零士くんってば意外に手が早いのね」

　ムスッとした顔で、弓美香が言ってくる。殺気はもうないが、間ま違ちがいなく機き嫌げんは損そこねてしまっている。

「いや、その、そーいう意味で買い物付き合うって言ったわけじゃなくて。あのその、性犯ざ……じゃないや、ええと、ちょっとしたトラブルの埋うめ合わせ的な感じなんです」

「本当に？」

「ほ、本当ですっ」

「ならいいけど、その時は私も呼んでくれると嬉うれしいわね」

「はい、もちろんです」

　思いっきり零士は首を縦に振った。

　その様子を、不機嫌そうな顔でエミリーに見られていることなど、欠片かけらも気が付かなかったのだった。




　　　　※　　※　　※




「そもそも竜鱗機プラウダーは、竜殻ドラクーンと呼ばれる竜りゆうが使用した兵器をモデルに作られていました」

　教室に教師の声が響ひびく。二時間目の授業終わりまであと五分といったところで、零士の集中力は完全に切れてしまっていた。

「竜は単独でも強力な力を持っていましたが、竜殻ドラクーンを装着することにより通常兵器を一いつ切さい寄せつけない恐ろしい敵となったわけです。ですが、竜殻ドラクーンを持つ竜はそう多くはなく、竜将ハイドラゴンと呼ばれる上級士官クラスだけだと言われています。ここ、重要ですよ？」

　教師の指し摘てきに、教室中でシャーペンを走らせる音がする。建たけ速はや学がく園えんでは、手で書くほうが記き憶おくするという考えで、まだアナクロな紙とシャーペンを使っているのだ。

　もっともそう決めた獣じゆう吾ごが、レティシアを授業から連れ出している。

　今、どこでどんな特訓をしているのだろうか。

　と、授業の終わりを知らせる鐘かねが鳴り響く。結局零士は、竜将ハイドラゴン等と何か教師が喋しやべっていたようだが、全く頭には入らなかった。

「まずいな。あとで忍にノートを借りるか」

　意外だが、忍のノートは教師の説明を余すことなく、理路整然と書き連ねていた。しかも最初から人に見せることが前提かのように、字は綺き麗れいだし、以前出た説明の参照ページ数まで付いていた。困ったことに教師の説明より、忍のノートを写した方が遥はるかに理解が進むのだ。

「何をぼーっとしてるのかな。次は戦せん闘とう訓練の時間だよ？」

　その忍が、零士の机の前に立つ。教室を見み渡わたすと、女子達が黄色い声を上げながら慌あわただしく移動していくところだ。

　零士は苦く笑しようと共に立ち上がった。

「ああ、そうか。女子が浮うわついてるもんな」

　戦闘訓練の担当教師が姉の紗英に代わってからというもの、女子に大人気なのだ。僅わずかの間に紗英は、学園内で女子に一番人気のある人間となっていた。

　強さは、竜りゆう倒とう五将の一人であることから考える必要もない。気の強そうな顔立ちは、女子に言わせると凜り々りしいということになるらしい。

「既すでに何度か告白されてるらしいよ」

　ハンガーに向けて歩き出した零士に、忍がそっと言ってくる。

「そういや紗英姉、学生時代にバレンタインデーで何度もチョコレートを貰もらったって言ってたな」

　不機嫌そうに言っていたのを思い出す。男子からの告白は皆かい無むだったそうだ。もっともそれは、紗英の気の強い性格のせいだと零士は思っている。あとは、彼女が高校に上がる前に《屠と竜りゆう戦せん争そう》が始まったこともあるだろう。紗英の学生時代は通常よりも短かった。

「まったく健全ではないよ。女の子達は、僕らのものなのにね。違うかい？」

「あのな忍。そういう変態発言はどうかと思うぞ」

「そうかい？　人類の男子というものは、みな女の子好きだと僕は思っていたけどね」

「人類のって大おお袈げ裟さな……」

「ま、いいさ。僕はこの学生ってのを精せい一いつ杯ぱい楽しむためにも、女の子に興味津しん々しんなのさ」

　開けっぴろげに言う男だ。

「そんなんだからモテないんじゃないの？」

　零士達のチームのハンガー入り口の前に立っていたリタとエミリーが、ジトーっとした目で零士と忍を見た。理り不ふ尽じんだが、零士も同類にされているようだ。

「やれやれ。リタも紗英先生にぞっこんな不健全な口かい？」

　リタに続いてハンガーに入りながら、忍が声をかけた。

「まさか。リタはお姉ちゃん一筋だもん」

「それはそれで不健全な気もするな」

　感想を呟つぶやいた零士を、リタが睨む。

「水虫になっちゃえ」

　一言だけ投げて、自分のガントリーへと向かっていく。

　この灰色の台座の中に、零士達の竜鱗機プラウダーが格納されている。零士もまた自分のガントリーに向かい、その前で上着を脱ぬいでインナー姿になった。

　この黒く艶つややかな、体にフィットしたインナーの上に竜鱗機プラウダーを装着する。レオタードか水着のようで恥はずかしくもあるが、最近ではもう慣れている。リタも堂々とインナー姿を晒さらしている。

「さてと」

　上着をしまいガントリーの上に立って、ふと零士は気が付いた。

「…………」

　エミリーが何やら戸と惑まどっているのだ。

　今日からチームに入った彼女がこのハンガーに来るのは、そういえばこれが初めてだ。零士も他ほかのハンガーには詳くわしくないが、何か違いでもあるのかも知れない。

「分からないことがあれば聞いてくれよ」

　自分のガントリーから降りて、零士はエミリーに近寄った。

「────！」

　何故か分からないがエミリーがビクッと肩かたをふるわせる。そしておそるおそる振ふり返る。しかも、振り返っても零士を見てくれない。斜ななめ下、零士の足あし下もとに視線が落ちている。

「ええと、俺、何かしたか？」

「え、いえ、なにも」

　零士を見ずに首を左右にする。

「ならいいけど、ええと、何か分からないことでもあるのか？」

「へ、平気です。造りはほぼ同じみたいですから」

「そっか。ならいいけど、急がないと授業に間に合わないぞ。紗英姉、遅ち刻こくにはうるさいぜ？」

「は、はい。急いで準備します」

　エミリーが体の向きを変え、壁かべに向かい。そこで上着を脱ぎ出す、のだが。妙みようにモジモジというか、インナーを隠かくしながら脱ごうとするのだ。

　見慣れている。

　リタだってレティシアだって弓美香だって、普ふ通つうに脱ぐ。そのシーンをもう何度も見てきた。インナーの下には下着があるわけで、ジャケットを脱いでシャツ姿になるようなものだ。

　そのはず、だ。

　なのにモジモジと隠しながらエミリーが脱ぐもので、見てはいけないものを見ているような感覚、つまるところエッチな空気を感じてしまう。

「僕達は先に上がっているよ」

「早く来ないと怒おこられちゃうからね！」

　既に竜鱗機プラウダーを纏まとっていた忍とリタが、ハンガーから戦闘訓練場へと飛び上がっていく。

「まじか……」

　未いまだにモジモジと上着を脱いでいるエミリーと二人きりは、非常に気まずい。

（先に俺も上がっちゃうか）

　そう決断して零士が自分のガントリーへと振り返った時だ。背中にエミリーが声を掛かけてきた。

「あの、心配してくれて嬉しかった……です」

「へ？　あ、うん、今日からチームメイトだしな」

　振り返ることが妙に気き恥はずかしくなって、零士はやや足早に自分のガントリーに上がった。

　ヒヒイロカネ製の日本刀をガントリーに突つき刺さす。ガントリーの中で竜が目覚める。咆吼が上がり、ガントリーが割れる。無数のアームが迫せり上がり、摑つかんだ装そう甲こうを零士の体の各所へと装着する。

　ものの三十秒ほどで、竜から人類を守る戦士が姿を現した。

　視線を前へ向けると、エミリーもまた赤い竜鱗機プラウダーを纏い終えたところだ。視線が交わって、エミリーが何故か少し顔を赤くする。

　それが何を意味するのかよく分からないが、零士は意識を集中させた。

　重力制せい御ぎよの《異い則そく》に、零士の《竜りゆう因いん子し》から産み出される《竜力》を流し込む。竜鱗機プラウダーが重力の枷かせから解き放たれ、ゆっくりと浮うき上がる。

　進む。飛ぶ。大地の上を人間が歩くのと同じように、竜鱗機プラウダーが飛ひ翔しようする。ハンガー天てん井じよう部のハッチから、広大な戦闘訓練場へと飛び出す。

　やや遅おくれて、エミリーの竜鱗機プラウダーも続いてくる。

『遅おそい！』

　戦闘訓練の集合場所に着くと同時に、雷かみなり、いや言葉の拳げん骨こつが落ちた。ガツンと頭を叩たたかれた気がする。

『授業開始からもう一分経過してるじゃねぇか！　いいかっ、戦闘時に遅れてみろっ。仲間が死ぬか、お前らが死ぬか。とんでもない事態を引き起こしかねないんだぞ。分かってんのか！』

　赤い竜鱗機プラウダーを纏い、青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とうを持った紗英が、零士とエミリーを睨にらむ。

『すいません』

『申し訳ありません』

　並んで頭を下げたが、紗英の顔から怒いかりは消えてくれない。そのまま十秒ほど沈ちん黙もくが続き、紗英が頷うなずいた。

『よし決めた。お前ら二人、訓練場外がい縁えんを全力で回り続けろ』

『飛びながらですか？』

　エミリーの確かく認にんに、紗英がしっかりと頷く。

『《竜力》が尽つきて墜つい落らくするまで飛べ。授業中ずっとだ』

『そんな！』

『文句を言われる筋合いはねぇな、エミリー。飛び続けることだって、立派な戦闘行こう為いだろ。いいか、百％の力で飛べよ。管制科の連中にモニタリングさせるからな』

　そう言い置いて、紗英は零士とエミリーにもう用はないと背を向け──怒ど鳴なった。

『おら、さっさと行け！』

『はい！』

　同時に零士とエミリーは叫さけび、竜鱗機プラウダーをまず訓練場外縁へと飛ばす。

　竜鱗機プラウダーは《竜力》によって《異則》を発現させて稼か働どうする。《竜力》は《竜因子》から《竜力誘ゆう導どう機》によって変へん換かんされ産み出されるエネルギーだ。ただ人間全すべてが《竜因子》を持っているわけではなく、竜りゆう戮りく者しやと呼ばれるごく一部の人間だけが産まれながらに備えていた。

　エネルギーと言っても、《竜因子》を持っている人間にしてみれば体力のようなものと言っていい。振り絞しぼり続ければ、やがて限界が来る。ただ、休めばやがて回復してくるのだ。

　零士は《竜力》の出力を上げた。学園で採用されている三十九式竜鱗機プラウダーに搭とう載さいされた《竜力誘導機》が、零士の《竜因子》から《竜力》を変換出力していく。

　──十二％

　──二十五％

　──三十二％

《竜力誘導機》の出力限界にはほど遠い数字が、零士の視界に投とう影えいされていく。その後、数値は上がらない。はっきり言って低い数字だった。零士が所属するＡクラスの生徒なら、最低でも五十％はクリアしている。もう随ずい分ぶんと零士を引き離はなしたエミリーなら、《竜力誘導機》の七十％近くまで《竜力》を出力するはずだ。

　ただ、三十％前後が零士の限界だった。

　弓美香に封ふう印いん──何を封じているか知らないが──されている状態だと、お粗そ末まつとしか言いようがない零士なのだ。

　そのせいで、どんどんエミリーの背中が小さくなっていく。

　外縁に辿たどり着き、沿って飛び始めた時にはもう、エミリーの姿は点だ。《異則》で望遠しない限り、ちゃんと見ることは出来ない。

「くそっ。そんな余よ裕ゆう、俺にはないしな」

　自じ嘲ちよう気味に零士は呟いた。

《異則》を使うためには《竜力》がいる。しかし、《竜力》の出力が弱い零士には当然のごとく、飛行の《異則》以外に割り振る余裕はないのだ。

　そもそも《異則》とは、この世界の法則とは異なる竜世界の法則だ。竜鱗機プラウダーには通常、稼か働どう制御、重力制御による飛行、装甲強化、バリアー壁へき発生、攻こう撃げき時の鋭化等が搭載されている。

　その特とく徴ちようは、結果だけが具現化するということだ。

　重力を制御するための過程はなく、《竜力》によって発動した《異則》はただ重力を制御する結果だけを産み出す。それが《異則》であり、竜に人類が圧あつ倒とうされた理由だった。

　そしてクシナダ機関は、この《異則》を竜から盗ぬすみ、模も倣ほうすることに成功していたのだ。それこそが竜鱗機プラウダーであり、それ故ゆえに人類は竜を世界から一度は駆く逐ちくすることが出来た。

『零士っ、もっと速度を上げる！』

　いきなり紗英からの無線が、零士の耳を打った。

『これでも精せい一いつ杯ぱいなんだよ、紗英姉！』

『学園じゃ先生か、教官って呼びなさい！』

　零士の抗こう議ぎにまた叱しつ咤たが返ってくる。自分が零士とか、普段通りの呼び方をしたくせに理不尽この上ない。

『いい、アンタの《竜力》は弱いんだよ。だったら、もっと集中しなさい。クラヒメ様に集中の大切さを教わったんだろうっ。周回遅れなんてしてみなっ、ぶん殴なぐるからね！』

『集中……』

　意識をただ飛ぶことだけに集中させる。

　それで出力が上がるわけではない。それでも、《竜因子》から《竜力誘導機》を経て取り出された《竜力》が、無む駄だなく飛行《異則》が搭載されたモジュールに伝導されていくのを感じ取れた。

　必然、速度が上がる。

　エミリーとの距きよ離りが、それほど広がらなくなる。当然、縮まることもないが、しっかりと後に続くことが出来るようになった。

『もっと、もっとだよ！』

　紗英が更さらに言う。

　チラリと訓練場中央を見れば、紗英が五人のクラスメイトを相手にしているところだった。苦も無く、生徒達を返り討うちにしていく。

　その間に、零士のことを気に掛け、アドバイスを送っていたわけだ。

「さすが竜倒五将の一人だな。あの姉さんには、敵かなわないな」

　無線には乗らないように零士は苦く笑しようした。




　二十分ほど経たっただろうか。

　軽い目眩めまいが起き始めた。あからさまに体も重くなってくる。視界に投影されている出力メーターが、三十％から徐じよ々じよに落ち始めている。

　と、前を飛ぶエミリーの機体がぐらりと揺ゆれた。

　そのまま地面へと落下していく。

『エミリー⁉』

『零士っ。お前は気にしないで飛べ！　エミリーは気絶しただけだから』

　慌あわてた零士に、すかさず紗英の命令が届く。今は丁度、忍やリタ達を相手にしていたはずだが、こちらにもしっかりと目を配っていたらしい。

　戦せん闘とう訓練を一時中断して、墜落したエミリーの下もとへ紗英が飛んでいく。

『安心しな零士。竜鱗機プラウダーを装着してりゃ、墜落したくらいで大おお怪け我がはしないよ。それは、零士が身をもって知っているだろ』

　言われてみればそうだ。この学園に来たばかりの頃ころ、まともに操あやつれずに墜落を繰くり返したのは零士自身だった。

『しかし、まだ気絶しないなんて零士もまだまだだね。ただでさえ出力がしょぼいんだから、もっとしっかりしなきゃダメじゃないか』

　紗英の言うことが、さっぱり分からない。気絶しないで飛び続ける方が、偉えらいと思える。すると、そう思うのを予測していたのか紗英が説明を始めた。

『いいかい零士。気絶するってのは、《竜力》を限界まで出し切ったからだ。つまりエミリーは零士よりも早く、自分の限界まで《竜力》を絞り出せたってことさ』

『いやでも、《竜力》の最大量が違ちがうとか』

『もちろん、同じ量を出し続ければ最大量が少ない方が先に気絶する。でもね、エミリーと今の零士じゃ、エミリーの方が圧倒的に多いんだよ』

『[image: う゛]……』

『それに、弓美香ちゃんのことを思い出してごらん』

『弓美香先せん輩ぱい……あっ！』

　弓美香は、零士の封印解除を行いながら五分ほどで気を失った。それは、彼女が五分で《竜力》を使い果たしたということだ。

　そして弓美香は、学園でも一、二を争そう実力者なのだ。

『弓美香ちゃんは、当然ながら莫ばく大だいな《竜力》を秘ひめてるんだ。分かるね。彼女は、それだけ一度に大量の《竜力》を使うことも出来るってわけだ。それに対して、比ひ較かくにもならない《竜力》を持つアンタは、二十分経っても気絶しない。この意味が分かるかい？』

『俺でも、もっと出力を上げられるってこと？』

『短時間で使い切るけど、そういう時だって必要になるだろ？』

『うん……。でも、どうやって』

『まずは、使い切る感覚を何度も自分で味わうことだよ。気絶しまくりな』

　返ってきた答えは、乱暴としか言いようのないものだった。

　その言葉に零士は何度か瞬まばたきをし、歯を食いしばった。自分から気絶へと向かうのは怖こわいとしか言いようがない。それでも、それで自分が少しでも強くなれるのなら、弓美香を護まもるための力が得られるのなら、向かおう。

　零士は意識を更に集中させ、飛んだ。

　その様子を、紗英は満足そうに見つめたのだった。




　結局、一時間の戦闘訓練の授業中に、零士は一度だけ気を失った。

　目眩が激しくなり、激しい動どう悸きと苦しさが体を震ふるわせ、ぽっかりと体の中に穴が空いたような感覚だった。何度もそこで力を抜ぬいてしまおうと思った。

　そのたびに弓美香のことを思い出し、彼女を護ると思い、歯を食いしばって飛び続けた。

　意識が戻もどった時、そこには紗英の顔があった。

　まだまだと言いながら、微笑ほほえみながら零士を見下ろしていた。

　そして、どうせもう授業中には飛ぶまで回復出来ないからと、零士に授業の見学を言い渡わたした。

「エミリーはもう一回、気を失ってたよな」

　授業が終わり、ガントリーから降りた零士は上着を羽織りながらエミリーに声を掛かけた。竜鱗機プラウダーはもうガントリーに収納され、整備科の二年生達の授業材料となるのを待っている。

「ええ。一回目に気を失った後、二十分ほどで重力制御の《異則》を稼働出来るくらいには回復しましたので」

　手早く上着を着たエミリーが答える。やっぱり彼女は、まだインナー姿を他人に晒さらすことに慣れていないのかも知れない。

「リタとしては、なんだか二人だけ特別訓練されてたみたいで、なんだかなーって気分かな」

　リタが、こちらは惜おしげもなくインナー姿を晒しながら言う。本来ならば中学生のその体は、胸の膨ふくらみもあまりないし、くびれも未発達だ。それでも、全く隠かくす素そ振ぶりもなく体に密着するインナー姿を見せつけられると、思わず目が行ってしまう。

「零士」

　何故なぜかエミリーに鋭するどく名前を呼ばれる。

「え、なに？」

　零士は、ちょっとのばつの悪さを感じつつエミリーに振り返った。一いつ瞬しゆん零士は、弓美香に見られていると思ってしまった。

　軽く頭を振り、勘かん違ちがいを振り払はらう。その様子をエミリーが不思議そうに見た。

「どうかしたのですか？」

「いや、なんでもない。で、そっちこそなに？」

「いえ、リタの疑問に関してです」

「リタの疑問って、ああ、特別訓練みたいだってヤツか」

「そうそう、リタにはそー思えたよ。なんか狡ずるい」

　ようやく上着を着たリタが、零士とエミリーの後ろにやってきた。

「僕にもそう思えたね。もっとも、対象は一人だった気もするけど」

　忍が、ハンガーから出る扉とびらを開きながら振り返る。

「一人だって？」

「私もそう思います。主に零士、貴方あなたが対象の特別訓練だったのではと」

　エミリーの言葉に、零士は頭を搔かいた。

「いくら紗英姉が、俺の姉だっても、授業中にそんな依え怙こ贔屓ひいきはしないだろ」

「依怙贔屓とは、少し違うような」

　エミリーが小首を傾かしげる。

「そうなの？　リタにはよく分からないけど……」

「僕が思うに、レティと関係があるんじゃないかな」

　ハンガーを出て廊ろう下かを歩きながら、忍が言う。その言葉に真っ先に飛びついたのが、リタだ。

「お姉ちゃんと零士の訓練が、どう関係するの？」

「レティは、霧きり雨さめ理事長と特訓中なわけだろ」

「うん」

「元々、僕達のチームで近接戦闘担当は、レティと零士だろ」

「それがどうかしたのかよ」

　忍が言うことが分からず、零士は先を行く背中へ話しかけた。

「簡単さ。帰ってきた時、零士がレティと同等、もしくはそれより強くなっていたらどうなる？」

「霧雨理事長の判断が、間違っていたと言えますね」

　エミリーが、顎あごに手を当てて応じる。

「ザッツライ、その通りだよ」

「そうかも知れないけど、何のためにそんなことを？」

「零士、分かってないなぁ。もちろんお姉ちゃんが帰ってくるためだよ」

「そうなると、私の居場所がなくなってしまいますね」

　エミリーが苦笑する。その様子に慌てたのはリタだ。

「あ、ごめんなさい。追い出すつもりで言ったわけじゃ」

「平気です。元の形に戻る、それは確かに自然の成り行きです。それに、そうなったらなったで、学園側が私に適切な場所を与あたえてくれるはずですから」

　ニコリとエミリーが微笑みを、リタに返す。リタは、ちょっときまりが悪そうに頷うなずいた。そんなリタに苦笑しながら、忍が口を開く。

「ま、リタの意見はリタの意見として、僕はちょっと違う見方をしているけどね」

「他ほかに何か意図があるってのかよ。焦じらさないでさっさと言えよ」

　零士が先を促うながすと、忍が道どう化け師しよろしくやれやれと肩かたをすくめた。

「まったく、零士はせっかちだね。焦らされた方が、快感は大きいものだよ。世の中には、放置プレイってものまであるくらいだしね」

「お前の変態趣しゆ味みに付き合う気はないな」

「はぁぁぁぁぁぁぁ、つれない。つれない男だよ」

　態わざとらしく深いため息を吐つく。

「ま、いいか。そうだね、僕が思うにだ。理事長と学園長、そして紗英さんの仲は、決して良好ではないね。特に紗英さんは、敵意むき出しだ」

「では、叶かのう教官は霧雨理事長の目もく論ろ見みが間違っていると言うために、零士を鍛きたえたいと？」

　エミリーの言葉に、忍がその通りだと首を縦に振る。

「もっとも、それが何のためかまでは分からないけどね。単に霧雨理事長が嫌きらいなのか、それとも霧雨理事長の権力を減らしたいのか、それとも……」

　忍が、チラリと零士を見る。

「ん？」

「キミが強くなる。その事実自体が、理事長への牽けん制せいになるか。か」

「俺が？　まぁ弓美香先輩を護るために強くならないとダメだけど、それは理事長にとっても悪くないはずだろ」

「ま、そうなんだけどね。人間ってのは、色々とありそうだからさ」

　そう言うと、忍はこの話は終わったと自じ販はん機きに向かい、飲料を買ったのだった。




　　　　※　　※　　※




「そう。戦せん闘とう訓練の時間に、紗英様がそんなことを」

　放課後の、チーム特訓の時間だ。

　戦闘訓練の内容を知りたがった弓美香に、零士が説明すると目を閉じて考え込んでしまった。

「……なるほど。少々乱暴だけど、悪くはない考えね」

　目を開いた弓美香が、全員を見み渡わたす。

「紗英様に考えがあるのは確かでしょうね。でも、零士くんの特別訓練には他にも理由があるのよ。ある意味、エミリーさんは巻き込まれたとも言えるわね」

「どういうことでしょうか？」

　当事者のエミリーが真っ先に声を上げる。

「貴方達の竜鱗機プラウダーに搭とう載さいされている《竜りゆう力りよく誘ゆう導どう機》の性能の問題ね。エミリーさん、貴方は常時、《竜力誘導機》限界の七十％近くは出せるでしょ」

「はい」

「リタさんも忍さんも、同じくらいよね」

　二人が同時に頷く。

「それに対して、零士くんは三十％くらいだもの。伸のびしろが違うわ」

「……なるほど」

　かなり情けなく思いつつ、零士は納なつ得とくした。

「《竜力》出力を上げる訓練は、本来二年生でやるものだけど」

　弓美香が、そう言いながら堂々と上着を脱ぬいだ。たわわな果実が揺ゆれるが、本人は気にもとめない。

「メンバーが入れ替かわったから、チーム戦での行動を整えようと思っていたけど、エミリーさんならレティさんの動き、すぐに真似まね出来るわよね」

　ガントリーに登った弓美香が、いそいそと上着を脱ぐエミリーに声を掛ける。

「は、はい」

「いいわ。なら今日の訓練は、私が貴方達に《竜力》出力上じよう昇しようを指導してあげる。覚かく悟ごしてね」

　微笑ほほえみながらの『覚悟してね』だが、全員に地じ獄ごくの特訓を予感させるに十分過ぎる重さがある。

　そんなチームの思いを無視して、弓美香がガントリーにヒヒイロカネ製の日本刀を突つき刺さした。

　咆吼と共にガントリーの表面が割れ、無数のアームが伸びる。深く青い輝かがやきが、彼女を包み込んでいく。

《碧へき雷らい》。

　それが弓美香が駆かる竜鱗機プラウダーの銘めいだ。

　十二門の砲ほう門もんを持つ、他とは全く異なる竜鱗機プラウダーだった。

　本来竜鱗機プラウダーには特別な名前はない。零士達の竜鱗機プラウダーは三十九式と呼ばれる機体で、素体を近きん距きよ離り戦闘型（赤）、遠距離狙そ撃げき型（青）、遠距離弾だん幕まく型（黄）、防ぼう御ぎよ支し援えん型（黒）、万ばん能のう型（銀）に改修しているに過ぎない。

　だが弓美香の竜鱗機プラウダーは、彼女向けに特別にカスタマイズされたものだった。

　それは、学園でもトップランクの戦士にだけ許された特権であった。

「コニー、訓練場の様子は？」

　弓美香が尋たずねると、管制科のコニーが欠伸あくびをかみ殺して答えた。

『弓美香の割り当て区域には、誰だれもいないわよぉ。もち、使用ＯＫね」

「コニー、管制中に欠伸は感心しないわよ？」

『お姫ひめ様が朝弱いせいで、こっちは朝早いんだから。ったく』

　ブツブツと返し、また欠伸をかみ殺した。

「ごめんなさいね」

　微笑みながら答え、弓美香が竜鱗機プラウダーを浮うかせる。

「先に訓練場に上がっているわね。急いで来てちょうだい」

　そのままハッチを抜ぬけ、弓美香が飛び出していく。

「あれで巡じゆん航こう速度ですよね。やはり凄すごい」

　エミリーが自分の赤い竜鱗機プラウダーを纏まとい、同じく浮き上がり、飛び出していく。忍もリタもその後に続く。

「三人とも、十分速いと思うんだよな」

　ため息を吐きつつ、零士もまた訓練場に飛び出した。

　着陸することなく空中に、弓美香一人が四人と対たい峙じしつつ集まる。

『まずは、紗英様が零士くん達にやらせたのと同じで、全員に全開で飛んでもらうわ。外がい縁えん部を周回することは、もうコニーに許可を取ってもらっているから、みんな安心して飛んで、気絶して頂ちよう戴だいね』

　にこやかに弓美香が言う。その言葉に、零士達は思わず顔を見合わせた。正直、もっと過か酷こくな特訓が待っているものと思ったのだ。

　だが、そんな零士達に弓美香が悪戯いたずらっぽく笑う。

『安心してちょうだい。地獄の特訓は、気絶した後のお楽しみだから』

　その笑みに、全員の背筋が寒くなる。

『さ、行ってらっしゃい』

　全員頷く、飛行を始める。やはり一番速いのはエミリーだ。次いでリタ、忍と続き、最さい後こう尾びに零士が続く。

　他のチーム練習中の生徒達が奇き異いの目で見るが、気にせずに全開で飛行を続ける。

　まず気絶したのはエミリーだ。墜つい落らくした彼女を、弓美香が回収して自分達のスペースへと連れて行く。
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　リタと忍も同様だ。

「くそ、相変わらず俺が一番最後か……」

　疲つかれてきている気はする。だが、まだ目眩めまい一つ起きない。

　と、その視界に吃驚びつくりするものが入って来た。弓美香が、目を覚まして起き上がったエミリーへ攻こう撃げきを始めたのだ。

《碧雷》の象しよう徴ちようとも言える十二門の砲門が、背中で大輪の花を咲さかせる。その先せん端たんから、青い光が迸ほとばしり、一いつ斉せいにエミリーへと飛んでいく。

『ひっ⁉』

　驚おどろきの、悲鳴に近いエミリーの声が無線に響ひびく。《竜力》を空っぽにして気絶し、ようやく意識を取り戻もどしたエミリーだ。回復したとはいえ、《竜力》はほとんどない。それでも必死に竜鱗機プラウダーを飛ひ翔しようさせ、《碧雷》の閃せん光こうから逃のがれようとする。

　十二筋の中から、もっとも間かん隔かくが開いている空中に向けて飛ぶ。

　だが、弓美香は《碧雷》の閃光を途と中ちゆうで曲げることが出来るのだ。一斉に急角度で曲がり、エミリーに迫せまる。

『やられません！』

　長く重量のある槍やりの先端に斧おの刃はを二つ生やした槍鉾ハルバートを右上へ突きだした。その斧刃に閃光が突き当たる瞬しゆん間かん、槍鉾ハルバートの硬こう度どを《異則》によって上げる。表面で火花となり、一筋が散る。

　その穴へエミリーは突とつ進しんし──墜落した。

《竜力》が切れたのだ。

『エミリー⁉』

　驚いた零士へ弓美香の無線が入る。

『これが訓練よ、零士くん』

『どういうことですか？』

『繰くり返し繰り返し、《竜力》を振ふり絞しぼるのよ。それも必死になってね。やがて、自分の中からリミッターが壊こわれていくわ。同時に、戦いの中で《竜力》が途切れる時も把は握あく出来るようになるのよ。一石二鳥でしょう？』

『ら、乱暴なんですね』

『そうでもないわよ。《竜力》の出力が上がったはいいけど、使いすぎてすぐ気を失ってしまっては、かえって危ないでしょう？　だから、同時にその瞬間を把握する訓練も必要なのよ。だから零士くん、早く気を失ってね。私がいっぱい追い詰つめてあげるわ』

　嬉うれしそうに弓美香が言う。ゾワゾワとなんだか危ない快感に目が覚めてしまうような、そんな響きだ。

「いやいや、俺は別にマゾでもなんでもないし」

　怪あやしい間隔を振り払はらい、零士は更さらに集中して飛んだ。そして五分後、ようやく意識を失って墜落した。




『あら、タイミングがいいのね』

　弓美香の無線が、なんとか体を起こした零士の頭を覚かく醒せいさせた。目の前に、竜鱗機プラウダーが一機墜落してくる。

　黒い竜鱗機プラウダー、つまり忍だ。

　そう認にん識しきした瞬間、零士は殺気に顔を上げた。

　飛来するのは、青い閃光だ。

『殺すつもりはないけれど、十分怪け我がする威い力りよくだから必死に逃にげないと大変な目に遭あうわよ？』

　弓美香の、血も涙なみだもない言葉が続く。

　弓美香は普ふ段だん、零士には甘い。甘すぎるほど甘い。それでも零士には分かった。今の言葉が本当だと。

　零士が戦うと決めてしまった以上、鍛きたえるためには弓美香は鬼おににだってなる。それが、本当の優やさしさだ。

　だからこそ、零士は弓美香の厳しさもまた、真正面から受け取る覚悟があった。

　飛ぶ。

　いや、竜鱗機プラウダーが重い。

　重力制御の《異則》が、まともに稼か働どうしていない。

　視界に投とう影えいされた出力は二％だ。

《竜力》が低すぎるのだ。

　その間にも、青い閃光は間近に迫っている。

「くそっ！」

　必死に意識を集中させる。飛ぶ、そのことに意識を研とぎ澄すませる。

　浮く。ゆっくりと浮き上がり、徐じよ々じよに加速していく。

　だが、そんな零士を取り囲むように閃光が迫ってくる。

　速度は閃光が上だ。逃げ切ることなんて出来ない。かといって、エミリーのように武器を硬こう化かさせて弾はじくような芸当をするだけの《竜力》は、今の零士にはない。

「いや……」

　零士は飛行《異則》を切り、地面に落下した。もちろん、墜落を装よそおうのではない。

　ヒヒイロカネ製の日本刀を硬化させる。

　閃光が飛来する。一筋を、刀身で弾いた。

　息つく暇ひまも無く、次が来る。それもまた弾く。

　頭上に迫る閃光を突き刺し、先端で弾く。

　そのまま左に迫った閃光に、刀身を当てた。青白い火花が散る。

　次の瞬間、目眩が襲おそった。

　それでも刀を、体を捻ひねりながら背後へ回し、弾いた。いや、弾かれた。刀が勢いに押され、跳はねる。更に当たった閃光が死なず、そのまま突き進んでくる。

　硬化の《異則》が、もう解除されていた。

　閃光が刺さってくるのを見ながら、零士の意識は途絶えていった。




「間かん一いつ髪ぱつだったわね」

　弓美香は、思わず額の汗あせを拭ぬぐった。

　零士に自分のレイジキャノンが突き刺さる瞬間、消失させることがなんとか出来たのだ。

　レイジキャノンは、《竜りゆう力りよく》による直接射撃攻撃だ。意志の力で弓美香は、それをコントロールすることが出来る。数度曲げることも、消失させることもだ。

　にしても、今のは本当に危なかった。

　弓美香にしても、零士がまさか地上で十二の閃光を全すべて弾き返そうとするとは思いもしなかったのだ。

　いや、二年での練習でもそんなことをする生徒はいない。

　三年の練習を見たことがあるが、その中にもいなかった。

「やっぱり零士くんは、頼たのもしいわね」

　嬉しくなって笑った弓美香の視界に、リタが動き出すのが見えた。視界に投影されている管制科からの情報にも、リタの《竜力》が竜鱗機プラウダーに注ぎ込まれていくのが分かる。

「三回目ね」

　息を整え意識を集中させ照準を合わせると、弓美香はまたレイジキャノンを放ったのだった。




　　　　※　　※　　※




「つ、疲れ切ったよ……」

　ハンガーで竜鱗機プラウダーを脱ぬいだ忍が、ガントリーから降りてその場にへたりこんだ。蒼そう白はくな顔で、心なしか頰ほおがこけているような気がする。

　もっとも零士は更に酷ひどく、ガントリーの上に座り込んでいた。

「なんだろう、この……なんというか、命そのものが尽つき果ててるような疲れ具合は」

「大おお袈げ裟さね、零士くん」

　平然とした顔で上着を着た弓美香が、ハンガーの中を見み渡わたした。

「もっとも、みんな同じ意見のようだけど」

　言葉ではなく、みんな頭を僅わずかに下げて同意を示す。その様子に軽く苦く笑しようしながら、弓美香が死し刑けい宣告を口にした。

「当たり前だけれど、一度や二度で出力が上がったりはしないらしいから、当分はこの訓練を続けるわよ」

　聞いた瞬間、忍とリタがその場に突つっ伏ぷした。零士には、その元気もない。エミリーだけが、何とか頷うなずく。

「言ったでしょう。覚かく悟ごするようにって」

　そうは言いましたけど、まさかこれが毎日のように続くとは思いもしなかった。そう文句を言いたくなってしまう。強くなるために覚悟を決めている零士ですら、そう思うほどに疲れ切って苦しいのだ。

「それとも、明日あしたからは普通の訓練にする？」

　弓美香が囁ささやいた。その誘さそいに、突っ伏したままの忍がフルフルと手を挙げる。だが弓美香が見ているのは、零士だ。

　忍が挙げた手は、虚むなしく震ふるえるだけだ。

　零士は弓美香を見返した。

　右手をガントリーに突き、よろよろと立ち上がろうとした。生まれたての仔馬のように覚おぼ束つかないながらも、なんとか立ち上がる。

　だって、弓美香は零士の封ふう印いん解除の際には、限界まで《竜力》を出力しているのだ。現に、一度気絶させてしまっている。

　彼女に苦しい思いをさせたのは零士だ。なのに、今ここで自分が楽な道に逃げるわけにはいかなかった。

　膝ひざが笑う。それでも二本の足だけで立ち、零士は弓美香に告げた。

「あ、明日からもお願いします」

　その言葉に、忍の手がぱたりと落ち、弓美香がニコリと笑った。

「ええ、零士くんならそう言うと思っていたわ。頑がん張ばりましょうね」

「はい」

「なら、私はシャワーを浴びてくるわね。みんなも、シャワーで汗を流した方がいいわよ。風邪かぜを引いてしまうから」

　弓美香がリタの傍かたわらに膝を突き、肩かたを貸す。エミリーがよろよろと刀を杖つえとして、その後に続いていった。

　彼女達が、いや弓美香がシャワールームに入った瞬間、零士は再び座り込んだ。

「零士……」

　突っ伏したままの忍が、声を震わせる。

「なんだよ」

「キミの見み栄えのせいで死ぬこの僕に、ジュースの一本くらいは奢おごってくれるんだろうね」

「一本でいいなら、お安い御ご用ようだよ」

　あっさり答えてしまったほどに、疲つかれ切っている零士だった。




　　　　※　　※　　※




　空が血に染まっていく。

　母親から自分の父親の最さい期ごを聞いた後に見た空と、驚おどろくほどに似ていた。日本の空にしては珍めずらしく雲一つなく、湿しつ気けもなく、ただ抜ぬけるような青が、真っ赤な血へとグラデーションを伴ともなって染まっていくのだ。

「なんだ、寝ねるにはまだ早いぜ」

　瓦が礫れきの中で仰あお向むけに転がっていたレティシアを、降りてきた獣吾がのぞき込んだ。

「動けないだけです」

　実際、頭を動かす気力も湧わかない。ただ瞳ひとみだけを獣吾に向けて、レティシアは言った。

「どうやら、また綺き麗れいさっぱり《竜力》は使い切ったらしいな」

「ええ」

「知ってるか？」

「何をですか」

「人間はな、《竜力》を使い切ったら気を失うもんなんだぜ？」

　竜鱗機プラウダーとはどこか違ちがう。もっと簡素ですっきりとした何かを纏まとった獣吾が、レティシアの脇わきに腰こし掛かけた。

　レティシアは昨日の夜、日本の地方にある、竜に壊かい滅めつされ放ほう棄きした都市に連れてこられ、ずっと獣吾と手合わせをしてきた。

　ハッキリ言って、太刀たち打うち出来ない。

　赤子が大人にあしらわれるようなものだった。倒たおれ伏ふしても攻こう撃げきはやまず、必死に抵てい抗こうを続けている内に《竜力》が尽きて動けなくなるのだ。

　そうなると初めて、獣吾は攻撃する手を休めた。

　一いつ睡すいもせずに続けられているこの訓練で、レティシアの精神も体力も全てが限界に近づきつつあった。

　もう自分が死んでいるかのような錯さつ覚かくすら憶おぼえる。

「だがお前は意識がある。何故なぜか分かるか？」

　同じく寝ていないはずなのに、まだまだ余よ裕ゆうたっぷりに獣吾が話を続ける。

「分かりません」

「《竜力》が尽きてねぇからだ」

「言っていることが、矛む盾じゆんします」

「そうかい？　《竜因子》が一つって誰だれが決めたよ。お前が二つ持ってたって、悪かねぇだろ」

　レティシアの頭に父親の存在が浮うかんだ。

「やっぱりな。お前は知ってるわけだ。ってことは、あれか」

「なんですか」

　レティシアは、頭を動かした。獣吾を睨にらむ。視線に殺気が自然と纏まとわり付いてしまう。

「やはりな。お前の復ふく讐しゆうってのは、そういうことか。ま、いいだろう。お前が竜を殺す意志を持っている限り、俺は強くしてやるよ」

「…………」

　レティシアは、ゆっくりと立ち上がった。分からないことは多い。ただ、父親を殺した人間と、そう仕向けた竜族を殺す。そのことだけは分かっていた。

　そして、レティシアにはそれで十分だった。

「レティシア・ベラスケス。お前を覚かく醒せいさせてやるよ」

　笑う獣吾の首に双刀を叩たたきつけ──レティシアは、再び空高く弾はじき飛ばされたのだった。







　三章







「既すでに準備は万ばん端たんですが」

　ホテルの一室でライオットが、ソファに身を沈しずめた真しん一いち郎ろうの顔を見た。ライオットの表情に不信はない。だが、不ふ審しんはあるようだ。

「分からないか？」

「申し訳ありません」

　真一郎の問いに、ライオットが心底申し訳なさそうに頭を下げた。主人の意図が理解出来ていない、その事実がライオットを責めるようだ。

「でも、教えてくれなきゃ分からないよねー」

　明あきらの言葉に虎とらが「ねー」と頷く。その様子を、平ひら野のがやや怯おびえながら眺ながめていた。明と虎の姉し妹まいが何か言うたびに痛めつけられて、平野はすっかり双ふた子ごの姉妹に隷れい属ぞくしてしまっている。

　情けない男だが、それはそれで使い道がある。序列下位とはいえ七本槍やりに抜ばつ擢てきされた男だ、強さもそこらの兵士よりは遥はるかに上なのだ。

「真一郎様？」

　ライオットの言葉に、真一郎はトマトジュースを飲み干した。酒は、十一年前の戦いから一いつ切さい断たっている。

「何のために、日本を離はなれてアメリカ大陸まで来たか考えてみろ」

「ベイオウルフですか？」

「そうだ」

「しかし、今いま頃ごろベイオウルフと話すことなどないと思われますが」

「そうでもない。あれはあれで、使い道がある。たとえ、この十一年で腐くさりきっていたとしてもな」

　ベイオウルフ。《屠と竜りゆう戦せん争そう》に際し、竜と戦うために人類が結成した国際組織対竜同盟機関である。常設の軍を持ち、世界を連れん携けいさせる国際機関としての地位を確立している。

　ただ、軍も各国の軍の出向であり、今では国家間の利害が衝しよう突とつする組織と成り果てていた。

「でもでもー、あの連中って竜りゆう槍そう師団の下したっ端ぱにも敵かなわないしなー」

「なー」

　明の言葉に、虎が頷うなずく。

「戦せん闘とう力など期待するものか。政治だ」

　真一郎が苦く笑しようしたと同時に、インターフォンが鳴る。

「ザハールのヤツ、ようやく来たか」

　真一郎は、インターフォンの対応に出たライオットを見つつ呟つぶやいた。彼が手塩に掛かけて育てたこの戦士ならば、竜りゆう倒とう五将の紗さ英えと存外良い勝負をするかも知れない。そう思わせる、隙すきの無い足取りだった。




　　　　※　　※　　※




　レティシアがチームを離れてから、一週間が経たっていた。

　翌日から毎日、零れい士じ達は弓ゆ美み香かによる地じ獄ごくの特訓を受けている。本来ならば二年生が行う《竜力》出力上じよう昇しようの特訓は、終わるたびに体が動かなくなるほどハードなものだった。

　おかげで零士達は放課後の特訓後、夕飯を食べるとすぐに泥どろのように眠ねむる生活が続いていた。

　おかげで零士も忍しのぶもリタも、一いつ般ぱん授業の宿題は目も当てられない状じよう況きようだ。もっともエミリーだけは、その日の休み時間を利用してこなしているようだが……。

「で、何の用だと思う？」

　昼休みの廊ろう下かを、急きゆう遽きよ呼び出された学園長室へ進みながら忍が零士を見た。

「俺に言うなよ。今度こそ、忍が何かやらかしたんじゃないのか？」

「失礼だね。僕に、そんな余裕がなかったのはキミも周知の通りだろう」

「だよなぁ」

　頷くしかない。

「リタも分からないけど、もしかしてエミリーも理事長に取られちゃうとかだったらどうしよう」

　心配そうに見たリタに、エミリーが微笑ほほえんだ。

「そんなことはないかと思いますよ」

「ならいいけど……」

　最初はリタが一方的に八つ当たりしていたが、随ずい分ぶんとこの二人も仲良くなっていた。

「何か任務かも知れないわね」

　弓美香が、顎あごに人差し指を当てた。

　学園では、何かしらの問題が起きた場合に各チームへ任務が与あたえられることがある。実際、竜槍師団のスパイだった平野の拘こう束そくを任務として受けたこともあった。

「確かに、弓美香先せん輩ぱいの言う通りかも。だとしたら、どんな任務だろう」

　首を傾かしげた零士に、弓美香が肩かたをすくめる。

「悩なやんでも仕方ないわ、零士くん。まずは話を聞きましょう。それから悩んでも、遅おそくはないでしょう？」

「そうですね」

　零士が頷くと、弓美香の顔が綻ほころんだ。この美しい花が、戦闘では無類の強さを誇ほこるとはとても思えない。だが実際に、戦闘時にはまるで鋭えい利りな日本刀のように研とぎ澄すまされ、敵を斬きり捨てていく。

「どうかしたの？」

　弓美香が不思議そうに零士を見た。

「いえ、なんでもありません」

　まさか弓美香の美しさに見とれていたとは言えず、零士は思わず誤ご魔ま化かした。すると、プクーと弓美香が頰ほおを膨ふくらませて河豚ふぐになった。

「私には言えない隠かくし事ごとなんだ……」

「か、隠し事ってそんな大おお袈げ裟さな」

「ふんだっ」

　プイッと顎を上げて、子供のようにそっぽを向いてしまう。

　普ふ段だんの凜りんとした姿からはおよそ信じられない姿を、弓美香は零士に対してだけは見せてくれる。

　そのことが誇らしく、嬉うれしく、だからこそもっともっと強くなって彼女を護まもりたい。そう思う零士だった。

「…………弓美香先輩、零士。もう着きます」

　エミリーが、ジロリと見てくる。その視線に弓美香が、いつもの笑顔を向けた。

「では、入りましょうか」

　弓美香がノックをすると、学園長のクラヒメから許可が即そく座ざに下りた。

　扉とびらを開け中に入り、零士達は全員驚おどろきのあまり硬こう直ちよくしてしまった。

　そこに──レティシアが居たのだ。

「お姉ちゃんっ！」

　喜びの声と共にリタが走り出した。

「リタか」

　呟くように言ったレティシアが、ゆっくりと振ふり返る。飛びつこうとしていたリタが、急に足を止めた。間近で姉の姿を慎しん重ちように見回し、探さぐるように聞いた。

「お姉ちゃん……だよね？」

「そうだ。レティシア・ベラスケス。お前の姉だ」

「う、うん。あの、お帰りなさい」

「ああ、ただいま」

　短く返すと、レティシアはすぐに体の向きをクラヒメに戻もどしてしまう。

「では、アタシは模も擬ぎ戦に備えて食事に行きます」

「うむ。じゃが、姉妹の再会はもうよいのか？」

　やや戸と惑まどいながらクラヒメが聞き返した。

「構いません。たかが一週間ですし、そもそもこれから戦う敵ですから」

「て、敵っ⁉」

　背後のリタが驚くが、レティシアは反応をしない。

「やれやれ、分かった。お主は下がるがよい。弓美香のチームには儂わしから伝えておこう」

「はい」

　これ以上ないくらい無む駄だのない短い返答をして、レティシアは振り返った。そのままリタに声を掛けるわけでもなく、まして零士達には何の興味も示さずに、学園長室を出て行ってしまった。
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「レティ、だよね？」

　忍が思わず口にした疑問は、零士も思ったものだ。

「間ま違ちがいなく、お姉ちゃんだよ。でも、どこか違うの……」

　辛つらそうな顔で、リタが答える。そんなリタの頭に弓美香は優やさしく手を置いてから、獣吾を睨にらんだ。

「獣吾小父おじ様、何をなさったのですか」

「おいおい、そんな怖こわい顔をしなさんな。俺は、レティシアを鍛きたえてやっただけだぜ？」

　獣吾がおどけた。それを聞いたクラヒメを挟はさんで立っていた紗英が吐はき捨てる。

「噓うそつけ、クソオヤジ」

「あ[image: あ゛]？」

　獣吾が横目で睨んだ。だが紗英は、獣吾を一切見ることなく答える。

「鍛えたんじゃなくて、心を壊こわしたんだろ」

「人聞きの悪いこと言うんじゃねぇよ。自分の力を摑つかむためには、吹ふっ切る必要がある時だってあるってことだ」

「お主ら、そこまでにせい」

　クラヒメがうんざりとして言う。そして二人の反応を待たずに、零士達を見た。

「安心せい。レティシアはレティシアじゃ。今は、そうじゃな。この獣吾によっておかしなモチベーションになっておるだけじゃ」

「おかしなモチベーションって、あのな」

　獣吾が抗こう議ぎするが、クラヒメには聞く耳がないようで、無視して零士に声を掛ける。

「零士。お主も覚えがあるであろう？」

「俺ですか？」

　思わず自分の顔を指差してしまった。

「そうじゃ。獣吾による洗脳とでも言うべきかの」

「あ、ああ……」

　それは洗脳というよりも刷り込みに近いかも知れない。獣吾によって『人を捨てて護れ。それが叶かのう零士の宿命だ』と、散々に聞かされた。

　そして実際に戦っている時にも囁ささやかれた。その結果として零士は暴走し、クラヒメの《異則》を得た弓美香によって救われたのだ。

「じゃから、そう心配するでない。切っ掛けがあれば、すぐに元のレティシアに戻るであろうよ」

「仕し込こんだ時間は短いが、レティシアは自信作だぜ？　そう上手うまくはいかねぇよ」

　獣吾のその言葉に、リタが目を吊つり上げた。その肩に弓美香がそっと手を置き、落ち着かせる。リタが息を吐き力を抜ぬいたことを確かく認にんしてから、弓美香はクラヒメに尋たずねる。

「クラヒメ様、私達が呼ばれたことと、その切っ掛けに関係があるのではないですか」

「うむ。その通りじゃ」

「と仰おつしやると？」

「今日の放課後、レティシアと模擬戦を行ってもらう」

　零士は思わず目を丸くしてしまった。レティシアは帰ってきたばかりなのだ。しかも、自分達とレティシアは元々同じチームなのだ。いや、妹のリタだっている。

　そのリタは、呆ぼう然ぜんとしてしまっている。

「意図をお聞きしてもよろしいですか？」

　弓美香が零士達の疑問を代表するように、言葉を紡つむいだ。

「簡単な話だ」

　クラヒメではなく獣吾が答える。

「実力だよ。一年生の中じゃ、何度か実戦を経験している弓美香のチームが一番だからな。他ほかの連中じゃ、今のレティシアの腕うで試だめしにはならねぇんだよ」

「それだけですか？」

「ああ、それだけだ。弓美香、お前もいるしな。レティシアの力を見るには、ま、ちょうど良いってことだな」

　弓美香が獣吾を見み据すえる。数秒ほどそうしてから、深いため息を吐ついた。

「クラヒメ様。これは決定なのですね？」

「そうじゃ。儂はむしろ肯こう定てい的に考えておるがな。切っ掛かけになればよいとな」

「なるほど」

　クラヒメの言葉に、弓美香は頷うなずいた。

「果たして、そう上手くいきやがるかな」

　そう笑う獣吾を無視して、弓美香はクラヒメに提案を投げる。

「午後の授業ですが、欠席してもいいでしょうか？」

「ふむ。模擬戦に備えるというわけか」

「ええ。こんなに早く模擬戦が行われるとは思いませんでしたから、まだあまりチーム行動の練習が出来ていないもので」

「じゃが竜鱗機プラウダーの使用は出来ぬぞ。午後には午後で戦せん闘とう訓練があるし、整備科も管制科もそう暇ひまではない」

「分かっていますわ。机き上じようで十分です。私のチームは、みな優ゆう秀しゆうですから」

「分かったのじゃ。では、模擬戦に向けて十分に準備するがよい」

「ありがとうございます」

　クラヒメに頭を下げ、弓美香が一歩下がった。そして、身を翻ひるがえして学園長室の出口へ歩いて行く。その背中に、カルガモの雛ひなのように零士達は慌あわてて続いたのだった。
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「腹が減っては戦いくさが出来ぬって言うでしょう？　まずは、腹ごしらえをしましょう」

　弓美香の提案で、零士達は学園長室から直接食堂へ赴おもむいた。零士達が普段から使っているテーブルへ行くと、そこにはレティシアがいつも通り大量の食事と共にいた。

　既すでに昼休みも三分の二は終わり、空席が目立っているにも拘かかわらず、レティシアはいつも通りのテーブルに座っていたのだ。

「貴様達か」

　ガツガツと食べていたカツカレーから、レティシアが視線を外し零士達を見上げる。

「ああ、同席していいよな」

　零士が言うと、レティシアは何も答えずにまた食べ始めてしまう。

「文句がないってことは、ＯＫってことじゃないかな」

　忍が苦く笑しようした。一いつ瞬しゆん戸と惑まどったものの、零士は忍の判断に従ってレティシアの隣となりに座った。彼女を挟んで逆側にはリタが座る。

「エミリーさん、私の隣にどうぞ」

　零士の隣に座った弓美香が自分の横に、エミリーを誘さそった。

　結局、忍は最後となってエミリーとリタの間に座る。

　その間も、レティシアはただカツカレーを食べ続けて何も言わない。スプーンを動かす以外の行動といえば、コップに手を伸のばして水を飲むくらいだ。

「あのさ、レティ」

「お姉ちゃん？」

　零士とリタが話しかけても、見向きもしない。一心不乱に食べている。

「理事長との特訓は、よっぽど粗そ食しよくだったんじゃないかな」

　呆あきれた様子で忍が言うと、レティシアが一瞬動きを止めた。そしてカツを頰ほお張ばり咀そ嚼しやくし、ようやく顔を上げて忍を睨んだ。

「な、なんだい？」

「思い出させるな」

「それは、その、申し訳ないね」

「それから言っておく」

　一口カレーを頰張り、レティシアがみんなを見回した。

「模擬とはいえ戦闘だ。つまり、今現在アタシにとってお前達は敵だ。仲良く話す気はない」

「でもお姉ちゃん、特訓中どうしてたかリタ知りたいよ」

　リタがすがるが、レティシアはにべもなく返す。

「教える気はない」

　再びカツカレーに集中し、一気に平らげ、そして立ち上がった。

「放課後の模も擬ぎ戦で、アタシが正しかったことを教えてやる」

　レティシアは、ただそう言い置いて零士達の側そばから離はなれていった。

「八つほどお皿が重なっていたってことは、何を食べたかは知らないけど、八人前を平らげたのか。レティの胃い袋ぶくろもパワーアップしているみたいだね」

　軽く口笛を吹いた後、忍が感かん嘆たんした。その様子に、零士は思わず眉まゆをひそめてしまう。

「忍、今、気にするのはそこか？」

「しかし、尋じん常じようじゃないよ。僕にはとても無理だね」

「確かに八人前とか普ふ通つうは無理だけどさ。サラダとかあったかもしれない……じゃなくてだっ」

「ま、気にしたって仕方ないよ。少なくとも模擬戦が終わるまで、今の僕達に出来ることはないだろ。違うかい？」

「それは、確かにそうかもしれないけど」

「うんっ。そうだね。まずは、模擬戦だよ。模擬戦が終われば、いつものお姉ちゃんに戻もどってくれる。リタともちゃんとお話ししてくれるはずだよっ」

　リタが、いきなり大声を出した。まるで自分に言い聞かせるように、一気にまくし立てると、彼女が注文したハンバーグを勢いよく食べ始める。

「な、リタの姿勢が今は正解ってことさ」

　忍の言葉に、エミリーが頷いた。ただ弓美香だけが、何やら難しい顔をしている。

「弓美香先せん輩ぱい？」

「え、なに？　零士くん」

「いや、なんだか考え込んでいるようなんで。レティのことで、何か気になったことでもあるんですか？」

　零士が言うと、他のみんなも一いつ斉せいに食べるのを止やめて弓美香を見た。視線を一身に受けた弓美香が、ちょっと困った笑えみを浮うかべる。

「特に何がってことはないのよ。そうね、私も忍さんと同じで、レティさんの食事量がちょっと気になっちゃっただけなのよ」

　何やら弁解がましい響ひびきだ。

「さてと、私もカレーうどんが冷めてしまうし、急いで食べなくっちゃね」

　話はここでお終しまいと、弓美香が割り箸ばしを割った。零士は、どこか釈しやく然ぜんとしないものを感じつつも仕方ないと、自分の牛ぎゆう丼どんに取りかかり、はたと気が付いた。

　慌てて顔を上げて弓美香を呼ぶ。

「弓美香先輩──遅おそかったか」

「ふえ？」

　うどんを啜すするのを止めて、弓美香が不思議そうな顔で零士を見る。そのままチュルンとうどんを吸い、飲み込む。

「そんなに慌ててどうしたの？　何かあったのかしら？」

「先輩、カレーうどんだけは慌てて食べちゃいけません」

「え？」

「制服にカレーが飛び散ってますよ」

「……………………ああっ⁉」

　黄色い無数の点が、弓美香の制服に出来上がっていたのだった。
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　夜もかなり深くなった頃ころだ。だれることなく立つ警備兵達が、一斉に敬礼をしてくる。ザハールは扉とびらの前で立ち止まり、同じく敬礼を返した。

　四十歳で中将となりベイオウルフの参さん謀ぼう長ちようとなったことになっているが、どうにも敬礼という習しゆう慣かんは慣れない。

　それでもザハールは自分がしっかりと軍人を演じられていると思っていた。百七十センチ半ばのスリムな体に、しっかりと軍服を着こなしている。

　少なくとも、この扉の奥にいる肥満体よりは、軍人らしいはずだ。

「私が来ることは伝わっているね？」

　ザハールが確認すると、

「承知しております」

　警備兵の一人がしっかりと答える。

　ベイオウルフの上層部は腐くさりきっているが、末まつ端たんの兵士はまだまだ侮あなどりがたい士気を保っていると言えるだろう。

　臆おくすることなくしっかりと、ザハールの体をチェックしてくる。眼鏡めがねもしっかりとチェックしてくる。

「もういいですか？」

　眼鏡をかけ直し、ザハールは尋たずねた。

「失礼致いたしました。問題ありません」

　警備兵が扉を開ける。

　ザハールは、特に急ぐわけでもなく普段通りに部屋に入った。その背後で扉が再び閉しまり、施せ錠じようされる。

　その音に部屋の主あるじが慌てて立ち上がった。次いで、深々と頭を下げてくる。

　部屋といってもただの部屋ではない。対たい竜りゆう同盟ベイオウルフのトップに君臨する元げん帥すいの部屋なのだ。

　つまり、この部屋の主はベイオウルフの元帥ということになる。

「ボーマン元帥。そのようなことをされては困ります」

　本当に困りながら、ザハールは下がり続けている老人の頭頂部を見た。

「で、ですが」

　声を震ふるわせる。その反応に、ザハールは心底困った。今この場に困るだけではなく、この老人の能力にも困ってしまったのだ。

　今後のことを考えれば、早めに差し替かえるべきかも知れない。

　といっても、今は仕方ない。

　ザハールは、なるべくそっと声を潜ひそめて指し摘てきした。

「元帥、私は参謀長であり、貴方あなたが上司だ。少なくとも、このベイオウルフの制服を着ている間は、そういうことにしませんか。その方が、私も動きやすいのですよ」

　ザハールの提案に、ボーマンが恐おそる恐る顔を上げる。

「どうすればよろしいので」

「簡単な話です。世の理ことわりを知る前の貴方を演じていただければ、それでよいのです。分かりますか？」

「は、はい」

　やや逡しゆん巡じゆんを見せたが、素す直なおにボーマンが元帥椅い子すに腰こし掛かけた。態わざとらしく葉巻を取り、火を点つけ、尊大なフリをする。

　罵ば声せいの一つでも投げたい三文役者ぶりだが、この老人には何かを期待してはいけないのだろう。まあ、こんな演技でもそこかしこにあるであろう盗とう聴ちよう器きの先を騙だますことは出来るだろう。にしても酷ひどい演技だと、聞こえないように小さくため息を吐ついてから、ザハールはコンソールに手を伸ばした。

　幾いくつかの認にん証しようを受けた後に、資料を展開する。そして、聞かれてもいいように声を大きくして言う。

「既すでに世界中に竜が潜せん伏ぷくしていることが分かりました。これが、その潜伏位置で、こちらがその証しよう拠こをまとめた資料となります」

　ボーマンからは特に何の反応も返ってこない。

　せめてここは、下手な演技でもいいから驚おどろき慌あわてて欲しいところだ。

「驚くべき事態です。私などはこれを知り、暫しばらく呆ぼう然ぜんとしてしまったくらいです」

　チラリとボーマンを見る。いや、見続ける。すると、ようやく理解したのか慌てて葉巻を消し始めた。

「あ、いや、うむ。私も驚きのあまり、声を失っていたようだ」

「そうでしょうそうでしょう。それほどに、これは驚くべき事実です。先の戦争から十一年、我々はこの世界に再び竜が来らい襲しゆうすることなど、建前は別として、本音ではあり得ないことだと判断してきました」

「その通りだ」

「しかし、クシナダ財団だけは別です。建たけ速はや学がく園えんを設立し、竜と戦う人材を育成し続けています」

「その通りだ」

「そして何より、竜倒五将の協力は不可欠でしょう。聞けば、建速学園には新たに叶紗英も参加したとか。これであの学園には五将中三人が揃そろったことになります。竜の存在に対処するためには、建速学園との連れん携けいが必ひつ須すと考えますが、如何いかがでしょうか」

「その通りだ」

　捻ひねりも何もない答えが三度続き、ザハールは流石さすがにこめかみを押さえた。

「では、元帥の名で協議を持ちかけてもよろしいでしょうか？」

「その通り──あ、いや、はい」

　四度続けかけて、ボーマンが慌てて言い直す。もっとも、言い直した言葉も酷いものだ。

「はいって……」

「いやいや、うむ。それでいい」

「分かりました。ですが、一いつ般ぱんにはまだ決して知られてはなりませんので、極ごく秘ひ協議としますが構いませんね？」

「うむ。それでいい」

「分かりました。場所は、互たがいの中間距きよ離り、太平洋上のどこかを見み繕つくろい、取り急ぎセッティングします。元帥にはお手数ですが、現地へ飛んでいただきますので」

「うむ。それでいい」

　その答えにザハールは、もう隠かくすことなく大きくため息を吐いたのだった。
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　ベイオウルフ本部でザハールが大きくため息を吐いた頃、建速学園では放課後となり模擬戦が行われようとしていた。

　特に情報を流したわけではないが、三年生達が使う訓練場の客席にはちらほらと生徒達の姿がある。

　その視線を受けながら、零士達は竜鱗機プラウダーを装着した状じよう況きようで整列していた。

『入場禁止ではないんですね』

　エミリーが、何とも言えない声を出した。

『おや、エミリーは見られるのが嫌きらいなのかい？』

　忍の問いに、エミリーが首を左右に振ふる。

『好きでも嫌いでもありません。ですが、今回の相手はレティシア一人の変則戦ですから。正直、あまり他人に見せたくはない戦いになるかと思いまして』

『確かにね。僕も、女の子一人をよってたかって虐いじめるって図は、好感度が下がりそうで乗り気がしないよ』

　忍が頷うなずく。そんな二人の会話を聞いていた弓美香が、前を見たまま口を開いた。

『二人とも、慢まん心しんしないように。獣吾小父おじ様が自信たっぷりに送り出してくる以上、五対一でも勝機はあると踏ふんでいるってことよ』

『しかし、そうは言っても、五ご鱗りんである弓美香先せん輩ぱいまでこっちにはいるんですよ？』

『忍さん。向こうはそれすらも織り込み済みで向かってくるのよ。いい、これは全員に言うことだけど』

　弓美香が、《碧へき雷らい》の深い青を輝かがやかせながら一人一人の顔を見る。

『絶対に手を抜ぬかないように。友達だから、お姉さんだから、みんなに色々な思いがあることは知ってるわ。でも、絶対に手を抜いてはだめよ。本気でぶつかりなさい』

　ひしひしと弓美香の決意が伝わってくる。

『少しでも手を抜けば、それは即そく座ざに私達の敗北に繫つながるわ。そして、それは獣吾小父様によってレティさんが、今のまま変えられていくことに繫がる。分かるわね？』

　弓美香の指摘に、零士を含ふくめ四人が息を吞のんだ。

　その通りだった。ここで負ければ、獣吾のやり方が正しいと証明されたも同じなのだ。絶対に勝たなくてはならない。

　妹のリタすら無視するようになったレティシアは、やっぱり零士はおかしいと思う。そして零士自身の経験と感覚として、獣吾はやはりどこか疑わしい。獣吾に従うことは、レティシアにとって危ないことだと思えるのだ。

『うん。みんな分かってくれたわね』

　一人一人の目を見た弓美香が、微笑ほほえむ。

『では、そろそろ時間だし、フォーメーションを組みましょうか』

　弓美香の合図で、全員飛び始める。

　と、弓美香が零士の側そばに寄ってきた。

『弓美香先輩？』

『零士くん。レティさんのことを、よおく見るのよ』

『え？』

『零士くんにとっても、もしかしたら他人ひと事ごとではないかも知れないのだからね』

　それだけ告げると、零士が問い返す間もなく弓美香は自分のポジションへと飛んでいってしまう。

『何をヒソヒソ話してたんだい？』

　零士とエミリーの後方に位置取りした忍が、好こう奇き心しん──いや野や次じ馬うま根こん性じようを隠そうともせず聞いてきた。

『いや、よく分からない話だったな』

『ほう、隠すなんて怪あやしいね』

『隠してないって』

『いやいや。ねぇ、聞き耳を立ててるエミリーだって知りたいだろう？』

『えっ、わ、私は別に』

　慌てた様子でエミリーが、姿勢を正した。確かに、やや斜ななめになってこちらに耳を傾かたむけていたのだ。

『ったく、二人とも……。いいから、今は模も擬ぎ戦に集中するぞ』

　零士の言葉にばつが悪そうにエミリーが頷いた時だ。

　前方に赤い竜鱗機プラウダー──レティシアが姿を現した。五対一だというのに堂々と、空中に静止している。自然体というよりも、どこか余よ裕ゆうすら感じさせるたたずまいだ。

『こちらはいつでもいい』

　レティシアからの無線が入る。チームのチャンネルを知っているはずだが、学園共通のチャンネルを使ってくる。

『ふむ。では、そろそろ始めるとするかの』

　クラヒメが、訓練場脇わきでスクッと立ち上がった。

『攻こう撃げきの可否は管制科が全すべて執とり行う。また勝敗には遺い恨こんは無用、よいな？』

　クラヒメの確認を全員が承しよう諾だくする。

　それを聞いたクラヒメが、片手を上げた。

『では模擬戦を始める！』

　言葉と共に片手を下ろす。

　瞬しゆん間かん、零士は右斜め上へ飛び、エミリーは左斜め下へと飛んだ。人の視界は、単純な上下左右よりも斜めに弱い。レティシアがその動きに気を取られた瞬間、忍の背後に隠れたままのリタが、誘ゆう導どう弾だんを一いつ斉せいに撃うち放つ。

『ハッ！』

　短い気合いと共に、レティシアが動く。

『速いっ⁉』

　エミリーが叫さけんだ。

　槍鉾ハルバートと双刀シヤムシールが、甲かん高だかい音と共に嚙かみ合う。

『背中ががら空きだよ！』

　リタの誘導弾が、レティシアの背中へと角度を変える。

　エミリーと押し合うその背中に、誘導弾が直撃するはずだ。あっけない勝負に、零士は思わず力が抜けそうになった。

『油断しない！　まだよ！』

　弓美香の叱しつ咤たが飛んだ。

『え？』

　驚き、零士は目を瞬まばたかせた。

　レティシアが動き出した。エミリーと刃やいばを交えたまま、押し込んでいく。それも徐じよ々じよにではない、一気に、まるでエミリーなどいないかのように速度を上げる。

『こんな、馬ば鹿かなことってっ』

　エミリーの苦しげな声が無線に入った。

『何をしてるの、零士くんっ。後を追う！』

『は、はいっ！』

　弓美香の指示が、思わず呆ぼう然ぜんとしていた零士を解かい凍とうした。慌あわてて、二人を追う。だが、距離は離はなれていく一方だ。

「ハァァァァァッ！」

　レティシアの気合いが、訓練場に響ひびいた。

『キャァァァァァァッ⁉』

　エミリーの悲鳴だ。同時に、エミリーが地面に叩たたきつけられる。激しい土つち煙けむりが上がり、その中へ誘導弾が突つっ込んだ。

『エミリー機、撃げき墜ついしたわ』

　管制科のコニーの判定が無線へ聞こえて来た。

『撃墜理由は、味方の誘導弾ね。レティは、あの土煙の中でほぼ全ての誘導弾をエミリーに叩きつけたみたいね』

　驚おどろいた一同に、弓美香の叱咤が再び飛んだ。

『集中してっ。来るわよ！』

　その言葉通り、土煙を突き抜けてレティシアがまっすぐに向かってくる。

『くそっ！』

　万ばん能のう型である零士の竜鱗機プラウダーには、射撃型と同じくレイジキャノンが一門備え付けられている。

《竜りゆう力りよく》を集中させ、照準を定める。

　まっすぐに突き進んでくる赤い弾丸に、零士はレイジキャノンを放った。

《竜力》による直接射撃攻撃である光が、レティシアに襲おそい掛かかる。同時に、弓美香が放ったと思われる十二筋の閃せん光こうもまた、斜め上から襲い掛かった。

　レティシアが、右手の刀を振り零士の光を弾はじく。

　更さらに速度を上げ、弓美香が狙ねらった着弾ポイントよりも先に進んでしまう。慌てて弓美香が、閃光を曲げてレティシアを追わせる。

　だが、もう零士の目の前にレティシアは迫せまっている。

『またこの形かよっ』

　一週間前の訓練が零士の頭に過よぎった。今日と同じように、真正面から突とつ進しんしてきたレティシアに零士は勝ったのだ。

　あの時と全く同じようにレティシアが、やや左へと進行方向を傾ける。

『受けて立ってやるよ！』

　日本刀を斜め下へ下げ、刃はを上に返す。

　この日本刀でレティシアの斬ざん撃げきを受け、その圧力を足した後退で彼女の予想を超こえることで、もう片方の斬撃を避さけるのだ。

　レティシアが刀を振るう。全く前と同じように、零士は刀を受けた。

　弾き飛ばされる力を利用して、一気に後退する。

『ガッ⁉』

　左からの斬撃が、強したたかに零士の脇わき腹ばらを打った。

　視界に、撃墜が投とう影えいされる。データによれば、零士は真っ二つだ。

　レティシアは、もう興味を失ったように、忍とリタへと向かっている。

『何が……』

　零士は呆然と呟つぶやき、日本刀を見て気が付いた。

　何も無い。

　あまりの衝しよう撃げきの強さに、零士の手の中から弾き飛ばされていたのだ。

　今になって、手に激しい痺しびれを感じる。

　圧あつ倒とう的なまでのレティシアのパワーだ。

『零士くん。着陸して、訓練場脇から観戦するように』

　コニーの指示が飛ぶ。その指示に従って、零士はよろよろと飛んだ。この一週間の訓練が全て無む駄だに思えてくる。

　いや、その成果を出す暇ひますらレティシアは与あたえてくれなかったのだ。

　いったい、どれだけの特訓を彼女はしてきたのだろうか。

　指定場所に着陸すると、ちょうどエミリーが運ばれて来たところだ。

「どうかしたんですか？」

　零士の疑問に、医い療りよう班が静かに頷うなずく。

「気を失っているだけだから安心しなさい」

「《竜力》を使い切ったんですか？」

「いや、おそらくは地面に衝突した際のショックだろうね。メディカルチェックは既すでに終えているから、じきに目を覚ますはずだ」

「……分かりました」

　それは、レティシアによる衝突の激しさを如によ実じつに語る事実だ。

　零士はエミリーから、戦せん闘とうへと視線を移した。

　空中で、レティシアがリタの誘導弾を全て叩き落とす。そこに襲い掛かった忍の細剣レイピアによる刺し突とつを、右の刀の柄つかで叩く。そのまま刀が前へ伸のび、驚いた忍の首筋を斬きった。

　忍の撃墜を知らせる表示が投影される。

　いや、即そく座ざにリタまで落とされた。

　忍を蹴けり飛ばし、レティシアはそのままリタに直進したのだ。リタの斧おのが振ふり下ろされる間もなく、切っ先が胸に届き──貫つらぬかれたと判定されてリタは撃墜となった。

　残るは、弓美香一人だった。




『見事なものね、レティさん』

　忍とリタを援えん護ごすべく、何度もレイジキャノンを放ってはいたが、全て躱かわされてしまっている。

　その動きに、弓美香は感じるものがあった。いや、やはりと思う。

『今までのが《碧雷》の実力ではないのは、分かっている』

　レティシアが、まるで敵でも見るように弓美香を見た。

『どういうことかしら』

『零士を始めとして、連中は慌てふためいた。冷静な動きが取れず、弓美香先せん輩ぱいは個別にサポートする羽目になった。そうとも、自分を生かす動きは一度もしていない。連中も、《碧雷》を生かす動きは取れていない』

『今はそれでいいのよ。チームでは、一年生を強くするために、二年生はいるのだからね』

『生ぬるいな』

『人間は少々生ぬるいくらいの方が、魅み力りよく的だと私は思うわよ』

　弓美香の返答を、レティシアが鼻で笑う。

『弓美香先輩の、その気持ちが零士を弱くしていることに、なぜ気付かない』

『見解の相そう違いね。私は、零士くんは強いと思っているわ』

『よく……よく言う！』

　レティシアが突っ込んでくる。

　弓美香はレイジキャノン三発で、その動きを牽けん制せいしながら、上じよう昇しようした。

『やはり、速い』

　弓美香の速度よりも、レティシアの速度が速い。これまでの戦闘で見せたどの動きよりも、速い。

『貴方あなた、零士くん達との戦闘では手を抜ぬいていたわね』

『当たり前だ』

　閃光に沿い、必要最低限の動きでクルリと躱しながらレティシアが迫ってくる。

『みんなを舐なめないで欲しいわね！』

　弓美香の背中で、十二門の砲ほう身しんが大輪の花を咲さかせ、各おの々おのから閃光がほとばしる。

『この程度！』

　弓美香によって不規則に、閃光がそれぞれ襲い掛かる。レティシアが、急角度で曲がり、止まり、いきなりトップスピードとなり、躱しながら舞まう。

　だが、それは弓美香の計算通りだった。布石を打ち、一つのポイントへと導くのだ。

　十二門の砲門が合わさり一つとなる。

『そこ！』

　誘さそわれたポイントへレティシアが入る直前、弓美香は十二門を一つとしたレイジキャノンを放った。

　もちろん模も擬ぎ戦なので、本当の威い力りよくはない。

　だが、本来であれば擦かすっただけで竜鱗機プラウダーを大破させる威力がある。その判定は、しっかりと管制科がしてくれるはずだ。

『やる！』

　レティシアが叫び、双刀を重ねた。

　重ね、レイジキャノンの閃光を正面から切り裂さく。

『無駄よ！』

　本来であれば、双刀を打ち砕くだきレティシアを貫いているはずだ。

　が──管制科の判定は異なっていた。

『レイジキャノンが弾かれたっ⁉』

　ヒヒイロカネ製の双刀を《異則》によって硬こう化かすべく注がれた《竜力》が、弓美香のレイジキャノンの《竜力》を上回っていなければ弾くことなど出来ない。

　そして、レイジキャノンは《竜力》による直接射撃なのだ。それは、その瞬しゆん間かんの《竜力》が弓美香のそれを上回っていたことを意味した。

　だが弓美香は、《碧雷》の《竜力誘ゆう導どう機》の出力限界の九十％近い《竜力》を扱あつかえる。その数値を超えることは、レティシアが乗っている三十九式の《竜力誘導機》には出来ないはずだ。

『やっぱりっ。獣吾小父おじ様はっ！』

　迫るレティシアに弓美香は日本刀を振り下ろした。

　圧倒的なパワーで弾かれる。手が痺れ、刀が空へ刺ささっていく。

『アタシの勝ちだ！』

　弓美香は、勝ち誇ほこりながら刀を振るってくるレティシアではなく、訓練場の端はしで腕うでを組む獣吾を睨にらみ付けていた。




「ふむ。勝負ありじゃな」

　クラヒメが、空中を見み据すえながら呟いた。

　それを聞きながら、零士は唇くちびるを嚙かんだ。情けない。何をすることも出来なかった。ただただ惨みじめだ。

　リタもエミリーも項うな垂だれている。

　忍は、弓美香の敗北の瞬間に地面に大の字になってひっくり返ってしまっている。

「お主ら、そう気落ちするでないぞ」

　クラヒメが慰なぐさめの言葉を掛けてくるが、それすらも惨めさを増ぞう幅ふくさせる。

「やれやれ」

　クラヒメが、どうしたものかと紗英を見た。紗英は、その視線には何も応こたえずにただ立ち上がった。

　そして一言吐はき捨てる。

「アンフェアだってんだ」

「アンフェア？」

　零士は、思わず聞き返してしまった。戦いそのものは、正当なものだったと思う。いや、もしアンフェアだと言うのであれば、それは五人で一人と戦った零士達だ。
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　そのあげくに惨ざん敗ぱいなのだから、惨めさしかない。

「レティだけ、別ルールなんだよ」

「別ルールって……」

　なおさらわけが分からない。すると獣吾が皮肉げな目を零士と紗英に向けた。

「別ルールでも資質の差は明らかだろうが。零士なら、あそこまで圧倒的にゃならねぇな。しかも、レティシアはまだまだ限界じゃねぇ」

「分かってるのか。それは、レティに人間を捨てさせるってことだぞ」

　紗英が、すっと零士の前に立ち獣吾を睨んだ。まるで獣吾の視線から、零士を護まもるような立ち位置だ。

「なぁに平気だ。人間やめたって、アイツには竜りゆうへの憎ぞう悪おがある」

「だが、クソオヤジに向けられた憎悪だってあるだろうが」

「ま、俺が巻き込まれるのは仕方ないな。それが、竜を倒たおすためならな」

　肩かたをすくめると、獣吾は降りてきたレティシアへと歩いて行った。

「紗英姉、いったいどういう……」

「もう少し待ってくれないかな、零士」

　振り向いた紗英の顔は、辛つらさに歪ゆがんでいる。

「零士がこの学園に来た時から覚かく悟ごはしてたけど、思ったより近く……そう、もうすぐ教えてあげることに、なりそうだからさ……」

　姉のその辛そうな顔に、零士は首を横に振ることなど出来はしなかった。




　　　　※　　※　　※




「獣吾よ。まさかお主が、あそこまでやるとはな」

　夜中だ。

　クラヒメは獣吾に呼び出されて、学園中ちゆう枢すうの地下空間に戻もどった。獣吾が、無数のチューブが接続されたカプセルの前を眺ながめている。

「レティシアか。零士よりも遥はるかに簡単に覚かく醒せいしてくれたぜ。今はまだ人間の《竜りゆう因いん子し》に、六割ほど軸じく足あしを置いちゃいるが、近いうちに三割二割と減っていくだろうよ」

　振り返らずに、獣吾が答える。その背中に近づき、クラヒメはどうしても沈ちん鬱うつな顔になってしまう。

「もしそうなれば、人が歴世を重ねて慣らした《竜因子》ではないのだぞ。本当に彼女は人間を捨てる羽目になりかねん」

「言ってるだろう。俺は利用出来るものは利用する」

「知っておる。この場が、それを証明しておるしな」

　クラヒメもまたカプセルを見た。

　室内の光量が低いせいで、うっすらとしか中が見えない。ただ、そのシルエットは成人女性のように見える。

「獣吾よ、あまりジロジロと見るでない」

「ふっ、そうだな」

　クラヒメに言われ、獣吾は振り返った。

「で、こんな所に呼び出して、何用じゃ」

「ああ。ベイオウルフから元げん帥すいの名で、正式に協議要よう請せいが来た」

「協議じゃと？」

「ハワイ辺りで、クシナダ財団と極ごく秘ひに協議がしたいそうだ」

「目的は？」

「竜が、既すでにこの世界に潜せん入にゆうしていることを摑つかんだから、だそうだ」

　獣吾の言葉に、クラヒメは腕を組んで目を閉じた。

　別に竜が既に世界にいることに驚おどろいたわけではない。そんなことは、とうの昔に知っている。身をもって知っている。

　だが、ベイオウルフがそれを知るとは思わなかった。

　いや、知ったところで、それを認めてクシナダ財団と手を結ぶとは思えなかった。彼らの本質は支配だ。国家の集合体であるベイオウルフが、国家ではないにも拘かかわらず支配力を持つクシナダ財団を認めるとは、考えがたいのだ。

「竜鱗機プラウダーの技術を寄よ越こせ、等という要請ではないのじゃな？」

「ああ。竜と戦うべく手を携たずさえたいんだとよ」

「お主、それを信じるのか？　竜槍師団の掃そう討とうのために共同戦線を張るのとは、訳が違ちがうのじゃぞ。竜じゃ。ベイオウルフが竜の存在を認めると思うのか？　儂わしには、なにがしかの罠わなとしか思えんのじゃが」

「俺もそう思う」

「じゃが、お主のその顔。断る顔には見えぬぞ」

　クラヒメの指し摘てきに、獣吾が短く口笛を鳴らした。

「さすが、付き合いが古いだけあるな、おい」

「茶化すな」

　ぴしゃりと言う。

「悪かったよ。だが、そうだ。俺は受けようと思う。飛び込まないと、連中が何を企たくらんでいるのか分からねぇしな」

「なるほど、竜殻ドラクーンを持ち出すか。それで、ここか」

　クラヒメは、カプセルがある中央ではなく、壁かべ際ぎわへと視線を移した。

　円柱の台が四つ並び、腕輪ブレスレツトのようなものが浮ういている。いや、中央の台にだけ腕輪ブレスレツトはない。

　獣吾もまた、それを見て呟つぶやいた。

「ああ、何があるか分からねぇし──真一郎とは、完全に決別したからな」

「護衛はどうするのじゃ」

「財団本体から三チームほど連れて行くさ」

「うむ。それならば、まず心配はないか……」

「だが、万が一ってこともある。クラヒメ、お前に一時権限を委い譲じようする。いいな」

「分かった。まぁ、紗英もおるし、こちらは平気じゃろう」

「ふっ、アイツには嫌きらわれちまったがな」

「お主が悪いとしか言いようがないの」

「ちっ、つれない女だぜ」

　獣吾は頭を搔かくと、円柱へと向かった。

「俺は今から発たつ。後はよろしくな」

　腕輪ブレスレツトを取り、右手に嵌はめる。

「レティシアはどうするのじゃ」

「放ほうっておけ。アイツには自分で鍛たん錬れんする方法も教えてある」

　振ふり返らず、獣吾は軽く腕を上げ手をヒラヒラと振ると、そのまま部屋を出て行った。

　その背中を見つつクラヒメは、何とも言えない嫌いやな予感に襲おそわれていた。







　四章







　ハワイ諸島は、先の《屠と竜りゆう戦せん争そう》においてもほぼ被ひ害がいがなかった珍めずらしい地域だ。

　抜ぬけるような青い空に、透すき通った青い海。燦さん々さんと輝かがやく太陽は人の肌はだを焼くが、湿しつ度どが低いおかげで、心地ここちよい暑さを提供してくれる。

　今も昔も、多くの観光客で賑にぎわうリゾートだ。

　特に、オアフ島にあるワイキキなどの主要観光地では、日本人の姿をよく見かける。

　が、それがハワイ島となると違う。日系人などは多いが、通りで日本人観光客の姿を見かけない。

　そんな島の一角に、高級をもって鳴るリゾートがあった。庭付きのコテージから見える海には、時折鯨くじらが跳はねる。ゆったりとした空間と時間を提供する、静かな地だ。

　その一角に、レイバンのサングラスにアロハシャツという、如何いかにもな姿の獣じゆう吾ごがいた。

「こーいう場所には、女と来てみたいもんだよな」

　態わざとらしくパイプを吸いながら、獣吾は扇せん子すを扇あおいだ。

「いや、むさい男の招待で申し訳ありませんね」

　前を歩くザハールが苦く笑しようしながら振り返る。

「参さん謀ぼう長なんだから、美人秘書の一人も居ていいと思うぜ？」

「本部に帰ったら検討しましょう。ですが、今日のところはなるべく人数を絞しぼりたかったのですよ」

「極秘ってヤツか」

「その通りです。ベイオウルフはあくまでも、各国の軍隊の寄せ集めですからね。どこから情報が漏もれるか分かったものではありません」

「その上、各国はクシナダを嫌っているからな」

　面おも白しろくもなさそうに、海を見ながら獣吾が答える。

「全くです。貴方あなた達と連れん携けいするなど知られたら、どんな横やりが入るか分かったものではありません」

　ザハールが、一いつ軒けんのコテージの前で立ち止まる。

「こちらで元帥がお待ちです」

　他ほかよりも一回り大きなコテージだ。ザハールに続いて中に入ると、元帥であるボーマンと警護の兵が三人ほど居るだけだ。

　立ち上がり敬礼をしてくる三人に軽く手を上げ、獣吾はボーマンの前に向かった。

　さすがに、ソファからボーマンが億おつ劫くうそうに立ち上がる。

「よく来てくれた」

「何があるにしても、話くらいは聞こうと思ってな」

　あまり友好的とは言えない返事をしながら、獣吾はボーマンが差し出した手を握にぎった。

「しかし、もう少し物々しいと思ったんだがな」

　ソファに座り、獣吾は三人の警護を見た。その呟きに、ボーマンの脇わきに立ったザハールが苦笑する。

「いえいえ。他のコテージに配置していますよ。そちらが、リゾートの周囲に兵を置いているのと同じです」

「なるほどな」

「さて、協議の前に簡単な食事でもどうですか。日本の竜眼種の白ワインを用意してありますが」

「いや、酒が入る前に用件を済ませちまおう。竜を五匹見つけたんだって？」

　獣吾は足を組んだ。その仕草が気にくわなかったのか、ザハールが眉まゆをひそめる。

「ええ、五匹の竜が既すでにこの世界にいます。クシナダ財団では、何か情報を摑つかんではいないのですか？」

「いや、こっちは何も摑んでいないな」

　獣吾が答えると、ボーマンが身を乗り出した。

「どうかね。この際だ、互たがいの手の内は全すべて出そうではないか」

「おいおい。まるでこっちが何か隠かくしているような口ぶりだな」

「違うのかね？」

「さあな」

　ただそう言い獣吾は、机の上にあるベイオウルフ側が出した水ではなく、空港で買った水を飲んだ。

　その様子を見ていたザハールが、軽く眼鏡めがねの位置を直して口を開いた。

「分かりました。ではまず、我々が摑んでいる情報を提示しましょう」

「おう」

「出現位置は二カ所です」

「五匹なのにか？」

　ジロリとザハールが獣吾を睨にらみ、また眼鏡の位置を直す。

「ええ、二カ所です。驚おどろくべきことですが、一カ所には四匹の竜がいました」

「どこだ、そりゃ」

「一つは建たけ速はや学がく園えんです。何か、我々に伝えることはありませんか？」

「いや、初耳過ぎて言葉がないな。驚いた」

　欠片かけらも驚いた素振りを見せず、獣吾はザハールを見上げた。

「そうですか。クシナダ財団の技術力をもってしても、竜を発見出来なかったというわけですね」

「まあな。まだまだ俺達の知らない《異則》だってあるだろうし、骨の折れる話だ」

　獣吾の答えに、ボーマンのこめかみがひくつく。ザハールが、そんな老人を目で制し、獣吾に再び話しかけた。

「やれやれ。どうやら、我々には何一つ情報を出す気はないようですね」

「ベイオウルフになら、少しは出すつもりもあったんだがな」

　獣吾が返すと、あからさまにボーマンが動どう揺ようする。その様子に獣吾は思わず笑ってしまった。

「おいおい、この程度のかまで尻尾しつぽを出すのかよ」

「まったくですよ」

　ザハールが深いため息を吐つく。その様子を警備の兵達が、不ふ審しんそうに見ている。

「貴方達、ご苦労様でした」

　ザハールが警備の兵三人に近寄り、声を掛かけ肩かたを叩たたいた。益ます々ますわけが分からずに、肩を叩かれた一人が問い返そうとした瞬しゆん間かん、倒たおれた。

　驚いた他の二人に、ザハールが触ふれる。

　それだけで、二人が倒れる。

　どろりと、目や鼻から血が流れ出した。

　何事も無かったように、ザハールがまたボーマンの隣となりに立った。そんなザハールを、ボーマンが涙なみだ目めになって見上げている。

「貴方がいけないのですよ。私としては、もう少し情報を引き出したかった。そうであれば、彼らももう少し生きていることが出来た。貴方の下手な演技のせいで、彼らの寿じゆ命みようが十分ほど短くなってしまった」

「も、もうしわけ」

「ま、いいでしょう。所しよ詮せんは、虫けらの命ですからね」

　その言葉が許しだと思ったのだろう、ボーマンがほっとした顔をする。その頭をザハールは軽く叩いた。

　驚く間も悲鳴を上げる間もなく、ボーマンの命が絶たれた。

　血が涙のように流れる。

「知っていますか。涙は元々血液なのですよ。ですから、こうやって目から血が流れるのも、そう不思議な話ではない」

「振しん動どう系の《異則》か？」

　ザハールの妙みようなうんちくを無視して、獣吾は死体を眺ながめた。

「ええ、そうなります」

　その時、リゾート全体が揺ゆれた。爆ばく音おんが響ひびく。その中でザハールは、ワインセラーからボトルを一つ取り出した。

「爽さわやかな甘口が南国に合うと思いましてね。何より、竜眼という名前が素す晴ばらしい」

　ソファの前のテーブルにグラスを二つ置き、ワインを注そそぐ。そして自分も腰こし掛かけようとして、眉を軽く動かした。無造作にボーマンの頭を摑み、軽々と投げ捨てた。

　何事もなかったように座り、ワインを口にする。

「なかなかよい見世物ですね」

　窓から外を、ザハールが眺める。

「…………竜りゆう槍そう師団か」

　獣吾もまた窓から外を見た。クシナダの竜鱗機プラウダーと、竜槍師団の竜鱗機プラウダーが、空中で激しく馳はせ違ちがっている。
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　いや、数が違い過ぎる。竜槍師団はどう見ても百を数える。

「三十人ですか。少なすぎましたね。いやむしろ、この数なら連れてこなかった方がよかった。貴方は、自分が居ればどうにかなる。そう思ったのでしょう？」

「計算外だったな」

「でしょうね。まさか、竜の最後の一匹の反応が、ベイオウルフ本部。ああ、いや、失礼。今は、このリゾートだとは思わなかった」

「竜槍師団の内通者だとは思ったがな」

「逆ですよ。偉い大だいなる陛下に代わり、この根源世界で彼らを支配しているのが、この私なのです。どうです、貴方も飲んでみては」

　ザハールが左手で、獣吾にワインのグラスを勧すすめた。

　先ほどの水と違い、獣吾は促うながされるままにワイングラスを取り、口にした。

「確かに美味うまいな。竜眼を人間が飲むと思うと、更に味わい深い」

「なるほど。同じ物を味わっても、立場が違うと変わるものですね」

　ゆっくりとザハールが立ち上がり、腕うでを上げた。その手首には、腕輪ブレスレツトがある。

　獣吾もまた立ち上がり、腕輪ブレスレツトを触さわる。

「では、先の戦争で我々から奪うばったその──《竜殻ドラクーン》を返してもらいましょうか！」

「逆だな。また人間が勝つために、その《竜殻ドラクーン》を奪ってやるよ！」

　ザハールと獣吾が、互いに距きよ離りを取るように飛び退のく。

　獣吾は、自分の《竜りゆう因いん子し》に集中した。

　腕輪ブレスレツトが、獣吾の《竜因子》から《竜力》を出力していく。この腕輪ブレスレツトこそが、竜が作り出した《竜力誘ゆう導どう機》だった。

　そして同時に《異則》モジュールでもあった。

　獣吾の体を、竜の鎧よろいが覆おおっていく。

　竜鱗機プラウダーとは異なる、よりシンプルで、鎧というよりスーツに近い。関節の各所には、有機的な、どこか昆こん虫ちゆうの外骨格を思わせる鎧がある。その間をつるりとした金属的な光こう沢たくを持った何かが覆っている。

　頭部は、顔の輪りん郭かくを守る頰ほお当あてがあるだけだ。

《竜殻ドラクーン》、そう呼ばれる竜が作ったパワードスーツだった。竜鱗機プラウダーの基もととなった存在であり、圧あつ倒とうする力を秘ひめたものでもある。

「スペインに送ったクエレブレの《竜殻ドラクーン》ですか」

　同じく《竜殻ドラクーン》を纏まとったザハールが、獣吾を見て言う。ザハールが言う通り、《屠竜戦争》において、その初期に獣吾がスペインに現れた竜を倒して手に入れた《竜殻ドラクーン》だ。

「お前の《竜殻ドラクーン》も、人間の武器としてやるよ」

「さあ、それはどうですかね」

　睨み合う。

　外で爆発が起きた。炎ほのおが室内を覆う。その瞬間、獣吾が雄お叫たけびと共に右みぎ拳こぶしを突つきだした。その先端から、《竜力》が閃せん光こうとなって放たれる。

　ザハールが、左手の甲こうで閃光を弾はじいた。

　同時に口を開いた。何も聞こえない。だが、獣吾の体が、激しい振動に包まれる。

「ハァァァァッ！」

《竜殻ドラクーン》に《竜力》を巡めぐらせ、振動を振ふりほどく。

「お前が持っている《異則》が、これか」

「ええ、そうですとも。霧きり雨さめ獣吾、貴方あなたもどうやらクエレブレの《異則》を簒さん奪だつしているようだ。私の《異則》を振りほどくその硬こう化か能力、そうなのでしょう？」

「ありがたく竜鱗機プラウダーに使わせてもらっているよ」

「人間ごときが作る金属にしては硬かたいと思っていましたけど、なるほどね」

　ザハールが眼鏡を捨てた。

「では霧雨獣吾。《異則》まで持つならば《竜殻ドラクーン》を持つ、我ら竜将ハイドラゴンと同格の敵として扱あつかってあげましょう！」

　ザハールが飛ひ翔しようする。ガードすることもなく、平然と天てん井じようを突き破り、空へと躍おどり出た。その後を獣吾は追った。

　空高く上がったザハールが、両掌てのひらを前へと出す。

「潰つぶれろ！」

　空気がたわむ。

　波は紋もんが広がっていくのが、見えるはずがないにも拘かかわらず見える。

　戦せん闘とうを繰くり広ひろげていたクシナダと竜槍師団の竜鱗機プラウダーが次々と、まるで紙か何かのようにグシャリと歪ゆがみ、捻ねじれ、爆発する。その爆発すら、押されておかしな形となる。

「ぐぅっ！」

　精神を集中させ、ザハールが放った《異則》をはね除のけ、獣吾は進む。

　その背後では、リゾートにあったコテージや木、そして大地までもが震しん動どうし、崩くずれていく。

　右掌を開き、大たい剣けんを出現させ、握にぎる。

　ザハールが口を閉じ、両手で曲刀シヤムシールを構えた。

　振動が消える。

「やはり、直接でないと無理なようですね」

「させると思うか！」

　馳せ違う。

　刃やいばと刃が火花を散らせただけだ。

　何も言わず、再び間合いを詰つめる。

　ザハールが曲刀シヤムシールから左手を放す。片手に持ち替かえ、振り下ろす。

「舐なめるんじゃねぇっ！」

　両手で大剣を持ち、下から曲刀シヤムシールを弾く。その大剣の刀身に、ザハールの左拳が飛んだ。

「な、に？」

　大剣が震ふるえた。振動し、粉クズのように崩れ落ちる。

　曲刀シヤムシールが、本来受けたであろう大剣の妨ぼう害がいもなく、そのまま獣吾の肩へと入った。

「────────！」

　獣吾の中で、全すべてが震えた。

　視界が赤くなる──。




　　　　※　　※　　※




「獣吾小父おじ様が消息不明⁉」

　弓ゆ美み香かが、クラヒメに向かって大きな声で叫さけんだ。声が出ただけでもマシだ。隣で零れい士じは、ただ呆ぼう然ぜんと口を開けることしか出来なかった。

　クラヒメから急な呼び出しを受け、二人で駆かけつけた途と端たん、聞いてしまったのだ。

「驚おどろくのも無理はないの。儂わしとて聞いた時は、思わず椅い子すから転げ落ちたわ」

　クラヒメが、真しん剣けんな顔で頷うなずく。

「じゃが、事実じゃ。ベイオウルフとの協議中、竜槍師団の襲しゆう撃げきにあい、獣吾の消息は不明じゃ。護衛の三十人も一人しか生き残ってはおらん。おかげで襲撃されたことと、獣吾と連れん絡らくが取れないことしか、分からぬ」

「信じられません。あの獣吾小父様が」

　弓美香が低く唸うなった。

　零士にもその気持ちは痛いほど分かる。最近は色々と疑いの目で見てはいるが、《屠竜戦争》を勝利に導いた英えい雄ゆうなのだ。竜りゆう倒とう五将の筆頭格として、五匹の竜と戦い、倒した偉大な戦士でもある。

　その英雄が、竜槍師団の襲撃で消息不明になるとは、にわかには信じがたい。

「真しん一いち郎ろうが居たってことはないんすか？」

　同じく呼ばれていた紗さ英えが、弓美香や零士よりは遥はるかに冷静な素振りで尋たずねる。

「うむ。儂もその可能性は考えておる。ベイオウルフのザハールが竜槍師団と通じていると、獣吾は疑っておったからな」

「それが分かってノコノコ行ったんですか、あのクソオヤジは」

　紗英が言うクソオヤジの響きが、普ふ段だんとはどこか違う。愛情とまでは言わないが、親しみのようなものを感じる。

「とにかくじゃ。獣吾の消息は捜査を続ける。まずは、この学園じゃ」

「竜槍師団が攻せめてくると？」

　弓美香が、幾いく分ぶん冷静になって聞き返した。

「その通りじゃ。情報によると、襲撃したのは百機ほどらしい。竜槍師団の正確な規模は分かっておらんが、全体で二百程度と言われておるからな。残りの百機が襲おそってくる可能性は考えねばなるまい」

「三年生はまだ帰き還かんしないのですか？」

「帰還命令は出したが、まだ暫しばらく掛かかるであろうな」

　クラヒメが頭を振る。

　三年生は竜槍師団のアジト捜そう索さくと掃そう討とうでベイオウルフとの共同戦線を構築するため、世界各地に派は遣けんされていた。

　参さん謀ぼう長のザハールが竜槍師団と繫つながっていたのであれば、偽にせ情報に惑まどわされた可能性すらある。

「とにかくじゃ。今はまず、手持ちの戦力でこの学園を守らねばならぬ」

「手持ちねぇ。五人一つのチームが四十だから、数だけは二百あるけどさ。ほとんどが、ようやく模も擬ぎ戦が出来るようになった一年生っすよ。とてもじゃないが、太刀たち打うち出来るとは思えないんすが」

　戦闘訓練も担当する紗英が、頭を搔かく。

「じゃが、戦うしかあるまい」

「財団本体は？」

「財団施し設せつの防衛で手て一いつ杯ぱいじゃ」

「政府は……動いてくれるわけ、ないっすもんねぇ。やれやれ」

　紗英が肩かたをすくめ、頭を振る。

「分かりました。なら、私は単独行動でいいっすね」

「うむ。指揮系統から、あえて外す。好きなように動いてよいぞ」

「了りよう解かいっすよ。じゃ、預けておいたものを返してもらいますんで」

　紗英が部屋から出て行く。途中、ポンッと零士の頭を叩たたいた。

「紗英姉？」

「弓美香ちゃんをしっかり支えて、護まもるんだよ」

「もちろん」

「おし。いいか、その上でちゃんと姉ちゃんの所に帰ってきなよ」

　一いつ瞬しゆん、真剣な瞳ひとみをし紗英がニッと笑い、再び歩き部屋を出て行く。

「さて、弓美香。お主には、五ご鱗りんとして防衛指揮官になってもらう。良いな」

　クラヒメが告げると、弓美香は顔を引き締しめる。

「覚かく悟ごはしていました。三年生が戻もどるまで、しっかりと学園を守ってみせます」

「うむ」

「あの、学園長」

　零士は恐おそる恐る声を出した。

「なんじゃ」

「指揮官は学園長ではないんですか？」

　何しろ、クラヒメもまた竜倒五将の一人なのだ。これ以上の適任はないはずだ。

「うむ。申し訳ないが、儂にはもう戦う力が無いのじゃ」

「え？」

「ま、色々とあってな。それにじゃ、獣吾の消息を捜さがし、各組織と連れん携けいする仕事もある。指揮は弓美香に任せた方が、効率的なのじゃ」

「なるほど」

「良いか、零士。お主の責任も重大ぞ。弓美香のチームは、今この学園に残るチームの中で最精せい鋭えいじゃ。まともに実戦を経験している唯ゆい一いつのチームとも言える。しっかりと戦い、弓美香だけではなく、この学園全体を守ってもらわねば困るのじゃぞ」

「分かっています」

　適度な緊きん張ちよう感かんが湧わき、自然と背筋が伸のびる。そんな零士に、弓美香が目を細めた。

「零士くん。貴方はチームを集めておいて」

「分かりました、弓美香先せん輩ぱい」

「お願いするわね。私は、クラヒメ様と防衛態勢を詰めるから」

「はい！」

　勢いよく答え、零士はハンガーへと向かった。
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　すぐ、学園全体に厳げん戒かい態勢が敷しかれた。授業はなくなり、一年生はローテーションで警戒に当たる。

　その中でも弓美香のチームは、絶えず指揮官となった弓美香と共に管制室に隣りん接せつするハンガーに詰めることになった。

　指揮官のチームであることと、実戦経験のあるチームとしての即そく応おう性のためだ。

「で、目め出で度たく二日目も無事に終わろうとしてるわけだ」

　忍しのぶがハンガーに置かれた椅子の上で、大きく伸びた。同時に欠伸あくびを嚙かみ殺す。隣となりで、エミリーがそんな忍をジロリと睨にらむ。

「忍、もう少し緊張感を持ったらどうです？」

「実際に何かあれば、しっかり緊張感持って対応するさ」

　足を組み、机の上に置いた漫まん画がを手に取る。エミリーが眉まゆをひそめるが、

「すーすー……」

　リタの寝ね息いきが聞こえて、諦あきらめたように脱だつ力りよくした。

　零士は、そんな中でカリカリとシャーペンを走らせていた。忍のノートを写しているのだ。昨日今日と、授業中の居い眠ねむり等で遅おくれていた分が、ほぼ取り戻せている。もっとも、好きこのんでこんなことをしているわけではない。

　弓美香に何か手伝うことは無いかと尋ねた結果、返ってきたのが勉強だったのだ。

　やぶ蛇へびはやぶ蛇だが、弓美香の姿を見たらサボるわけにもいかなかった。

　零士は、ハンガーの一角にある扉とびらへ視線を向けた。

　扉の向こうにある管制室では、弓美香が各所から入ってくる情報を分ぶん析せきし、時に自ら整理もしている。

　本来であれば五鱗と呼ばれる五人の生徒が、それぞれ役割分担をするのだが、今は弓美香一人しかいないため、まさに激務だった。

　昼食も管制室で取りながら、弓美香は涼すずしい顔でこなしている。

　そんな姿を見せられたら、それが勉強とはいえサボる気にはなれないのだ。

　が、それももう終わりそうだった。

「ふぅ。真ま面じ目めにやると、一気に進むもんだな」

　ノートの最後のページを写し終わり、零士は両りよう腕うでを天てん井じようへ伸ばした。背筋が伸び、固まった筋肉が解ほぐれていく。

「さてと、次は何をやるかな」

　そう呟つぶやいた時だ。

　不快な響ひびきを持って警報が鳴り渡わたる。

　管制室へと繫がる扉が開き、弓美香が姿を現した。

　椅子を蹴けって、零士と忍がほぼ同時に立ち上がり、自分のガントリーへと向かう。一歩遅れて、エミリーが続いた。

　リタはキョトンとした顔を上げたが、すぐに事態に気が付き、慌あわててガントリーへと走った。

　その様子を見ていた弓美香が、満足そうに笑う。

「北東Ａ９ポイントを巡じゆん回かいしていたチームから連絡よ。竜槍師団の竜鱗機プラウダー、およそ六十機が迫せまってきているわ」

「出動ですか？」

　ゴクリと生なま唾つばを吞み込み零士は聞いた。遂ついに出撃だと思ったのだ。しかし返ってきた答えは異なっていた。

「いえ、私達はまだ待機よ。北東Ａ９には、三十チームを派遣したの。私達はここで推移を見守るわ」

「別働隊がいると踏ふんだんですか？」

　考え込んでいた忍が、疑問を口にする。

「画像を分析したのだけど、《金きん麟りん》が見当たらないのよ」

「《金麟》って、ああ、平ひら野のの竜鱗機プラウダー！」

「そうよ零士くん。もちろん、彼がこちらに出撃していない可能性もあるから、賭かけではあるのだけど、ちょっと気になるのよ」

「女の勘かんってヤツですね。なら、緊きん張ちようしつつリラックスしてるべきかな」

　忍が軽口を叩きながら、ガントリーから降りた。倒たおれた椅い子すを拾い、座る。

　まさにその瞬間だ。ハンガーに設置された大型モニターに、コニーの顔が浮うかんだ。

『弓美香、アンタの女の勘、ズバリ的中よっ』

　次いで学園の地図が浮かぶ。

　その地図に縦をＡからＩ、横を１から９で分けた九×九のマス目が重なる。

『Ｉ９に敵てき影えいよ。数はおよそ三十。今、画像を解かい析せきしているんだけど、え？　ちょっ。何を？　な──』

　コニーが言葉に詰つまる。

「コニー、どういうこと。情報ははっきりと正確に伝えて」

　弓美香が指し摘てきすると、地図が消えて画像が映し出された。画像には、竜鱗機プラウダーが三十二機映っている。

『ご、ごめんなさい。画像の解析が終わったのだけど』

　硬かたい。最初とは全く異なる、緊張がありありと伝わる声だ。

「終わって、どうしたの」

『平野の《金麟》の他ほかに、み、み……神みわ真一郎を確かく認にん』

　ハンガーの空気が、一瞬凍こおった。

「間ま違ちがいはないのね？」

　弓美香の声も、ハッキリと硬い。

『偽ぎ装そうの可能性はほぼないわ。これを見て』

　画像がズームアップされた。そこに映っているのは、明らかに竜鱗機プラウダーとは異なる機影だ。関節部分を昆こん虫ちゆう的な装そう甲こうで覆おおっているが、他の部分はすっきりとした、まるで零士達が着るインナーのようなもので覆っている。

『クラヒメ学園長の確認も取れたわ。間違いなく、神真一郎の《竜殻ドラクーン》だそうよ』

「分かったわ。予定通り守備に五チームを残して、四チームと私達が向かうわ」

『で、でもっ。相手は竜倒五将よ！』

「紗英様が向かうはずよ。いえ、もう向かっているわね」

　確信を持って弓美香が断言し、零士達を見た。

「私達は、神真一郎ではなく他の竜鱗機プラウダーと当たるわ。分かってるわね？」

　一いつ斉せいに頷うなずく。

「うん。では、出しゆつ撃げきよ」

　一斉に、五人のガントリーが咆吼を上げた。




　　　　※　　※　　※




『厄やつ介かいなヤツが来たな』

　真一郎は風を切って飛びながら、一機で迫ってくる機影に誰だれよりも早く気が付いた。同時に、自分で思っていた以上に興奮していたことにも、気が付かされる。

『いささか気が逸はやり過ぎたか。こんなにも早く、《竜力》を感づかれるとはな』

『真一郎様？』

　平野の《金麟》が横に付いてきた。その姿を見て、真一郎は苦く笑しようしてしまった。双ふた子ごの加か藤とう姉し妹まいに怯おびえる姿が見るに忍びなく連れてきたのだが、正解だった。

『平野。お前に任務を与あたえる』

『はっ』

『成功の暁あかつきには、加藤姉妹の上に序列してやろう』

　平野の顔に、あからさまに喜き悦えつが浮かんだ。

『いいか。今から一機、敵が迫ってくる』

『一機ですか？』

『そうだ。はっきり言って手て強ごわい。その足止めを、お前に任せたい』

『足止めですか？　足止め程度なら……』

　平野の竜鱗機プラウダーは、クシナダ財団が作り出した遠えん距きよ離り弾だん幕まく型だ。確かに、足止めは得意な機体だ。

『頼たのむぞ。相手の名前は叶かのう紗英。竜倒五将の一人だが、任務を引き受けた以上、逃にげ出すことは禁じる』

　平野の顔が、今度はあからさまに泣きそうになった。その顔に冷たい視線を一度向け、真一郎はもう興味を失って前を見た。

　もう肉眼でも捉とらえられる。

　先日対たい峙じした時とは違う、《竜殻ドラクーン》を纏まとった紗英が急進してくる。

　負けるとは思わない。ただかなりの時間、足止めされることは確実だった。そんな無む駄だはしたくない。何より、真一郎にとって本番は今ではないのだ。

　だからこそ、捨て駒ごまとして平野を使うと、真一郎は決めていたのだった。




　　　　※　　※　　※




『弓美香ちゃん！』

　零士達が戦場に到とう着ちやくした途と端たん、紗英から苛いら立だたしげな無線が入った。

　戦場と言っても、三十一機の竜鱗機プラウダーと紗英が戦う極端なまでに数が違う戦せん闘とうだ。もっとも、既すでに紗英は一人で十三機を叩たたき落としており、残っているのは十八機に過ぎない。

『紗英様、《竜殻ドラクーン》を纏っているんですね』

　弓美香が紗英の周りに味方を展開させつつ、答える。弓美香が言うとおり、紗英は竜鱗機プラウダーではなく《竜殻ドラクーン》を纏っていた。

《屠竜戦争》において、竜倒五将と呼ばれる英えい雄ゆう達が纏い、戦場を駆かけ抜ぬけた人類が持つ最強の剣けんだ。

『杵き築づき弓美香、そして叶零士か！』

　竜槍師団十八機の最後方で、平野が共通チャンネルで叫さけんだ。《金麟》に乗り、他の竜鱗機プラウダーを指揮している。

『アイツよ。アイツが、うざったく足止めして来やがるのよ。しかも、自分は前に出ないくせによ！』

　紗英もまた、平野に聞こえるように共通を使う。

『何が悪い。僕の任務は叶紗英の足止めだ。そのために指揮も託たくされたんだ。有効利用というものさ』

『紗英様。なら神真一郎は』

　弓美香が、平野の話を見事に無視し、味方同士の無線を使って尋たずねた。

『すまない。先に行かれた』

　紗英が歯ぎしりと共に言う。

『そんな、私達は全く気が付きませんでした……』

『相手は《竜殻ドラクーン》だ。仕方ないさ。でもね、私には目的が分かる。弓美香ちゃん、ここは頼んだよ。ただ、あの情けないヤツをぶっ倒したら、応おう援えんに来てくれるかい？』

『分かりました』

『悪いね。正直、真一郎と一対一で勝つ自信はないんだよね。だから、弓美香ちゃん。そして零士』

『紗英姉っ』

『期待してるよ！』

　その言葉と共に紗英が身を翻ひるがえし、飛ひ翔しようする。凄すさまじい速度で、瞬またたく間まに小さくなっていく。

『零士くんっ。紗英様のためにも集中して！』

『はい！』

　弓美香に言われ、零士は前を見た。後方の紗英を、一時頭から消し去る。今は、この目の前の敵を倒すことだけに集中する。

　竜槍師団の竜鱗機プラウダーが、標的を紗英から零士達へと変えた。

　自分達を含ふくめてこちらは二十五機。それに対して竜槍師団は十八機だ。数的優位と言えるほど数に差があるわけではない。

　五機を単位とするチームがそのまま小隊となり、弓美香隊を中心として縦エックスに展開した。それを見た平野が、即そく座ざに竜槍師団のフォーメーションを変える。

　三機ずつの四隊、五機の一隊、そして平野単独だ。三機の隊が周囲に展開した隊と当たり、五機の隊が弓美香隊に迫せまってくる

　何も言わずに、エミリーが前へ出た。その一歩後ろに零士が続く。

『行くわよ！』

　弓美香の声が合図だ。練習通り、リタが誘ゆう導どう弾だんを放つ。その誘導弾を無視して、前衛の二機がエミリーと零士へ突つっ込んで来た。誘導弾が、後衛の射撃で次々と撃うち落とされる。

　その爆ばく炎えんを突き抜けて、竜鱗機プラウダーが迫ってきた。

　零士は大きく刀を振ふり上げた。

　隣となりで、エミリーに突っ込んだ敵竜鱗機プラウダーが、弓美香の射撃で射い落おとされる。エミリーが、そのまま前へ突とつ進しんするのが見える。

　敵が斬きりかかってきた。

　斜ななめ後方へ上じよう昇しようして避さける。すかさず敵も追いすがってきた。

　重力制せい御ぎよの《異則》への《竜力》供給を断たち、ヒヒイロカネ製の日本刀に全すべてを注ぐ。

　瞬しゆん間かん的に振り絞しぼる。通常三十％前後の出力が、四十％を超こえる。弓美香の特訓で気絶しまくった成果だ。

　自然落下しながら、刀を振り下ろす。

　敵竜鱗機プラウダーの刀と交わり、叩き折り、そのまま装そう甲こうを斬り裂さいた。

　血しぶきが上がった。零士の銀色の装甲に、鮮せん血けつが飛び散る。

「………………」

　心が痛んだが、振り切るように零士は前を見た。エミリーが、リタの誘導弾から逃のがれようとした一機を斬り捨てていたところだ。

　残り二機が弓美香の射撃によって瞬殺される。

『みんな、一いつ旦たん下がって』

　弓美香のレイジキャノンが十二筋放たれ、敵を下がらせる。その隙すきに、フォーメーションを守ったまま、他のチームと共に下がった。追いすがろうとした敵がレイジキャノンによる妨ぼう害がいに諦あきらめ、同じく一旦下がり態勢を整え直す作業に入る。

　三機、二機、一機、二機──チームリーダーの二年生は落とされてなく、実戦経験の差が如によ実じつに表れたのか、同級生が十二人も落とされてしまっている。

『平野永なが康やす……』

　弓美香が、らしくなく歯ぎしりをする。

『どういうことだよ？』

　零士の疑問に忍がため息を吐ついた。

『落とされた十二人の内、七人は平野ってわけさ。アイツ、遊軍的に動いて、戦闘中に次々と不意打ちで落としやがったんだ』

『元先せん輩ぱいだってのにか……』

　つい先日まで平野は学園に潜せん入にゆうし、生徒として共に学んでいたのだ。そんな平野が、容よう赦しやなくかつての後輩達を落としたという。

『さすがは二年次席だっただけあるよ。圧あつ倒とう的さ』

『チームを解体するわ。一年生は後衛に下がって援えん護ご。二年四人でチームを作って、敵に当たるように。そして零士くん』

　弓美香に呼ばれ、零士は側そばに寄った。弓美香が微笑ほほえみ、すぐに真剣な顔に変わる。

『零士くん。貴方あなたには、私のチームから外れて一人で平野に当たってもらうわ』

『……分かりました』

　零士は敵を見た。平野がこちらと同じく、十五機となった竜槍師団の態勢を変えている。

『話はまだ終わってないわよ、零士くん』

『え？』

『平野の動きが、今の窮きゆう状じようを招いているわ。あの動きに気がつけなかった私のミス。だから、今度はなんとしても平野を先にどうにかしないといけないの』

『ええ、分かります』

『良かった。なら、人として、私を、そしてみんなを護まもって』

　弓美香が、竜鱗機プラウダーの装甲に覆おおわれた右手を差し出した。

　手てつ甲こうの中央から光る線が上下に伸のび、装甲が左右に割れていく。弓美香の白く透すき通るような素す肌はだが、インナーすらなく露あらわになった。

　その手の甲に、光の輪が浮うかび上がり、文字が取り巻いていく。

　それは、零士の封ふう印いんを制御する《異則》だ。

　この輪にキスをすることで、零士の中に眠ねむる何か別の《竜因子》が解き放たれ、膨ぼう大だいな《竜力》を操あやつることが出来るようになる。

　だがしかし、それは弓美香が、彼女の《竜力》によって強ごう引いんにこじ開け続けるということだ。閉まろうとする扉とびらを、全力で開け放ち続けるのだ。

　当然解き放っている間は、弓美香の行動は制限される。精々、この場、空中に留とどまり話す程度のことしか出来ないだろう。

　しかも、五分も経たてば力ちから尽つきて、意識を失ってしまう。

　あまりにリスクが高い。

『無茶です。そもそも、今ここで弓美香先輩がいなくなれば……』

『私が自分で平野を倒たおすことも考えたわ。でもね、その場合、間に指揮を執とることは出来ないわ。だから零士くんなの。貴方の封印を解除している間でも、私は戦せん況きようを見て判断して、指揮を執ることが出来るから』

　ぎゅっと目を閉じ、開き、零士は弓美香をまっすぐに見た。

『四分で終わらせます』

『信じてるわ』

　弓美香が、少し頭を傾かたむけて微笑み、頷うなずいてくれる。

　零士は、決意と共にそっと弓美香の手の甲に唇くちびるを重ねた。

　その瞬間、もう一つの《竜因子》を雁がん字じ搦がらめにしていた鎖くさりが、緩ゆるんだ。

　何かが鎌かま首くびをもたげる。

　グルオォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォ！

　魂たましいの中で、竜りゆうのような咆吼が上がる。

《竜力誘ゆう導どう機》が悲鳴を上げるように、激しく《竜力》を溢あふれさせ始める。

　投とう影えいされる出力ゲージが、瞬く間に上がっていく。

　──出力八十三％

　──出力八十八％

　──出力九十八％

　──出力百％

　鎖が緩んだだけで、《竜力誘導機》が全開になってしまう。

　もっと、もっと自由になりたい。もっと《竜因子》を全て解放したい。そんな欲求が、零士の中で生まれてくる。

　この絡からんだ鎖を全て引きちぎってしまいたい。

「いや……ダメだ」

　零士は頭を振った。この鎖は、弓美香が自分を人間のままでいさせるために、絡めてくれた鎖だ。この鎖には弓美香の心が籠こもっている。

　弓美香の顔を見ると、静かに、まるでその通りだと言わんばかりに頷いてくれた。

　頷き返し、零士は平野を見た。

　視線が衝しよう突とつする。

《金麟》を纏まとった平野が頷き、長い長い日本刀を抜ばつ刀とうした。それは一いつ騎き打うちを受けたとしか思えない仕草だ。それを合図に、敵味方が動き出す。

「オオオオオォォォォォォォォッ！」

　飛翔する。零士は一気に先頭に立ち、進路を掠かすめた敵一機を馳はせ違ちがいざまに斬り捨てた。

　平野が後退しながら、誘導弾を放つ。

　右斜め上を斬り、返す刀で正面をも斬る。背後から迫った誘導弾を、仰あお向むけになってすれ違ちがい、斬り上げた。

　視界に四発の誘導弾が入る。

　地面へと向かう。追ってくる。

　何かが零士の本能に触ふれた。意識を研とぎ澄すまし、枷かせを外した。もう一つの《竜因子》を活性化させる。

　──出力百二十％

　出力ゲージが赤くなる。《竜力誘導機》がまさしく悲鳴を上げた。その全てを速度へ注ぐ。

　一気に加速し、零士の背後に射線が通る。無数の弾丸が空を切った。

　再び出力を下げ、零士はちらと背後を見た。二機の竜鱗機プラウダーが、零士へ銃じゆう口こうを向けている。

　カッと頭に血が上った。

　一騎打ちのはずではなかったのか。

　地面に激突する。瞬間、九十度角度を変え、水平に進む。背後で誘導弾が二発、地面に衝突して爆はぜた。

　再び、空へと駆かけ上がる。

　二筋の射しや線せんの間を縫ぬう。弾丸が、一発の誘導弾に当たり爆ばく発はつする。

　二機の竜鱗機プラウダーが接近され、慌あわてて斧おのと刀を抜ぬいた。斧をかいくぐり、刀を構えた竜鱗機プラウダーの腕うでを摑つかむ。

　体ごと回転させ、斧を持った竜鱗機プラウダーへと投げた。

　激しい金属音と共に、二機が衝突する。絡み合う二機の、片方の背中を零士は蹴けった。

　誘導弾と当たり、二機が共に墜つい落らくしていく。

　そこに、平野が放った誘導弾が七発、再び来らい襲しゆうしてくる。

　一門、装備されているレイジキャノンを構え、放つ。

　光の筋が、七発全てを薙なぎ捨てた。

『チィィィィィッ。セーブルの仇かたき、取らせてもらうぞ！』

　雄お叫たけびをあげ、平野が突っ込んでくる。刀を振り上げながら、同時に誘導弾をまた放ち、操る。並の人間には出来ない芸当だ。

　だが、今の零士にとってみれば、取るに足らない敵に思えた。

　長い長い日本刀を、零士の間合いの外から振り下ろす。後方には誘導弾が迫り、逃にげられないようにしてだ。

　零士は、再び枷を外した。もう一つの《竜因子》が活性化し、一瞬、出力が百三十％を超こえる。

　平野の刃やいばをくぐった。振ふり下ろすより早く、平野の正面へと潜もぐり込む。

『そんな馬ば鹿かなっ⁉』

　平野が絶望的な悲鳴を上げた。

　その腹を、零士は蹴り上げる。

『ごふぅぅぅぅぅっ⁉』

　平野の体が、くの字になって太陽へと上がる。零士は上じよう昇しようし、平野の背後に出ると背中を蹴った。

『がふっ⁉』

　誘ゆう導どう弾だんへと落下する。それでも平野が、なんとか刀で自分の誘導弾を切り捨てる。

　が、三発が手足に当たり爆発した。

『ぐあぁぁぁぁぁ⁉』

　錐きり揉もみ状態で墜落していく。

　姿勢制せい御ぎよも何もなく、地面と激突し、大きな土つち煙けむりが上がった。

　その中で平野は、唯ゆい一いつ動く左手でなんとか体を起こそうともがいた。零士はその様子を見ると、無線を弓美香へ繫つなげながら地面に降りる。

『弓美香先輩、勝負つきました』

『分かったわ。封印を戻もどします』

　その直後、零士の中の《竜因子》が一つ、鎖によって雁字搦めになり再び眠りについた。同時にもう一つの──いつも使っている《竜因子》に切り替かえる。

　──出力三十五％

　一気に落ちるが、普ふ段だんよりは高いようだ。

「興奮してるからか？」

　そう小首を傾かしげると、もう地面がすぐそこだ。

　少しの土煙を上げながら、零士はもがく平野の脇わきに降り立った。

　重力制御の《異則》が入ったモジュールが壊こわれ、飛び立つことが出来ないらしい。ということは、装そう甲こうの重さも全すべて平野に掛かかっているということだ。

　数十キロの重みは、かなり辛つらいに違いない。

「平野。大人しく投降したらどうだ」

　肉声で呼びかける。

「ふ、ふざける……なっ！」

　なんとか顔を向けて、平野が叫さけぶ。

「ふざけてなんかいないさ。今のお前に、投降以外に何が出来るっていうのさ」

　零士の言葉に、平野が悔くやしげに顔を歪ゆがめた。

「投降するな？」

「正式な捕ほ虜りよとしての待たい遇ぐうだろうな」

「ああ」

「わかったよ……。とりあえず、立たせてくれ」

　平野が頷き、唯一まともに動く左手を上げた。その手を、零士は摑み引き上げる。

　頭が上がる。

　平野の顔に、嘲ちよう笑しようが広がっている。本能が警報を鳴らす。咄とつ嗟さに平野を放し、零士は飛び上がった。

「遅おそい！」

　左手に装備していた誘導弾の、最後の一発が火を噴ふく。

　真正面、避さけられない。

　手が伸のびた。赤い手だ。

　誘導弾を摑み、握にぎりつぶし、爆発させる。

　平然とその掌てのひらを、彼女は見た。

「この程度の威い力りよくか。もう少し、《竜力》を減らしても平気だったな」

　レティシアが、つまらなそうに言う。

「レティ⁉」

　零士が驚おどろくと、レティシアはチラリと視線を投げかけてくる。

「学園の外で特訓していた。おかげで、襲しゆう撃げきに気が付かなかった」

　そう言うと、平野の前に降りる。顔を蹴り上げ、体をひっくり返した。竜鱗機プラウダーの装甲で包まれた足だ。そのパワーと硬かたさで、平野が声にならない悲鳴を上げた。

　仰向けになった平野の顔は、鼻が潰つぶれ、歯が折れ、頰ほお骨ぼねも折れたのだろうか、妙みような形に凹へこみ、血まみれになってしまっている。

「お、おいっ！」

　慌てて零士がレティシアの隣となりへと降りるが、無視だ。

「霧雨獣吾は生きているのか？」

　レティシアが、静かに見下ろし聞く。

「そ、それは」

　平野が口籠もった瞬しゆん間かん、左の手を踏ふんだ。

　グシャッと音を立てて潰れた。

「ヒギィィィィィィィィィィィィィィィィィィ！」

　今度は悲鳴を上げ、平野がのたう──とうとして、重力制御が切れた竜鱗機プラウダーのせいで、何も出来ない。痛みに転がることも、触さわることも出来ない。ただ蒼そう白はくになり、体をよじり、悲鳴を上げることしか出来ない。

　そんな平野に、レティシアは何の感情も感じさせずにまた聞いた。

「霧雨獣吾は生きているのか？」

「し、知らないっ。本当に知らないんだっ！」

　レティシアが、左の二の腕を踏む。再びグシャッと音がして、潰れる。平野が悲鳴を上げることもなく、白目を剝むいて、泡あわを吹ふき、意識を途と切ぎれさす。

　そのこめかみを、レティシアが小こ突づいた。

「あ、あぐ……ぐあぁぁぁぁっ、い、痛いっ、痛い痛い痛いっ！」

「本当に知らないんだな？」

「知らないっ、痛いっ、し、知らないんだっ。痛い痛いっ。ぼ、僕は、生き残った七本槍やりでも、あ、あの三人は別だからっ」

「三人？」

「福ふく島しまライオット、加藤明あきらと加藤虎とら、痛いぃぃぃぃっ！」
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「続けろ」

「ひっ、ひぃぃっ、あ、あの三人は真一郎様に育てられた兵士でっ、だから僕は、い、痛いっ……僕は、何も知らされてないんだっ。ただの捨て駒ごまなんだよぉぉぉっ、し、信じてくれっ。本当なんだっ」

　涙なみだを流しながら平野が懇こん願がんする。

「レティ。とにかく、これ以上はよせよ」

　零士がレティシアの肩かたを摑み、声を掛けた。これ以上、この残ざん酷こくな行こう為いを見たくなかった。

　が──。

「だから零士、お前はダメなんだ」

　レティシアが、平野の顔を踏んだ。

　グシャリと頭ず蓋がい骨こつが潰れ、脳のう髄ずいが噴き出す。

「な、なんてことをっ⁉」

「霧雨獣吾が言っていた。人から離はなれれば離れるほど、アタシは強くなるとな。本来のアタシを取り戻すためには、後はもう人を殺しまくることだとな」

「何をっ、何を言ってるんだっ。それじゃただの人殺しじゃないかっ。人類を護まもることの、反対側だろ！」

「安心しろ。無実の人間を殺す気はない。アタシが殺すのは、敵だけだ。人類に害を為なそうとする敵を殺して、何が悪い」

　言い切ったレティシアが、空を見上げた。

「いい餌えさだ」

　飛ひ翔しようする。

「お、おいっ、やめろよ！」

　慌てて零士がその左手を摑むが、レティシアは止まらない。零士をぶら下げたまま飛び、ジロリと睨にらんだ。

「敵を殺すだけだ。それが、人であろうと竜りゆうであろうと、何が違ちがう」

「違うに決まってるだろっ。人間なんだぞっ」

「そうか。人間なら殺さない。竜ならば、味方であろうと殺す。殺して構わない。貴様はそう考えるのだな」

「なっ、何もそこまでは──ぐあぁっ！」

　摑んだ手を右手でねじり上げられた。痛みのあまり、手を放してしまう。

「アタシは、敵ならば殺す。だが、味方ならば竜でも殺さない」

　そう告げたレティシアが、零士を投げ捨てた。その勢いを殺しきれず、零士は背中から地面に激げき突とつしてしまった。

「ぐ、ぐう……レティは、何が言いたいんだ」

　見上げる。レティシアが最初の一機を殺したところだ。

　赤い閃せん光こうとなって、瞬またたく間まに赤い血の花を咲さかせていく。

　建速学園の生徒達は、ただ呆ぼう然ぜんとそれを見ることしか出来ない。止める力もなければ、止めるゆとりも、今はなかった……。




　　　　※　　※　　※




　真一郎は、破は壊かいした校舎を見下ろした。瓦が礫れきの周囲には、十数機の竜鱗機プラウダーだったものが転がっている。

「ここか」

　か細いが、確かに懐なつかしい《竜因子》を感じる。降り立とうとして、真一郎の背中に声がかけれた。

「待ちな」

「紗英か」

　振ふり返かえり、小さく笑う。

「不意打ちをしないで良かったのか？　俺は今、探たん索さくに集中して、お前の存在に気付いてなかったのだぞ」

「馬ば鹿かにしないで欲しいね。私はね、アンタやクソオヤジと違って、目的のために手段を選ばないってのが大だい嫌きらいなんだよ」

　紗英が青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とうの切っ先を真一郎に向ける。

「付き合ってもらうよ」

「俺とか。お前が憧あこがれていたのは、獣吾の方だと思っていたがな」

　苦く笑しようしながら真一郎は、長ちよう剣けんを抜ぬき放った。

「い、いやなことを思い出させやがってぇぇぇぇぇっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に、紗英が突っ込む。

　紗英が赤く染まる。高熱の固まりとなり、空気が歪み、視界が揺ゆらめく。

「バーストッ！」

　青龍偃月刀を肩に担かつぎ、跳はねさせるように叩たたき込む。

「甘い」

　真一郎は長剣を片手で横に薙ないだ。

　刃やいばと刃がぶつかる。

「どっちがっ。《竜殻ドラクーン》を纏まとった私の高熱《異則》を舐なめるんじゃないよっ。刀身ごと溶とかしてやる！」

「まったく。おつむが足りないところは、変わらずだな」

「馬鹿にするんじゃねぇっ！　焼きいれてやる！」

　紗英が更さらに気合いを入れる。紗英を染めた赤が、徐じよ々じよに変わっていく。黄色くなり、やがて白に近づく。

「無む駄だだと言っている！」

　真一郎は、数多あまたある《異則》の一つを活性化させる。

　熱が奪うばわれていく。奪われた熱がどこに行くわけでもなく、ただ消しよう滅めつする。

　紗英の体が、白から赤へとまた戻もどっていく。

「なっ、私の熱を奪ってやがる⁉」

「そうだ。お前の高熱《異則》は、俺には通用しない」

　告げながら、真一郎は長剣を押し込んだ。

「ちっ！」

　青龍偃月刀で長剣を弾はじきながら、紗英が距きよ離りを取った。

「っ……ふむ、驚いたぞ。パワーは、十一年前より増しているな」

「《竜殻ドラクーン》で強化された私の力を、平然と押し返しておいてよく言う！」

「この程度で驚かれてもな」

　真一郎は、《異則》を発動させて突っ込んだ。紗英が、正面から突っ込んでくる真一郎に青龍偃月刀を振り下ろす。

「なっ⁉」

　刀が空を切った。いや、確かに紗英の目には真一郎を斬きったように見えたはずだ。真一郎が、光を屈くつ折せつさせて幻まぼろしを作ったのだ。

　背後から、長剣を振り下ろす。

　戦士としての本能だろう。紗英が咄とつ嗟さに逃にげる。切っ先が、《竜殻ドラクーン》の装そう甲こうを斬り、紗英の肉を浅くえぐった。

「きゃぁぁぁっ⁉」

　背中を斬られた紗英が、存外女性らしい悲鳴を上げる。

「ま、手品みたいなものだが。戦せん闘とうでは、意外に役に立つ」

「くそっ」

　振り返った紗英が、真一郎を睨み付けた。背中に痛みがあるはずだが、気にする素振りは見せない。

「いい戦士っぷりだ。どうだ。獣吾ではなく、俺に付かないか。七本槍を作ってみたが、お前ほどの素材は一人か二人しかいなくてな。ましてお前には経験と《竜殻ドラクーン》がある。俺の右みぎ腕うでに相応ふさわしい」

「ふざけるなっ。アンタが今までやってきたことを忘れたとは言わせないよっ」

「全すべては竜を狩かるためだ」

「違うね」

　きっぱりと紗英が断言した。

「なんだと？」

「私が知らないとでも思ってるのかい？　アンタが竜を狩る理由も、この学園に執しゆう着ちやくした理由も、見当は付いてるんだ。ったく、クソオヤジよりもアンタはたちが悪い。いや、最低な男だよっ！」

「……そうか。ならば、死ね」

　真一郎は、頭がスゥッと冷たくなるのを感じた。

　怒おこる時、熱くなる。だが、その怒いかりがあまりに強い時、人は冷たくなるものらしい。

　刃となって空を切り裂さき、紗英に迫せまる。

「同じ手はくわねぇんだよ！」

　青龍偃月刀を紗英が、横に振る。そのまま回転して背後をも斬る。

　二人の真一郎が斬られた。

「なっ、二つとも幻か！」

　紗英の顔が凍こおり付く。

「死ね」

　紗英の頭上からその頭ず蓋がい目め掛がけて、真一郎は上から下へとまっすぐに長剣を振り下ろした。

　紗英の頭が割れ、その命が絶たれる。

　その様が、ありありと真一郎には思い浮うかんだ。先の《屠竜戦争》において共に戦い、助け合った戦友だ。幾いくばくかの心の痛みがあるかと思ったが、ない。

　切っ先が頭へと叩き込まれようとしているのを見ながら、真一郎は自じ嘲ちようした。ずいぶんと自分も、遠くに来たものだと。

　その切っ先が、止まった。

　長剣の根本に、刃がある。咄嗟に真一郎は、後ろへと下がった。

「誰だれだっ！」

「零士、来てくれたのか！」

　紗英が叫さけんだ。

　だが、その先にいるのは零士ではない。

「レティ⁉」

「レティシア・ベラスケスか。なるほど、獣吾も色々と道具を用意したものだ」

　双刀を構える血で赤く染まった竜鱗機プラウダーの姿に、真一郎は冷たい笑えみを向けたのだった。







　五章







　レティシアは後こう悔かいしていた。

　なぜ自分は、真しん一いち郎ろうの剣けんを止めたのだろうか。なぜ、真一郎を双刀で斬らなかったのだろうか。

　確かに、叶かのう紗さ英えという人物に憧れを抱いだいていた。

　竜りゆう倒とう五将最若じやく年ねんであり、僅わずか十四歳で《屠と竜りゆう戦せん争そう》に身を投じた英えい雄ゆうだ。彼女が戦いに参加したのは三匹目の竜を倒たおす作戦からだ。瞬またたく間まに頭角を現し、三匹目との決戦で獣じゆう吾ごに認められ、主戦力の一人となった。

　同時に竜の残党を退治することに反対した急きゆう先せん鋒ぽうでもあり、その反目もあって戦後は姿を消したと言われていた。

　レティシアは、そんなところに憧れていた。竜倒五将の中で唯ゆい一いつ、認めることが出来る戦士だった。

　だが、今は違ちがう。

　そんな人間らしい憧あこがれは捨てなければいけない。

　そして何より、目の前の男はレティシアが殺さなければならない一人なのだ。

『どうした、来ないのか？』

　真一郎が無線で呼びかけてくる。

『一つ聞く』

　レティシアは、淡たん々たんと問いかけた。

『なんだ』

『霧きり雨さめ獣吾は生きてるのか？』

『なんだ。そんなに獣吾のヤツを慕したってるのか』

『逆だ。霧雨獣吾は、アタシが殺さなければならない』

『ほう』

　真一郎が面おも白しろそうに笑う。紗英は、ただ絶句した。

『そうだな。知りたければ、俺を倒してみればいい。死に際ぎわに教えてやる』

『いいだろう』

　レティシアは両りよう脇わきに双刀を構え、下降した。

　真一郎の視界から一いつ瞬しゆん消え、体を反転させ、再び上じよう昇しようする。

《竜力誘ゆう導どう機》がレティシアの《竜力》に追いつかず、悲鳴を上げる。もどかしいが、一瞬ならば、持つ。

　真一郎の背中を斬ろうとして、レティシアは刃カタナを自分の背中に回した。

　激しい衝しよう撃げきと共に、レティシアの体が前方へと放ほうり出される。

「くっ……」

『紗英よりも良い勘かんをしているな。俺の幻げん影えいに気付き、あまつさえ斬りつけられるのを防ぐとはな』

　振ふり返ったレティシアに、真一郎が淡々と言ってくる。

『だがしょせんは竜鱗機プラウダー、《竜殻ドラクーン》の劣れつ化か品だ。この程度だ』

　一気に真一郎が間合いを詰つめてくる。一直線に迫ってきて、ただ長剣を上から振り下ろす。

　双刀を二つ重ね、その圧力に耐たえる。

　いや、耐えられない。

　弾き飛ばされ、レティシアは地上の瓦が礫れきに突つっ込んだ。

　轟ごう音おんと共に、レティシアの体が瓦礫に埋うまる。




「殺しておくか」

　真一郎は、更さらにトドメをさすべく瓦礫を見み据すえ、長剣を横に上げた。

　ギンッという音と共に、紗英の青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とうが止まる。

「まだやるか」

「当たり前だろ！」

　飛び退のいた紗英が、左手を真一郎に向ける。

《竜力》そのものの閃せん光こうが放たれる。真一郎は、横にただスライドして避さける。それを追うように、何度も閃光が放たれる。そのたびに真一郎はただ避ける。

「ちっ」

　諦あきらめたのか、紗英が左手を下げ、青龍偃月刀の柄つかに戻もどす。

「くだらないことをするな」

「そうでもないさ。付き合ってくれたおかげで、ほら」

　紗英の言葉に促うながされて下を見ると、レティシアが瓦礫をどかして這はい上がってくるところだ。

「二対一というわけか」

「悪いね。主義に反するんだけどさ」

　レティシアが下から、一気に突っ込んでくる。紗英が、その動きを予測したのか、対角線上に位置取った。

「ハァァァァァァァァァァ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に、紗英が高熱化し青龍偃月刀を振り下ろしてくる。

　真一郎は長剣を振り一いつ閃せんさせた。熱を奪うばいながら、青龍偃月刀を斬きり裂く。

　同時に蹴けった。レティシアの双刀が粉みじんに砕くだける。

　驚きよう愕がくを浮かべたレティシアへ、踏ふむように足を下ろす。咄とつ嗟さに両りよう腕うでで自分を庇かばうが、装そう甲こうが砕け、骨の折れる感かん触しよくが足裏に伝わった。そのままレティシアは、再び瓦礫へと突っ込み、埋まった。

「レティ！」

　紗英が叫ぶ。

「人の心配をしている場合か？」

　長剣を返し、紗英へ振る。

「チィィィィッ！」

　先せん端たんがなくなった青龍偃月刀の柄を、長剣に叩たたきつけてくる。

　長剣が押され、真一郎の体が右へ傾かたむく。その勢いのまま、真一郎は左足を蹴り上げた。

「がっ！」

　紗英が柄を捨て、右腕を体の脇わきに折りたたむ。

　その腕ごと蹴り上げた。

　装甲は壊こわれない。だがその衝撃で、紗英がよろめく。

　そこに、真一郎は長剣を振り下ろした。

　正面から、紗英が断たち切られ墜つい落らくしていく。

「さすがと言うべきだな」

　真一郎は苦く笑しようした。

　微かすかに、右みぎ拳こぶしに痛みがある。紗英の左拳で、断ち切る瞬間に殴なぐられたのだ。

　おかげで握にぎりが甘くなり、紗英を完全に斬り捨てることにはならなかった。命を拾っている可能性もあるだろう。

　瓦礫に墜落した紗英を見下ろし、真一郎は長剣を構えた。

「長い付き合いだったがな」

　振り下ろそうとして、動きが止まる。

　瓦礫の山を、一人の少女がよじ登っている。

　銀色の髪かみを持ち、黒い肌はだをした、巫女みこ服の少女だ。

「クラヒメ……」

　思わず真一郎は、名前を呟つぶやいた。それが聞こえたのか、クラヒメが瓦礫の山から真一郎を見上げる。

「また派手に壊してくれたものじゃな」

《竜殻ドラクーン》を装着した人間の能力は五感が向上して竜のレベルまで上がる。クラヒメの声は、はっきりと真一郎に聞こえた。クラヒメもまた、聞こえることを前提で話している。

　だが。

「再会したのに、離れて話すこともないだろう」

　真一郎はゆっくりと瓦礫の上に降りた。

「再会のう」

「久しぶりだな、クラヒメ。随ずい分ぶんと待たせた」

　真一郎の言葉に、クラヒメが苦笑する。

「儂わしが待っていたと思うのか？」

「思うとも」

「はぁぁぁぁ。獣吾は己おのれに自信がなさ過ぎじゃが、お主は己に自信があり過ぎる」

　クラヒメがため息を吐つく。

「そもそもじゃ、お主は儂がこんなことを望んでいると思うのか？」

「お前は望んでいないだろうな」

「当然じゃ。義理とはいえ、儂の姪めいまで虫の息にしおって」

「だが、このままお前に消えられるよりはマシだ。俺は十一年前、それだけは阻そ止しすると言ったはずだぞ」

「聞いておったなどというレベルではないわ。お主と獣吾の言い争いは、今でも耳に残っておる」

　辛つらそうにクラヒメが声を出す。

「お主にもよく分かっておるはずじゃ。この地下にある結界機を壊せば、この世界がどうなるかを」

「よく分かっている。竜に尻尾しつぽを丸めた獣吾が、必死にすがりつき、守っている結界機だからな。この世界──根源世界と、他世界を分け隔へだてている結界が消える。それはすなわち、竜がこの世界に再びやってくるということだ」

「その通りじゃ。あの時、《屠竜戦争》に勝利した時じゃ。儂と獣吾は、お主が反対する中で、この結界を張ったのじゃ」

「そうだ。そのおかげで、確かに竜は来なくなった。が、同時に。竜を倒しにも行けなくなった」

「おかげで、竜りゆうには勝てぬという獣吾と、勝てるというお主が決けつ裂れつしたのじゃ」

　クラヒメが顔を上げ、空を見た。その視線の先は、今の空ではなく過去の空だ。

「《屠竜戦争》は悲ひ惨さんな戦争じゃった。大勢の人間が死んだのじゃ。じゃがな、今ここで結界が消えれば、《屠竜戦争》の比ではないぞ。あの五頭の竜将ハイドラゴンよりも、遥はるかに強力な竜が来らい襲しゆうする。先せん遣けん隊たいではなく、皇コウ竜リユウの本体が来るのじゃ。遥か古いにしえよりの、悲願を叶かなえるためにな。儂はそれを、よく知っておる」

「ああ。何しろ、お前達姉し妹まいが、色あせた言い伝えとなっていた竜の存在を、より詳くわしく俺達に教えてくれたのだ。だからこそ、俺達は《屠竜戦争》に備えることが出来た。そして勝つことが出来た」

　述じゆつ懐かいした後、真一郎はクラヒメの肩かたを強く摑つかんだ。

「だがな、俺とてこの十一年間、伊達だてに竜側に与くみしたわけではないぞ。竜のことを知り、竜を狩かり、竜の力を簒さん奪だつし続けてきた」

「知っておるわ。結界のほころびから潜せん入にゆうした竜を、お主が狩り続けていたことはな。竜には、儂らクシナダが行ったこととしておるのじゃろうがな」

「ふっ。俺は遥かに強くなった。見たのだろう。十一年前、限りなく俺と獣吾に近づいた紗英を、一いつ蹴しゆうした戦いを」

「見たわ。今の儂には見ることしか出来ぬからな。じゃがな、お主の力をもってしてもじゃ」

「いいや。俺は確信している。結界が消えた後にやってくる竜は、全すべてこの俺が倒たおす。殺し尽つくしてみせる」

「…………本当にそう信じておるのか？」

　クラヒメの問いに、真一郎は強く強く強く頷うなずいた。

　一いつ切さいの、クラヒメの疑いも、自分の疑いも消し去ると念じるかのように。

「では、お前の体にも再会してくるとしよう」

　真一郎はクラヒメを背にして守ると、瓦礫を吹ふき飛ばしたのだった。




　　　　※　　※　　※




「クラヒメ様っ⁉」

　弓ゆ美み香かが驚おどろきの声と共に、瓦礫が飛散した地面に降りていく。零れい士じもまたその背中に続き、絶句してしまった。

　紗英とレティシアが、クラヒメの足あし下もとに横たわっているのだ。

「おお、ようやく来たか」

　クラヒメが軽く手を上げる。

「どうしてここに……」

「なに。真一郎を説得してみたのじゃが、無理であった」

　弓美香に答えてから、クラヒメが言葉を失っている零士に顔を向ける。

「安心せい。紗英は思ったより軽傷じゃ」

「ほ、本当ですか？」

「うむ。元々体力もあるし、こやつは昔から戦せん闘とうセンスの固まりじゃ。急所を上手うまく避よけておるわ」

　その言葉に、零士はほっと胸をなで下ろした。

「二人共、神みわ真一郎にやられたんですね？」

　弓美香の確かく認にんに、クラヒメが少し辛そうに頷く。

「目的はやっぱり結界機ですか」

「うむ」

「分かりました」

　弓美香が、零士に目配せをする。

　結界機とやらが何のことだか、零士には分からない。ただ、弓美香が共に戦おうと言っていることだけは分かる。

「正気か、弓美香」

「ええ。結界が消えれば、世界の危機です。命を惜おしむべきではありません。まして私は、二代目クシナダヒメですから」

「じゃがな。そうじゃからこそ、お主にとってこの結界機は無い方がよいものでもあるのじゃぞ」

「長年務められているクラヒメ様を、私は見ていますから」

　ニコリと、ただどこか寂さびしそうに弓美香が笑う。

「………………零士」

　クラヒメが、深刻な顔で零士へ振ふり返った。

「獣吾はお主を見限った。じゃがな、儂はお主をまだ信じておる」

「ありがとうございます」

「うむ。良いか、結界機に辿たどり着け。儂は、そこで待っておる」

「え？」

　クラヒメの言っている意味が分からなかった。

　が、目の前でクラヒメの姿がかき消えてしまう。

「クラヒメ様？」

「いいのよ、零士くん。あのお姿は、クラヒメ様の仮のお姿だから」

「仮の姿⁉」

　弓美香の口から出た言葉に、零士は思わず聞き返してしまった。仮とは、どういうことだろうか。

「ええ、そう。必要があって、あのお姿で活動しているの。クラヒメ様が外で活動するための、端たん末まつのようなものね」

　益ます々ます弓美香が言っていることが分からない。その様子に、弓美香がクスクスと面おも白しろそうに笑う。

「ふふ、その内、分かるわ。それよりも、早く結界機へ向かいましょう」

「分かりましたけど、どこからですか？　もしかして、この穴ですか？」

　瓦が礫れきが飛散する地面に一カ所、穴がある。コンクリートがどろりと溶とけ、鉄筋が飴あめ細ざい工くのようになった穴だ。

「いいえ、私達は正規ルートから向かいましょう」

　弓美香が向いた先には、学生寮りようがあった。

　入り口を開けることなく、弓美香が乱暴に突つき破る。そのままエレベーターに向かうと、これまた乱暴にドアを破は壊かいし、下へと向かう。

『こんなことして、いいんですかっ』

　高速で移動する中、零士は無線を通して弓美香に訴うつたえた。どう考えても、学園の器物破損だ。

『竜が来襲した時の損害を考えれば小さいものでしょう』

　きっぱりと弓美香が言い切る。戦闘行動中だから仕方ないとは思うが、欠片かけらも躊ちゆう躇ちよなく弓美香が破壊して進んでいく。普ふ段だんの素振りからは想像も出来ない、豪ごう快かいともいえる行動だ。

　そのまま下降し──。

『というか、学生寮に地下なんてなかった気が』

『そうよ。この地下には結界機しかないわ。そして、それは学園でも極ごく秘ひ中の極秘事じ項こうなのよ』

　床ゆかすれすれで弓美香が角度を曲げ、また扉とびらを突き破り、通路に出る。

　灯あかりに照らされた通路を、弓美香と零士は高速で飛んだ。何度か曲がり、大きなホールへと出る。

『この下が結界機の中ちゆう枢すうになるわ』

　人ひと影かげは全くない。

　音もほとんどない。

　光量は酷ひどく抑おさえられて、真っ暗とまでは言わないが、かなり視界が悪い。

　所々に青白い誘ゆう導どう灯とうがあり、それがらせん状に下へと繫つながるスロープの存在を表していた。

『危ない場所だな……』

　零士の呟つぶやきに弓美香が真ま面じ目めな顔で答える。

『仕方ないのよ。誰だれだって、眠ねむる時には静かに、暗くありたいでしょう？』

『眠る？』

　聞き返した時だ。

　静せい寂じやくを突き破る轟ごう音おんと共に、天てん井じようの一角が突き破られた。

　メリメリと天板が引き裂さかれ、男が姿を現す。

『神真一郎っ！』

　名前と共に、弓美香が容よう赦しやなくレイジキャノンを一筋に絞しぼって放った。

　その閃せん光こうを、まるで蠅はえでも追い払はらうように真一郎が片手で弾はじく。

「ん……。なるほど、我らがクシナダヒメか」

　面白そうに真一郎が笑う。

「これはいい。ここで結界機が壊こわれ、お前まで死ねば、獣吾の企たくらみは全て水すい泡ほうに帰す」

「ふざけるな！」

　思わず叫さけんでいた。

　零士が弓美香の前に立つ。

「弓美香先せん輩ぱいは俺が護まもる。そう決めてるんだ！」

「……タカヒメの子か。アイツが悲しむからな、出来れば殺したくはなかったが」

「タカヒメ？」

　聞いたことがない名前だった。紗英から聞いている母親の名とは、違ちがう。

「なるほど。紗英のヤツ、お前には何も教えなかったのか。まあいい、邪じや魔まをするのであれば、殺すだけのことだ」

　穴から全身を出し、真一郎が長ちよう剣けんを構える。

「零士くんっ。私にキスをなさい」

「……はい」

　零士は頷き、弓美香の足下に跪ひざまずいた。

　右手が差しのばされ、手てつ甲こうが光の線と共に割れる。その中心に浮うき上がる輪と文字列が、暗いホールの中で鮮あざやかに輝かがやく。

　そっと零士はキスをした。

　鎖くさりが緩ゆるみ、目覚める。

　零士の中で再び、竜りゆうが咆吼を上げた。

　異なる《竜りゆう因いん子し》が、《竜力誘ゆう導どう機》を通じて《竜力》を溢あふれさせる。

「期待外れの落ちこぼれがっ！」

　真一郎が突っ込んで来た。

　零士は日本刀を構え、弓美香の前に仁に王おう立だちになる。

　ここは、絶対に譲ゆずれない。

　弓美香を護る。そのためにこそ、自分はある。

「ふんっ！」

　長剣が、空気を押し潰つぶすようなうなりを上げて迫せまった。

「ふざけるな！」

　枷かせを外す。もう一つの《竜因子》をも活性化させる。

　──出力百五十％

　出力ゲージが真っ赤になり、《竜力誘導機》が悲鳴を上げる。

　ヒヒイロカネ製の日本刀に、その全すべての《竜力》を注そそぎ込み、刃やいばを鋭するどくさせるべく《異則》を発動させ、零士は刀を煌きらめかせた。

　キィィィィン。

　澄すんだ音と共に、真一郎の長剣が真っ二つになる。

「なんだとっ⁉」

　啞あ然ぜんとした声を真一郎が上げた。

　チャンス、だった。

　手首を返し、斬きり上げた日本刀を振り下ろす。

　真一郎の首筋に、刃が入る。

「なっ⁉」

　真一郎が驚きよう愕がくした。死を、覚かく悟ごした顔だ。

　だが刃が止まる。

　零士が止めたわけではない。

　装そう甲こうに止められたわけでもない。

　全てが重かった。

　いや、そもそも竜鱗機プラウダーが動かない。

「どういう……ことだ」

　助かった真一郎もまた驚おどろき、呆ぼう然ぜんと零士を見ている。

　零士の腕うでがガクリと落ちた。膝ひざも落ちる。立って、いられない。

　視界に投とう影えいされるべきデータが、全て消えてしまっている。

「そうか、《竜力誘導機》がオーバーヒートしたのか」

　落ち着きを取り戻もどした真一郎が、冷たく零士を見下ろした。

「オーバーヒート？」

　顔を上げることが出来ないまま、零士は間ま抜ぬけにも敵に聞き返してしまった。

「そうだ。お前の《竜因子》に耐たえられず、壊れた。その竜鱗機プラウダーは、もうただのガラクタ、いやお前を拘こう束そくする重しに過ぎんな」

「な……くっ、そんな馬ば鹿かなことっ。動けっ、動いてくれよ！」

　集中する。《竜因子》を活性化させる。

　何も反応はない。

　何一つ動かない。

「しょせん、お前はここまでだ。よくやった」

「く、くっそぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　床に手を突く。足を起こす。立つ。叶零士は、弓美香の前に立って護らなければいけない。

「零士くんっ⁉」

「ほう」

　弓美香と真一郎が、驚きの視線を投げた。

　立ち上がる。

　立ち上がり、顔を上げて真一郎を睨にらんだ。

「ここは通さない」

「さすがは叶雄ゆう一いちの息子むすこだ。地じ獄ごくで、褒ほめてもらうといい」

　優やさしげな顔のまま真一郎が手を伸のばし、零士の顔を摑つかみ、横へと投げた。

　何も出来ない。立ち上がり、ただそれだけだ。

　落ちる。

　結界機の中央へと放ほうり投げられ、零士はただ落ちた。

　悔くやしさで、涙なみだが出る。

　守る。何が守るだ。何も出来なかった。

　暗くら闇やみの中から、徐じよ々じよにこれから零士の命を奪うばうであろう床が見えてくる。何かが、そこにはあった。薄うすぼんやりと、何かが形となって分かってくる。悔しさや悲しみの中で、妙みように冷静にその何かを零士は見た。

　細長く丸い。表面には光こう沢たくがある。

　床がハッキリと見えて来た。次いで、その何かがカプセルのようなものだと分かる。

　光沢ある表面は、半はん透とう明めいの素材で出来ているらしい。その半透明の素材の奥に、何かが見えた。

「人間……？」

　間違いなく人のシルエットだ。零士は、そのシルエットに何か懐なつかしいものを感じた。まだ、その容よう貌ぼうも分からないというのにだ。

「かあ……さん？」

　その呟きは、床まであと数十センチに迫った時に自然と口をついて出た。零士の目に、カプセルの中の顔が見えた、気がしたのだ。

　凜り々りしく、優しく、強い、零士が微かすかにしか憶おぼえていない母親の顔が、そこにはあった。

　その瞬しゆん間かんだ。零士の中で、鎖がまるで自ら役目を終えたかのように、緩み、吹ふき飛んだ。雁がん字じ搦がらめにされていた《竜因子》が、歓かん喜きと共に咆吼を上げる。

　そして──床ゆかに落ちた。

　轟音と共に、床が凹へこんだ。零士は思わず目を閉じた。痛みを予測して体が強こわばる。

　だが、何もない。何の痛みも感じない。

「……え？」

　呆然と零士は起き上がった。生きてる。生きてるどころか、竜鱗機プラウダーが動く。

「ギリギリで《竜力誘導機》が直ったのか？」

　呟きながら確かく認にんするが、どうにも作動している気配はない。にも拘かかわらず、《異則》に《竜力》が注がれているのだ。

「どういうことだ？」

　分からず、小首を傾かしげて──零士は気付いた。悩なやんでいる暇ひまはない。一刻も早く弓美香の下もとへ行くべきなのだ。弓美香を護るのだ。

「待つのじゃ」

　いきなり声が掛かけられた。振ふり返ると、誰もいない。いや、カプセルだ。カプセルの中から声が聞こえてくる。

「やれやれ、儂わしは待っておると言ったはずじゃぞ。そもそも、人の寝しん所じよに派手に登場してくれるものじゃな」

　カプセルがゆっくりと開いていき、女性が身を起こした。

　ゆったりと長い銀ぎん髪ぱつを持ち、長い睫まつ毛げと切れ長の目をした美女だ。弓美香でさえ敵かなわないのではないかと思える豊満な肉体を、何一つ隠かくさず堂々とカプセルから床へ降り立つ。

　ただ零士は、その肢し体たいに男としての興奮は感じなかった。

　それよりも、懐かしさが溢れそうになる。

「か、母さん……？」

「ん、ああ、似ておるからな」

「え？」

「儂はクラヒメじゃ」

「クラヒメ様っ⁉」

　零士の脳のう裏りに弓美香の言葉が甦よみがえる。普ふ段だんのクラヒメは仮の姿だと、そう彼女は言っていた。あれは、このことなのだろうか。

「仮の姿で端たん末まつで……」

「ああ、弓美香が言ったのじゃな。その通りじゃよ。儂は、故ゆえあってこのカプセルの中で眠ねむり続けねばならん。じゃがまぁ、色々とやらねばならぬこともあるのでな。最低限の力を持たせて精神体を外に飛ばしておるのじゃよ。それが、普段の子供の姿じゃ」

「はぁ」

　キョトンと頷うなずいた零士を見て、クラヒメがおかしそうに笑う。

「お主、この程度で驚いておったら身が持たぬぞ。なんせ、儂とお主の関係をまだ教えておらぬのだからな」

「クラヒメ様と俺の関係って、ええと、姉弟きようだいだったとか？」

「ほう、当たらずといえども遠からずじゃな」

　ちょっと驚いた様子でクラヒメが、零士を見る。だが、零士はちょっと驚いた程度ではすまない。ということは、クラヒメと零士が親しん戚せき関係にあるということだ。

　目が丸くなってしまう。

「ふふ、次は目が飛び出そうじゃな」

「え、あ、いや」

「ま、もったいぶる時間もないしな。良いか、儂はお主の母の姉、双ふた子ごの姉じゃ」

　驚きの連続に、もう零士の理解が追いつかない。

「要するに、お主の伯母おばじゃ伯母」

「お、おばさん？　クラヒメ様がおばさん？」
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「む、その言い方は妙に引っかかるが、ま、よいか。それよりもじゃ」

　クラヒメが、壁かべ際ぎわに設置された円柱へと向かった。その一つから、腕輪ブレスレツトを取る。

「これをはめるがよい」

「え？」

「お主の母の形見じゃ」

「──っ！」

　受け渡わたされた腕輪ブレスレツトをまじまじと見てしまう。光る筋こそあるが、銀色のただの腕輪ブレスレツトだ。

「《竜殻ドラクーン》じゃ」

「え？」

「お主の母、タカヒメが狩かった《竜殻ドラクーン》じゃよ。いいか、それを握にぎって《竜りゆう力りよく》を流し込むのじゃ」

「《竜力》をって、竜鱗機プラウダーをまだ装着してて……」

「ほれ、早くせい」

「でも、《竜力誘ゆう導どう機》は……」

「分からぬヤツじゃな。良いか、お主には儂の妹タカヒメ、つまり竜じゃ、竜の血が半分流れておる」

「なっ⁉」

「そして《異則》とは、《竜力》とは本来は竜の力じゃ。竜が意識せずとも使う力じゃ。故に、今のお主は《竜力誘導機》なる変へん換かん器を使わんでも、《竜力》を自然に《竜因子》から出せるのじゃ。おかげで封ふう印いんは吹き飛んだようじゃがな」

　零士は、床に墜つい落らくした瞬間のことを思い出した。あの時、確かに鎖くさりが吹き飛んだ。弓美香が零士を思い掛けてくれた鎖が、自分から外れるように吹き飛んだのだ。

「封印がなくても、いいんですか？」

「ふむ。人間を捨てねば、竜側にはなれぬと儂も思っておったがの。お主、人間に引き継つがれてきた《竜因子》も生きておるじゃろ」

　クラヒメの言うとおり、まだ二つの《竜因子》の存在をはっきりと感じる。

「じゃからかも知れぬな。まあいい。ほら、早くせねば弓美香を助けられぬぞ」

「は、はい！」

　慌あわてて零士は、言われた通りに《竜力》を注ぎ込む。

　何かが爆はぜた。

　竜鱗機プラウダーが、まるで主に道を譲ゆずる僕しもべのように勝手に外れていく。

　その下から、銀色に輝かがやく《竜殻ドラクーン》が姿を現す。

「ほれ、行け。お主には、タカヒメが身ごもった折に譲まもった《異則》もあるのじゃからな。全すべては、その《竜殻ドラクーン》が教えてくれるじゃろうよ」

　クラヒメの言葉が、不思議としっくりときた。《竜殻ドラクーン》に温かく包まれているせいだろうか。

「行きますっ！」

　顎あごを上げ、零士が飛ひ翔しようする。その姿を見てクラヒメが、満足そうに頷いた。




「きゃぁぁぁっ⁉」

《碧へき雷らい》の肩かた装そう甲こうが弾はじけ飛ぶ。間一髪、真一郎の拳こぶしは肉体には届いていない。それでも、高熱と衝しよう撃げきで弓美香の意識が吹き飛びそうになる。

「よく躱かわすっ！　さすがは建たけ速はや学がく園えん始まって以来の天才、いや、クシナダヒメだな！」

　再び拳が迫せまった。

　咄とつ嗟さに、既すでに半分となった日本刀を突つき出す。拳に触ふれた箇か所しよから、真っ赤になって溶とけてしまい、弓美香は慌てて手を放した。

　背中が、壁かべに触れた。

「しまったっ」

「終わりだな」

　何の感傷もなく、真一郎が淡たん々たんと指し摘てきしてくる。

「まだっ！」

　レイジキャノンを放つ。十二筋の閃せん光こうを曲げ、くねらせ、真一郎の顔面へと向かわせる。

「無む駄だだと言ったろう」

　掌てのひらで、全て弾かれてしまう。

「くっ」

「クシナダヒメとして、最後くらいは堂々と死ね」

　真一郎が拳を振り上げ、振り下ろす。

　弓美香は思わず目を瞑つぶった。まぶたの裏に零士の顔が浮うかぶ。

「ごめんなさい」

　謝る。弓美香がいなければ、自分が引きずり込まなければ、零士も死ぬことなどなかったはずだ。それに、零士が護ろうとしてくれた自分の命も、ここで結局終わってしまう。そう思うと、申し訳なさで涙なみだが出てしまう。

「泣かないで下さいよ」

「でも……」

「だって俺は、弓美香先せん輩ぱいを泣かせないために戦うんですから」

「零士くん……」

　幻げん聴ちようにしては、やけにリアルだ。

　ゆっくりと目を開ける。

　そこには、真一郎の拳を正面から受け止めた零士の背中があった。

　竜鱗機プラウダーではない、《竜殻ドラクーン》を纏まとっている。

　床ゆかに穴が空いていて、そこから零士が飛び出たのだ。

「叶零士、何故なぜタカヒメの《竜殻ドラクーン》をっ…………そうか、クラヒメか！」

　真一郎が下を睨にらんだ。

「自分から結界を解除した……か」

「え？」

「分からんか。クラヒメこそが、結界の中ちゆう枢すうよ。クラヒメの力を吸い続けることで結界は張られていた。そのクラヒメが起きたということは、結界が消えていくということだ」

「じゃが、ここで零士と弓美香を助けなかったとしても、お主によって儂わしは引きずり出され、結界は消えた」

　クラヒメが、ゆっくりと浮ふ上じようしてくる。
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「であれば、助ける方が良いと言うものじゃ。それに、儂が自ら出るのであれば、結界が消失するまで、少しの時間は稼かせげるからの」

「そうか。いいだろう、俺は竜の出現に備えるとしよう」

「ほう、惚ほれたおなごを置いて消えるか」

「竜を全て滅ほろぼす。お前を迎むかえるのは、その後だと十一年前も言ったはずだ」

　そう言って真一郎が、拳を押さえていた零士を振ふり払はらう。

「叶零士。《竜殻ドラクーン》を操あやつろうが、貴様では役に立たん」

　拳がいきなり、目の前に迫った。

　その瞬しゆん間かん、《竜因子》が二つとも、激しく脈動した。

「おおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉおぉぉ！」

　零士の持つ二つの《竜因子》、そのどちらからも、強大な《竜力》が溢あふれ出す。その圧あつ倒とう的で威い圧あつ的な力は、まるで──。

「なんじゃと？」

　クラヒメが、たじろぐ。いや、真一郎こそがたじろいだ。

「なっ、馬ば鹿かなっ⁉」

　零士は真一郎の拳を摑つかみ、押し返す。驚おどろきのせいか、真一郎が全く耐たえることも出来ずに吹ふき飛び、壁に激げき突とつし、体全体がめり込んだ。

　そのパワーは、零士自身が驚き、思わず自分の手を眺ながめてしまったほどだ。

　そんな零士の姿をクラヒメがまじまじと見つめた。

「どういうことだ。お主の《竜因子》、共に竜のものじゃと……」

　クラヒメが呻うめく。

　零士には、どういうことか、何が起きたか分からない。

　ただ、前を向いた。ハッキリと分かるのだ。真一郎が、まだ本当の力を出していないことを。そして、勝負はまだついていないことを。

　真一郎が、壁から体を引き抜ぬいた。

　そして、獰どう猛もうに笑う。

「なるほどな。試験官の目が節穴だったというわけか」

　血を吐はき捨てる。

「いいだろう。叶零士、お前は竜を殺す役には立ちそうだ。この決着、後に回してやろう」

　無表情の中に微かすかに喜びを混ぜて言うと、真一郎が上を向いた。一度ゆっくりと浮き上がり、一気に飛ぶ。侵しん入にゆうした穴から外へ出て行く。

　その姿を零士は、最後まで睨んでいた。いや、その姿から目を離はなすことが出来なかったというほうが正確だろう。戦うべき相手として、零士は神真一郎を脳のう裏りに強く刻み込んだのだ。

「零士くん……」

　背後で、泣きそうな声がした。愛いとしい、何よりも護りたい人の声だ。

「弓美香先輩。平気ですよ。俺は、人間のままです」

　振り返り微笑ほほえむと、涙を流させないと誓ちかった人を、零士は泣かせてしまったのだった。

「零士くんっ、死んじゃったかと……良かった、本当に良かったっ」

　抱だきついて来た弓美香の背に腕うでを回そうとして、零士は真っ赤になりながら固まってしまった。

「やれやれ、勇ゆう敢かんじゃが、勇気がないことじゃ」

　その様子をクラヒメは苦く笑しようと共に眺めていた。




　　　　※　　※　　※




「叶零士か……。となれば、あのレティシア・ベラスケスも、使えるかも知れんな」

　真一郎のその思いつきは、学園から一人の生徒──レティシアを消すことになったのだった。







　あとがき







　第三巻を手にとって下さり、ありがとうございます。




　なんというか、いつも書いている気がしますが、あとがきって本当に苦手です。何を書けばよろしいんでしょうかね。

　ここで盛大にネタバレ！

　というわけにもいきませんし、ツイッターやブログのように写真を貼はって誤ご魔ま化かすわけにもいかず……。

　編集部さんにお願いして、あとがきネタ用アンケートとかあると楽かも知れませんね。書いて欲しいものをアンケートでまとめて……。

　ひどい内容がたくさん来そうでダメですね。




　ええ、近きん況きよう的な定番ネタで入ることにします。

　最近の橘たちばなぱんですが、太りました。

　二キロほどなんですが、全く下がる気配がない。むしろ徐じよ々じよに数値が上がっている気がします。

　何故なぜだろう？

　そう考えたんですが、理由は一つです。

　お肉美味おいしい。

　実は先日、友達の皆みなさんに誕生日を祝ってもらったのですが……。それがいけなかった。

　牛タンが美味しい店でして、




・牛タンのてっさ

　タンを薄うすく切った刺さし身みです。これが堪たまらなく美味しかった。何時いつの日か、お金持ちになってお箸はしで一気にさらって食べてみたいです。




・炙あぶり和牛の握にぎり

　本当にお肉が、口の中で甘くとろけて……。その甘みにちょっとの醬しよう油ゆが絡からみ、ご飯と絶ぜつ妙みようにマッチしました。




　他にも色々と食べた後に〆しめとして、タンのカレーライス。よく煮に込こまれたタンが、歯が当たるだけでパラパラと分解して、濃のう厚こうなルーに絶妙に混じり合ってくれるんです。ライスが進む進む。

　が、ここからが問題でして。

　〆にもう一つ、タンラーメンってのがありまして。

　我が慢まん出来ずにそれも頼たのんでしまいました。

　醬油ベースのラーメンなんですが、タンのダシがしっかりと入っていて、あっさりなんだけど美味しい塩加減の細ほそ麵めんタイプのラーメンでした。

　もちろん、お酒も美味しく飲んでいます。

　牛タンパーティーの日は、全く欠片かけらも似合いませんがワインを美味しく……。

　うん、これは太る。

　あげくの果てに、転んで膝ひざの骨こつ膜まくを損傷してしまい……。

　ジムに通うことも、長時間の散歩も避さけています。

　よく食べ、全く運動しない。

　フォアグラ向けのガチョウか何かですかね、俺は。ぶくぶくぶくぶく、順調に成長しています。




　さて、困った。もう書くことがありません。

　ひたすら改行キーを叩たたいて埋うめたら……怒おこられますね。まぁ怒られてもいいか。

　いや、よくない。

　旅行とかしていれば、なんかこうリア充じゆう的なあとがきが出来るのでしょうが、残念ながら橘ぱんは旅行などしていません。

　東京から出たのは、ゲーム仕事の関係で熱あた海みに行ったのと、友達と埼さい玉たまの日本酒の蔵の蔵開きに行った程度です。

　旅行に行ったのって、三年前に大阪に行ったのが最後かも……。

　あれにしたって、ドラゴンマガジンの短編をなんとか上げて夕方に大阪に入り、夜に仁に木き英ひで之ゆき先生達と吞のんで、翌朝に東京に帰るという、何一つ観光をしない旅でした。

　箕み崎さき准じゆん先生に、お前にとって新幹線は中央線か！　って弄いじられました。哀かなしい。

　ゴールデンウイークですか？

　働いていましたね。ええ、特に遊ぶこともなく、机に向かってキーボードを叩いていました。

　いかん、気が付けば愚ぐ痴ちの羅ら列れつに……。




　えー、でももう書くことない。

　これでまだ半分とかどういうことでしょうか。あとがきを依い頼らい出来るゴーストライターっていませんかね。そもそもゴーストライターって都市伝説じゃないのかな。本当にいるもんなんですかね。生ビール一いつ杯ぱいで引き受けてくれないかな……。




　そういえば、晴れてモバマスを引退しています。

　確定申告の際に、モバマスで使ったクレジットカードの明細を見たんです。

　泣きました。

　ええ、涙なみだが止まりませんでした。

　車買えるじゃん……。

　課金ゲームは皆さん、本当に要注意です。あれは麻ま薬やくだ……。

　最初の一週間は、禁断症しよう状じようが出ました。

　ガチャを回したい……ガチャを回したい……これだけ我慢したんだからＳＲカードが出るはずだ。今だ。今こそガチャを回す時なんだ。

　そんな禁断症状を必死に我慢して、はや一ヶ月。

　モバマスのページを開こうだなんて、欠片も思いませんね。

　ＤＳ組、特に秋あき月づき涼りようちんのカードが出たら復帰する。

　音おと無なし小こ鳥とり太ももスリスリしたいのカードが出たら、とりあえず銀行行ってお金下ろす。

　まぁ、そんな日は来ないでしょう。平気です。俺はもう、モバマスの闇やみから抜ぬけ出しました。

　今は清すが々すがしい顔で、パズドラをしています。

　時々課金、本当に時々課金して……。

　ダメじゃん。




　あらいやだ。本当にもう書くことがないわ。

　どうしましょうね。

　これ、十五時までに欲しいって言われているんです。

　今、十四時四十八分です。

　原げん稿こう待ったなし！




　そもそもあとがきの存在を忘れていたんです。気が付いたのは担当編集さんからのメールでして、それも見たのは十三時。

　アハハハハハハハハ……笑い事じゃない。

　ああ、そうこうしている間に十四時五十分に。




　ちなみに（何がちなみに？）、橘ぱんの仕事環かん境きようですが、テキストはテキストエディターのテラパッドを愛用しています。

　秀丸を使う人も多いようですが、貧びん乏ぼうだった当時、無料のテラパッドに慣れてしまい。秀丸はグレップという特定文字の抜き出し機能やマクロが、とても便利なんですけれどね。

　テラパッドで原稿を書いて、必要に応じて秀丸を使うといった感じでしょうか。

　その後、原稿の形にして見直しています。この工程ですが、ちょっと前までワードで行っていましたが、最近ではＣＳ５のインデザインを組んでいます。

　インデザインで簡単に組んでＰＤＦとして吐はき出し、ｉＰａｄｍｉｎｉで見直すと、これがまたとても楽でして。

　布ふ団とんにひっくり返って原稿チェック、出先の電車で原稿チェック。

　なんだか凄すごくアーバンなライターになった気分になれます。

　気分だけですけど。

　ああ、日本語入力はＡＴＯＫです。ＡＴＯＫがないと死んでしまう。

　その後、ジャストライトという日本語校正ツールで修正をしています。

　その割には、とても誤字脱だつ字じが多いんですけれど……。




　さて、ようやく最後が見えて来ました。

　現在時刻、十四時五十七分。

　なんとか間に合うとみた。




　早いもので、零れい士じの物語ももう三巻です。

　そして早いもので、次巻の四巻で完結となります。

　そう間を置かずに最終巻をお届け出来ると思いますので、お待ちいただければ幸いです。




　最後に、十年ほど昔になりますが、物語を作るということを教えて下さったヤマグチノボル先生のご冥めい福ふくをお祈いのりいたします。





二〇一三年五月某ぼう日じつ　橘ぱん












落おちこぼれの竜りゆう殺ごろし３








橘たちばな　ぱん
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